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15地区地域福祉活動計画 
地区別スローガン



 

地域住民の熱い想いを施策へ 

 
令和元年度、都城市におけるこれからの福祉のまちづくりの方向性を示した「第３

期都城市地域福祉計画」が策定されました。それを受けて、令和２年度は、その地域

福祉計画を具体的に実践していくための「第４次都城市地域福祉活動計画」づくりに

取り組みました。 
今回策定された第４次都城市地域福祉活動計画の目玉は、１５地区の地域福祉活動

計画が、令和版としてリニューアルされたことです。コロナ禍で１５地区社会福祉協

議会の事業活動も自粛になる中、感染予防対策を取りながら、１５地区毎月１地区５

回以上、トータルで８０回近くの熱心な話し合いを重ねました。「自分たちの地区の

地域福祉活動をこれからどうのように進めていくか」「コロナ禍ではこれまでの活動

はできないのではないか」など、真剣に、時には、楽しく話し合いました。そして、

ここに１５地区の地域住民の皆さんの熱い想いを計画書に落とし込みました。 
今回の計画の全体スローガンにも地域住民の熱い思いが反映しています。「福祉活

動はこうあるべき」「既存の制度に従って」「従来どおりの支援で」にはこだわらず、

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる地域づくりにこだわって、私たちは、地域

住民に寄り添っていきたいと思います。そして、「いいが いいが」という都城の方

言には、「気にしないでいいですよ、大丈夫、大丈夫、お互い様だから」という温か

い気持ちがこめられています。そのような思いも未来へつなげていきたいと思います。 
さあ、いよいよ、令和３年度から計画の実践スタートです。 

こだわらないに こだわって  
「いいが いいが」のみやこんじょ 

未来につながる地域の輪
～第４次都城市地域福祉活動計画全体スローガン～

令和３年７月 

第４次都城市地域福祉活動計画策定委員会 

委員長  石 田  操
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計画に寄せて 

人は、誰もが住み慣れた地域で、家族や隣人などと良好な関係を築き、自分らしい

暮らしを人生の最後まで続けられることを願っています。

急速な少子高齢化や人口減少等による世帯構造の変化、個人や世帯の抱える課題が

複合化する今日においては、福祉・医療など様々な制度の領域を超えて、地域の住民

や多様な主体が支え合い、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域を共に創ってい

く「地域共生社会の実現」が求められています。

また、昨年から世界中で猛威を振い続けている新型コロナウイルス感染症により、

医療体制は逼迫し、社会経済活動が停滞するなど、未曽有の危機に直面しております。

この人類の新たな脅威に打ち勝つためにも、あらゆる世代や様々な分野の人が「丸ご

と」つながることが重要であります。

本市では、第３期都城市地域福祉計画において、「分野を超えてみんなで支える体

制づくり」、「共に支え合うお互い様の地域づくり」、「一人ひとりを支える基盤づくり」

の３つの基本方針を掲げ、子ども・障がい者・高齢者・生活困窮者等の福祉計画等の

施策を総合的かつ包括的に推進することとしております。また、地域のそれぞれの立

場の方々が、実践的な取組につながりやすいよう提案を行いました。

これらの取組を地域において、より実践的に展開するために、今回、都城市社会福

祉協議会におかれまして「第４次都城市地域福祉活動計画」を策定される運びとなり

ましたことは、地域福祉の推進に大きく寄与するものであります。

さらに、車の両輪のように、都城市社会福祉協議会と本市が互いに方向性を共有し、

連携して地域活動を展開することが重要であると考えております。

結びに、本市としましては引き続き市民並びに都城市社会福祉協議会をはじめ地域

のあらゆる組織の方々とともに、「地域共生社会の実現」に向け取り組んでまいる所

存ですので、御理解と御協力をお願い申し上げます。

令和３年７月 

都城市長  池 田 宜 永
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第 4 次都城市地域福祉活動計画の策定にあたって 

２０２０年の新型コロナウィルス感染症の流行は、社会的に弱い立場にある人の困

難をいっそう拡大し、同時にこれまで貧困とは無縁だと思われきた一部の中間層の生

活も脅かすことになりました。また、地域では、人と人とのつながりをつくる活動が

休止を余儀なくされ、つながれない中で地域福祉を模索しなければならない状況が続

いてきました。しかし、同時にこの経験は、人を支えるのが人であることや、私たち

が他者との関係を抜きに暮らしていくことができないことを再認識することにもな

ったのではないでしょうか。大切なことは何一つ変わっておらず、私たちがするべき

ことは、感染症を正しく恐れながら、専門職も地域もやるべきことを進めていくこと

だと思っています。

さて、地域福祉活動計画は、社会福祉協議会が呼びかけて、地域の様々な民間の福祉

に携わる関係者が、活動の将来像を描いていくための計画です。また、都城市の地域

福祉活動計画の特徴は、１５地区のそれぞれが活動計画を策定していることです。計

画は、作ることが目的ではなく、作ってからがスタートです。各地区の関係者の皆様

方におかれましては、この計画を道標に、困難な状況にある人を思いやり、つながり、

支え合える地域づくりに取り組んでいただきたいと願っています。

最後に、計画書にもある通り、地域福祉は、地域という舞台で多様な登場人物の活躍

によって織りなされる物語です。この物語の魅力は、登場人物の皆さんが出会うこと

で気づきが生まれ、新たな取り組みが次々と生み出されていくことにあります。しか

しそのためには、この物語を方向づけるシナリオが大切になります。それがこの地域

福祉活動計画です。

この計画が、各分野で活躍する専門職や団体、行政関係部局、そして都城市民の多

様な「のりしろ」を引き出し、それらが豊かに重なり合うことで都城市の地域福祉の

土台が築かれ、地域共生社会を実現する道標となることを心より祈念しています。

令和３年７月 
第４次都城市地域福祉活動計画策定委員会 助言者 
同志社大学社会学部社会福祉学科教授   永 田  祐 
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計画推進にあたり 

令和２年３月に行政計画である第３期都城市地域福祉計画が策定され、「分野を超

えてみんなで支える体制づくり」、「共に支え合うお互い様の地域づくり」、「一人ひと

りを支える基盤づくり」の３つの柱を基本方針に『ふくしのまち都城』を目ざして様々

な施策、活動支援が展開されています。その中で、都城市社会福祉協議会は平成２８

年３月に策定した第３次都城市地域福祉活動計画に基づき、都城市地域福祉計画推進

の一翼を担ってきました。特に福祉教育ガイドブックの作成やコミュニティソーシャ

ルワーカーを配置し、１５地区社会福祉協議会と協働して地域福祉を推進するなど

「ふくしのまち都城」づくりに寄与できたと評価しています。一方、社会情勢の変化

に伴い、新たな課題も見えてまいりました。

それらを踏まえて、令和２年度で第４次地域福祉活動計画策定に着手し、令和３年

６月に策定しました。第４次計画も第３次計画の理念は引継ぎ、行政計画である「第

３期都城市地域福祉計画」の基本方針に基づいた、「ひとづくり」「まちづくり」「し

くみづくり」を計画の柱に掲げています。第４次計画は第３次計画の多くを踏襲して

いきますが、今まで以上に第３期地域福祉計画のアクションプラン（行動計画）とし

ての使命を果たしてまいります。国は、制度・分野の枠や、「支える側」「支えられる

側」という従来の関係を超えて、人と人、人と社会がつながり、一人ひとりが生きが

いや役割を持ち、助け合いながら暮らしていくことのできる、包摂的なコミュニティ、

地域や社会を創っていく、「地域共生社会」の実現に向けた取組みを推進しています。

この取組みを円滑に進めていくには、地域住民一人ひとりへの働きかけも重要になり

ます。そのためには、地域に密着した地域福祉を推進するための１５地区地域福祉活

動計画の丁寧な推進が不可欠であり、第４次計画にもその推進を重要な役割として位

置づけています。

「住み慣れた家・場所で、安心して暮らし続けたい」という思いは、国の制度が変わ

ろうとも従前から変わっていません。その一人ひとりの思いに真摯に寄り添い、決し

て一方的な支援の提供ではない、真の地域福祉実現に取組んでいきます。期待してく

ださい。

令和３年７月

社会福祉法人都城市社会福祉協議会 

会 長  島 津  久 友 
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第 章 計画策定の背景・経緯・概要

１．背景

ライフスタイルの多様化などにより、高齢者のみの世帯や単身世帯が増加し、家

庭内での支え合いの機能が低下するとともに、少子高齢・人口減少社会の進行、世

代間の価値観の差の拡大などを背景に、地縁を基盤にしたつながりも弱まっていま

す。また、「複合的な課題」や「制度の狭間の課題」など公的支援制度だけでは対

応が困難なケースが現れてきています。

このような社会状況の変化に対応するため、制度・分野ごとの「縦割り」や「支

える側」「受ける側」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、

人と資源が世代や分野を超えてつながることで、地域づくりに取り組む「地域共生

社会」の実現が重要となっています。

「地域共生社会」の実現に向け、平成３０年４月には、改正社会福祉法が施行さ

れました。

【改正社会福祉法の概要（主な改正部分）】

○地域福祉の推進に当たり、地域住民等が、支援関係機関との連携により、地域生活課

題を把握し、解決を図るよう留意（第４条第２項） 
 
○その具体策としての包括的支援体制整備（第１０６条の３第１項） 
（１）「住民に身近な圏域」において、地域住民等が主体的に地域生活課題を把握し 

解決を試みることができる環境の整備（第１号） 
（２）「住民の身近な圏域」において、地域生活課題に関する相談を包括的に受け止め

る体制の整備（第２号） 
（３）多機関の協働による市町村における包括的な相談体制の構築（第３号） 
 
○市町村地域福祉計画の記載事項を次のように充実（第１０７条第１項） 
（１）地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共

通して取り組むべき事項（第１号） 
（２）地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項（第２号） 
（３）地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項（第３号） 
（４）地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項（第４号） 
（５）包括的支援体制整備を実施する場合には、その事業に関する事項（第５号） 
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２．経緯

都城市社会福祉協議会（以下「都城市社協」）は、地域福祉を総合的・計画的に

推進するため、民間の立場で「地域福祉活動計画」を策定してきました。（※「計

画づくり経緯」参照）

平成１５年の社会福祉法の施行により、行政計画である「地域福祉計画」が策定

されるようになり、民間計画と行政計画が相呼応するかたちで地域福祉施策が展開

されるようになりました。

平成２８年３月に「第３次都城市地域福祉活動計画」を策定、令和２年３月には

行政計画である「第３期都城市地域福祉計画」が策定され、このたび、第３期都城

市地域福祉計画のアクションプランとして「第４次都城市地域福祉活動計画」（以

下「第４次計画」）を策定することになりました。

【計画づくりの経緯】

◆（行政） 平成 ８年度 「都城市地域福祉構想」

◆ （社協）平成 ８年度 「都城市地域福祉活動計画」（ ～ 年度）

◆（行政） 平成１０年度 「第３次都城市総合計画」（地域福祉総合推進モデル事業）

◆（行政）（社協）平成１４年度 「都城市地域福祉計画」、「 地区計画」（ ～ 年度）

◆ （社協）平成１６年度 「第２次都城市地域福祉活動計画」（ ～ 年度）

◆ （社協）平成１９年度 「地区地域福祉活動計画」（旧三町）

◆（行政） 平成２１年度 「第２期都城市地域福祉計画」（ ～ 年度）

◆ （社協）平成２５年度 「第２次地区計画」（ 地区）

◆ （社協）平成２６年度 「第２次地区計画」（ 地区）

◆ （社協）平成２７年度 「第３次都城市地域福祉活動計画」（ ～ 年度）

「第２次地区計画」（ 地区）

◆（行政） 令和 元年度 「第３期都城市地域福祉計画」（ ～ 年度）

◆ （社協）令和 ２年度 「第４次都城市地域福祉活動計画」（ ～ 年度）
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３．第３次計画の評価

「第３次都城市地域福祉活動計画」（平成２８～令和２年度）の重点施策ついて、

総合評価を行いました。

第３次計画の評価を踏まえ、未達成事項は第４次計画に引き継ぎます。

 
重点施策

①ひとづくり 「あらゆる市民が地域福祉に参加し関わりが持てるひとづくり」

②まちづくり 「一人ひとり みんなが思いやりの心で支えあえるまちづくり」

③しくみづくり 「みんなと共に歩み育む地域福祉の仕組みづくり」

 
 

１．評価方法

経営会議メンバー（常務理事、事務局長、課長以上で構成）により、各課の

事業を評価し、ポイント化し平均点を算出 
 

２．評価基準

①実施状況 
計画どおり実施ずみ ５

計画の ％～ ％未満の実施 ４

計画の ％未満の実施 ２

未実施 ０

 
②評価 

期待以上の成果が得られた ５

概ね期待どおりの成果が得られた ４

期待したほど成果が得られなかった ２

成果を得られなかった ０

 
③今後の方針 

現行どおり事業を継続する ５

事業の充実、強化を図る ４

事業の見直し、改善を図る ３

事業規模を縮小する ２

事業を廃止する １
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第３次都城市地域福祉活動計画「重点施策」の評価 

重点施策 実施計画 実施状況 評価 今後の方針

重点施策①／

あらゆる市民

が地域福祉に

参加し関わり

が持てるひと

づくり 

１ 

コミュニティソーシャルワー

カーの配置、コミュニティワ

ーカーの育成 

２ 医療との連携 

３ 
高齢者や障がい者の権利を擁

護する（守る）人材育成 

４ 
「映画福祉」による仲間づく

り 

５ 

民生委員児童委員の資質の向

上、福祉協力員等の人材育成、

自治公民館との連携 

６ 
障がい者の余暇支援を支える

居場所や人材づくり 

７ 
体験や心を育む福祉教育の推

進 

８ 若者を育てる場所づくり 

９ 
介護等のケアに従事する人材

育成 

【重点施策①／考察】

○コミュニティソーシャルワーカーの配置、コミュニティワーカーの育成は、地区担当制の

実施と相まって地域と協働していく能力が醸成されつつあり評価も高い。第４次計画で

は、各地区社会福祉協議会の組織基盤強化においてさらなる実践力の深化・充実を図って

いく。

○「ひとづくり」において、医療との連携に関しては評価が低い。第４次計画では、ソーシ

ャルワーク等の人材の専門性向上において、医療をはじめとする関係機関との連携体制の

構築をすすめていく。

○障がい者の余暇支援を支える居場所や人材づくりも評価が低く、地域交流を促進する「居

場所づくり」の推進において各地区と協働して設置・運営を図っていく。

○若者を育てる場所づくりに関しても評価が低い。児童・生徒、学生等とは、福祉教育やボ

ランティアフェスティバル等を通して接点を持つ機会は多いが、生活困窮者の孤立の予防

と支援の充実において、学習支援や子ども食堂などの子どもを中心とした居場所の整備を

すすめる。
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重点施策 実施計画 実施状況 評価 今後の方針

重点施策②／

一人ひとりみ

んなが思いや

りの心で支え

あえるまちづ

くり 

１ 

地域福祉活動を支援できる市

社協ボランティアセンターの

機能強化 

２ 

地域福祉活動活性化のための

財源づくり、財源使途の見え

る化 

３ 

地区社協とまちづくり協議会

の連携、共存、協働のまちづ

くり 

４ 
自治公民館での福祉活動の推

進、機能強化 

５ 

地域における支えあいの場づ

くりや受け皿づくり、サロン

活動の支援 

６ 
１５地区社協のさらなる強化

（組織、拠点、体制、財源） 

７ 

災害支援体制（組織、ボラン

ティア、拠点、ネットワーク）

のさらなる構築 

【重点施策②／考察】

○ボランティアセンターの機能・役割に関しては、福祉教育の推進、災害時支援への対応など一

定の評価はあるものの、地域福祉活動の支援という面では、まだまだ弱いという評価である。

第４次計画では、ボランティア・市民活動の活性化と拡充において、ボランティアの養成をは

じめ、様々な事業を展開する上での財源確保である。ファンドレイジングに関しては、調査・

研究は行ってきたが、実施には至っていない。第４次計画では、寄附文化の醸成による地域福

祉活動において、共同募金運動の再考やファンドレイザー育成等に着手していく。
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重点施策 実施計画 実施状況 評価 今後の方針

重点施策③／

みんなと共に

歩み育む地域

福祉の仕組み

づくり 

１ 
生きる力を支える仕組みの構

築～生活困窮者の自立支援～ 

２ 
地域で共に育む子育て・家庭

支援 

３ 
みんなで創る地域の仕組み

（地域包括ケアシステム） 

４ 

地域貢献による新たな仕組み

づくり（社会福祉施設等・企

業等） 

５ 

制度外の問題に対応できるシ

ステムづくり（総合相談、権

利擁護、ネットワーク） 

６ 
困っている人を支える地域に

おける支援体制の構築 

７ 
ふくしと教育の連携（学校・

地域・ボランティアセンター） 

【重点施策③／考察】

○しくみづくりは、押しなべて評価が低い。都城市社協の大きな弱点の一つと言える。このしく

みづくりに関しては、第４次計画で、「分野を超えてみんなで支える体制づくり」「共に支え合

うお互い様の地域づくり」「一人ひとりを支える基盤づくり」の３つの柱の分野を超えた連携

の形をつくっていくしかない。従って、第４次計画の推進においては、それぞれの分野で改善

が必要なことを洗い出して、その改善策を実践していく。このしくみづくりの実践は、第４次

計画の３本柱に新たに位置づけており、年度ごとの目標達成を目指していくこととなる。
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４．策定体制

第４次都城市地域福祉活動計画策定体制図

理事会・評議員会

第４次都城市地域福祉活動計画策定委員会

委員構成（２５名）

（１） 地域福祉関係団体

（２） 保健・医療・福祉機関

（３） 学校・教育機関

（４） ボランティア・ＮＰＯ団体

（５） 専門職・当事者団体

（６） まちづくり団体

（７） 学識経験者

助言者（１名）

永田 祐 氏

同志社大学社会学部

社会福祉学科

１５地区計画策定会議

（１５地区社会福祉協議会）

都城市社会福祉協議会事務局

立案

提案 提

案

総務課 地域福祉課 生活支援課 在宅福祉課

点字図書館子育ち応援課

山之口

妻ケ丘 小松原 祝 吉 五十市

横 市 沖 水 志和池 庄 内 西 岳

中 郷

姫 城

高 城 山 田 高 崎
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５．趣旨
前回の第３次計画は、「みんなで育む やすらぐ未来！今つなげよう 地域の

力！」をスローガンに、「ひとづくり」「まちづくり」「しくみづくり」ごとに重

点施策を定めた計画でした。

今回策定した第４次計画も、第３次計画を引き継ぎつつ、令和２年３月に策定

された行政計画である「第３期都城市地域福祉計画」のアクションプランとして

１５中学校区を圏域とした住民主体の地域福祉活動を展開させていくための具体

的な活動指針となるものです。

６．他計画との関係

本計画は、都城市地域福祉計画をはじめ、高齢者、障がい者、児童等の福祉に

関する都城市行政の関連分野別計画や宮崎県地域福祉支援計画などの各計画との

連携・整合を図りながら取組を推進していきます。

７．計画の特徴

本計画は、①市圏域での活動計画、②１５中学校区圏域での１５地区活動計画、

③市社会福祉協議会の経営基盤強化計画の３本柱になっています。今回の目玉は、

１５地区の活動計画が令和版としてリニューアルされたことです。

地域福祉計画

（都城市）

基本的な考え方 
取組の方向性 

地域福祉活動計画

（都城市社会福祉協議会）

住民主体の具体的な 
活動指針 

両 輪
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８．計画期間

第４次計画の期間は、令和３年度から令和７年度までの５か年とします。なお、

計画の進捗状況や社会情勢の変化等に応じて、必要な見直しを行っていくものと

します。

【図２ 地域福祉活動計画と地域福祉計画等の計画予定期間】

計画名／年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

第４次都城市地域福祉活動計画 

第３期都城市地域福祉計画 

 

第８期都城市高齢者福祉計画及び 

介護保険事業計画 

都城市子ども子育て支援計画 

第６期都城市障がい福祉計画 

都城市総合計画後期基本計画 

 

第４期宮崎県地域福祉支援計画

９．計画の推進（行政との連携・協働）

地域福祉の積極的な推進を担うのは地域住民であり、自助・共助を基本として

主体性を持たせるために、側面からの支援が必要です。本計画の推進にあたって

は、都城市と都城市社協が連携・協働しながら計画を推進し、住民を支援してい

きます。

また、いわゆる縦割りの福祉制度や施策については、地域の観点から横断する

（「横でつなぐ」、「横の連携をする」）ことに都城市と都城市社協が積極的に連携

して取り組みます。

．進行管理

計画の最終年度（令和７年度）に計画の取組状況の把握・点検を実施し、計画

の適切な進行管理を行います。また、１５地区の地域福祉活動計画については、

１５地区の地区社会福祉協議会を中心に、年度ごとに取組状況の把握等を行いま

す。
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第２章 計画の内容

１．地域福祉活動計画とは

地域福祉活動計画は、地域福祉の推進主体として、社会福祉協議会が地域の皆さ

んや社会福祉に関係する皆さんに呼びかけて、都城市の福祉活動のビジョンやどん

な活動をどのように進めていくのかという戦略やプランを作っていくものです。

地域福祉は、一言でいえば、地域で支える・地域をつくることです。住民も専門

職も、みんなで共に創る福祉のことで、様々な制度の土台になるものです。まさに

「みんなで織りなす」のが地域福祉です。専門職が、それぞれに一生懸命仕事をし

ていても、連携できないと効果が発揮できないことがあります。また、つながりが

なければ、地域で暮らしていても孤立してしまうかもしれません。

「地域福祉」という舞台は、実にさまざまな登場人物からなっています。

○社会福祉施設…ノウハウや経験・人材や設備を活かし、地域福祉の向上をめざ

して地域における公益的な活動を一緒に考えましょう。

○専門職の皆さん…一人ひとりが地域で暮らせる支援とともに、一人ひとりの背

景にある地域の課題とそれを解決していくための方策を一緒に考えましょう。

○学校（福祉教育）…学校と地域が連携して福祉教育を推進し、協力して子ども

たちの共に生きる力、共感する力を高める方策を考えましょう。

○民生委員・児童委員…実際に地域で起こる一人ひとりの困りごとを発見し、つ

なぐことができるのは民生委員・児童委員の力。地域における問題解決の仕組

みを一緒に考えましょう。

○地域団体・まちづくりの皆さん…地域のつながりは、地域福祉の基盤。都城の

自主自立の良き伝統と福祉の接点を一緒に考えましょう。

○ボランティア団体…制度では手の届かない様々なニーズがあります。ボランテ

ィアの皆さんの役割と市民に活動を広げていく方策を一緒に考えましょう。

○当事者組織…当事者の声・ニーズを発信し、専門職の視点だけではなく、当事

者の視点から暮らしやすい地域を考えましょう。

○行政…地域の皆さんの声を聞いて、必要な施策を一緒に考えましょう。

このように、地域福祉活動計画は、社会福祉協議会が中心になって地域福祉の登

場人物の皆さんと共に、地域福祉の土台作りをしていくことです。
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２．地域福祉の目標（スローガン）

都城市の地域福祉をさらに推進するために、第４次計画が策定され、その計画を

実践するにあたり、地域福祉の目標を以下のようなスローガンとして定めて、あらゆ

る関係者や地域住民と共に取り組みます。

●全体スローガン

●第３期都城市地域福祉計画アクションプラン・スローガン

●１５地区地域福祉活動計画 地区別スローガン

こだわらないに こだわって

「いいが いいが」の みやこんじょ

未来につながる 地域の輪

手をつなぎ 笑顔あふれる ひとづくり

心をつなぎ 笑顔かがやく まちづくり

想いをつなぎ 笑顔ひろがる しくみづくり

姫 城／地域の宝に磨きをかけて！みんなでつくるひめぎの輪

妻ケ丘／やってみよう！育てよう！集いつながるつまがおか

小松原／笑顔であいさつ！夢づくり サンシャイン小松原

祝 吉／みんなちがってみんないい～夢・希望あふれるあやめのまち祝吉～みんなちがってみんないい ～夢・希望あふれる「あやめのまち祝吉」～

地域の宝に磨きをかけて！ みんなでつくる ひめぎの輪

やってみよう！ 育てよう！ 集いつながる つまがおか

笑顔であいさつ！夢づくり サンシャイン小松原
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五十市／○あんしんで ○ゆめひろがる ○みんなのふくし

横 市／横一線ですすめる 顔の見える地域づくり

沖 水／相手の気持ちを一番に 協力し 笑顔ひろがる沖水地区

志和池／笑顔あふれ広がる 志和池の話！和！輪！ 志の和することこの池のごとくあれ

庄 内／心もまちもあたたかい ずーと住みたいまち庄内

西 岳／○わいわい ○たのしく ○げんきよく 西岳

中 郷／○サさえ合う心で ○シあわせの絆を育む なかんごうひろ○バ

山之口／すべての住民がいつまでも住み慣れた地域で豊かに生きがいを持って生活するために

すべての住民が いつまでも住み慣れた地域で豊かに生きがいを持って生活するために高 城／ふるさとを愛し 誇りを持ち 新しい時代を拓く高城人を育む

山 田／安らぎとふれあいのなかで ともに支えあい だれもが役割を担える福祉のまちづくり

高 崎／星も町もキラキラ“ありがとう”があふれる安心・安全のまちづくり
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「キラキラ星プランたかざき」続 星も町もキラキラ “ありがとう”があふれる安心・安全のまちづくり

笑顔あふれ広がる、志和池の話！和！輪！ ～志の和すること この池のごとくあれ～

横一線ですすめる顔の見える地域づくり

相手の気持ちを一番に 協力し 笑顔ひろがる 沖水地区

心もまちもあたたかい ずーっと住みたいまち庄内 ～やさしい心 感謝の心 思いやりの心～

すべての住民が、いつまでも住み慣れた地域で 豊かに生きがいをもって生活するために

ふるさとを愛し、誇りを持ち、新しい時代を拓く 高城人を育む！

安らぎとふれあいのなかで、ともに支えあい だれもが役割を担える福祉のまちづくり



３．第４次都城市地域福祉活動計画の体系図

第４次都城市地域福祉活動計画

全体スローガン／こだわらないに こだわって 「いいが いいが」の みやこんじょ 未来につながる 地域の輪

第３期都城市地域福祉計画のアクションプラン

スローガン／想いをつなぎ 笑顔ひろがる しくみづくり

１．社会参加の機会の確保・創出

２．社会福祉法人の地域における取組の推進

３．子どもがいきいきと成長できる環境

４．「その人らしく」生きるための支援

５．多様な地域生活課題への対応

スローガン／心をつなぎ 笑顔かがやく まちづくり

１．地域福祉の応援団の確保

２．地域つながる機会の充実

３．生活困窮者支援の充実

スローガン／手をつなぎ 笑顔あふれる ひとづくり

１．相談窓口の充実

２．包括的な支援体制の仕組みづくり

３．分野を超えたサービスの推進

４．ソーシャルワーク等人材の専門性の向上

５．社会福祉協議会の組織基盤強化

１５地区地域福祉活動計画

妻ケ丘／やってみよう！ 育てよう！ 集いつながるつまがおか

小松原／笑顔であいさつ 夢づくり サンシャイン小松原

祝 吉／みんなちがってみんないい 夢・希望あふれるあやめのまち祝吉

五十市／○あ んしんで ○ゆ めひろがる ○み んなのふくし

横 市／横一線ですすめる 顔のみえる地域づくり

高 崎／星も町もキラキラ “ありがとう”があふれる安心・安全のまちづくり

沖 水／相手の気持ちを一番に 協力し笑顔ひろがる沖水地区

志和池／笑顔あふれ広がる 志和池の話！和！輪！ 志の和すること この池のごとくあれ

庄 内／心もまちもあたたかい ずーと住みたいまち庄内 ～やさしい心 感謝の心 思いやりの心～

西 岳／○わ いわい ○た のしく ○げ んきよく 西岳

中 郷／○サ さえ合う心で ○シ あわせの絆を育む なかんごうひろ○バ

山之口／すべての住民がいつまでも住み慣れた地域で豊かに生きがいを持って生活するために

高 城／ふるさとを愛し 誇りを持ち 新しい時代を拓く 高城人を育む

山 田／安らぎとふれあいのなかで ともに支え合い 誰もが役割を担える福祉のまちづくり

姫 城／地域の宝に磨きをかけて！ みんなでつくるひめぎの輪

都城市社協経営基盤強化計画

１．組織・人材

２．財政

３．事業

４．拠点

地域福祉の行動宣言

都城市社協職員行動宣言
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笑顔であいさつ！夢づくり サンシャイン小松原

みんなちがってみんないい ～夢・希望あふれる「あやめのまち祝吉」～

笑顔あふれ広がる、志和池の話！和！輪！ ～志の和すること この池のごとくあれ～

心もまちもあたたかい ずーっと住みたいまち庄内 ～やさしい心 感謝の心 思いやりの心～

すべての住民が、いつまでも住み慣れた地域で 豊かに生きがいをもって生活するために

ふるさとを愛し、誇りを持ち、新しい時代を拓く 高城人を育む！

「キラキラ星プランたかざき」続 星も町もキラキラ“ありがとう”があふれる安心・安全のまちづくり

横一線ですすめる顔の見える地域づくり

相手の気持ちを一番に 協力し 笑顔ひろがる 沖水地区

安らぎとふれあいのなかで、ともに支えあい だれもが役割を担える福祉のまちづくり



 

４．地域福祉の行動宣言

行動宣言１ 「つながって 地域福祉」

人は、社会関係の中で暮らしています。ただ単に地域で暮らすだけでは孤独になり

孤立してしまいます。人と人はつながって暮らすことによって豊かになれます。

私たちは、人とつながって地域福祉をすすめます。

社協は、人と人をつなぐコーディネートに努めます。人と人をつなぎ、スクラムを

組み、一丸となって、全員参加の地域福祉をめざします。

行動宣言２ 「支えあって 地域福祉」

人は、誰もが差別や偏見なく、地域社会から排除されることなく、温かく包み込ま

れる地域のなかで暮らしたいと思っています。そのためには人に寄り添い、思いや

りを持って、お互いに支えあう気持ちが大切です。

私たちは、支えあって地域福祉をすすめます。

社協は、人を支え、人を支える支え手を支え、すべての人が包摂され支えあう仕組

みをつくります。

行動宣言３ 「同じ目線で 地域福祉」

人は、人とつながり支えあうとき、上下関係や支え・支えられる関係ではなく、対

等な関係を保ちます。対等な関係ができたときに、気持ちや本音が伝わり、個人と

地域、サービスの受け手と担い手、住民と専門職の関係性が成り立ちます。

私たちは、同じ目線で地域福祉をすすめます。

社協は、あらゆる事物において中立公平に、あらゆる人々と共に手を携えて、地域

福祉をすすめます。

行動宣言４ 「学びあって 地域福祉」

人は、地域社会で起こる出来事や人の言動から、驚き、感心、哀しみ、喜び、怒り、

笑いなど自分との違いを感じます。違いを知るところには学びあいが存在します。

私たちは、学びあって地域福祉を推進します。

社協は、支えあい助けあいの営みの中にある学びの機会を大事にします。

行動宣言５ 「境界を超えて 地域福祉」

人は、限界があります。行政施策や制度・福祉サービスにも対応の限界があります。

財源やマンパワーにも限度があります。

私たちは、縦割りの壁を超え、境界をのり超えて地域福祉をすすめます。

社協は、対象を限定したり、制度内だけに限らない制度外の対応をめざして地域福

祉を推進します。
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行動宣言６ 「地域を拠りどころに 地域福祉」

人は、誰もがみな地域に身を置いて暮らしています。施設や病院やそれぞれの生活

の場も必ず地域の中にあります。地域は人が集まり、語らい、ふれあい、助けあい、

安心安全を創りだす空間です。

私たちは、地域を拠りどころに地域福祉をすすめます。

社協は、身近な地域でいつまでも住み続けられる、福祉コミュニティづくりをすす

めます。

行動宣言７ 「みんなと共に 地域福祉」

人は、先祖をさかのぼっていくと同じ祖先に突き当たります。つまり、地域で生活

する人々は根っこで繋がっています。

私たちは、みんなと共に地域福祉をすすめます。

社協は、みんなと共に地域福祉をすすめます。
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５．第３期都城市地域福祉計画アクションプラン

令和２年３月に策定された行政計画「第３期都城市地域福祉計画」は、「自然と

ふれあい、人を思いやり、共に支え合うまち、安心して健康にずっと暮らし続けた

いふくしのまち都城」を理念とし、３つの基本方針を柱に構成されています。

今回の第４次都城市地域福祉活動計画では、その行政計画のアクションプランと

して具体的な施策に取り組んでいきます。

【第３期都城市地域福祉計画～令和２年３月策定～】
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１．１．相談窓口の充実

地域生活における心配ごとや困りごと、制度の狭間による課題に対しても気軽に相

談でき、解決に向け助言や支援を受けられるように、相談体制の充実を図ります。

＜現状と課題＞

◇少子高齢化・人口減少社会の到来や一人暮らし世帯の増加により、地域の助け合い

や住民間の交流が希薄になり、障がい者や高齢者等が地域で孤立し、子育てや介護

の悩みなど世帯の抱えている困りごとを誰にも相談できずにいる人が増えてきて

います。

◇子ども、障がい者、高齢者等の各分野の相談体制は整備されてきている反面、それ

ぞれが縦割りで連携がうまく図れていないために、複合的で複雑化した地域生活課

題を抱えている世帯にとっては、どこに相談してよいか分からないなど、抱えてい

る課題の全般的な解決までに至らないことがあります。

◇地域で孤立している人や世帯は、ＳＯＳを発することが困難で、相談窓口まで出向

くことができないケースが大半です。

◇相談者及びその世帯が不安や悩みを抱え困っていることを理解し、世帯まるごと支

援する視点をもつことが求められています。

＜この施策の柱における取組指標（第３期都城市地域福祉計画）＞

◇「相談窓口の充実」における取組指標

①市内１５地区社会福祉協議会における相談件数

基準値（ 年度） 目標（ 年度） 目標（ 年度）

１１４件 ２９７件 ３６０件

②多機関協働包括的支援体制構築事業における専門職資質向上に向けた研修実施

基準値（ 年度） 目標（ 年度） 目標（ 年度）

３回 ６回 ９回

１．１．１地域生活課題の早期発見と把握

（１）地域に対応した相談体制の構築

第３期地域福祉計画施策／

市内１５地区社会福祉協議会における「福祉なんでも相談窓口」の周知と充実、地域生活

支援会議や福祉座談会の開催

第４次地域福祉活動計画取組内容

①年度１回～２回は全地区社協におい

て広報誌の作成・配布を行います
全地区 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②各地区内の自治公民館単位での福祉

座談会を実施します
館 館 館 館 館
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第３期地域福祉計画施策／

社会福祉協議会の地区担当制による市内１５地区社会福祉協議会の機能強化と寄り添い訪

問活動の実施

第３期地域福祉計画施策／

地域包括支援センターや障がい者（児）基幹相談支援センター、生活自立相談センターの

機能充実による課題の早期発見

第３期地域福祉計画施策／

生活支援体制整備事業における地域生活課題把握活動の充実

③地区社協、民生委員及び自治公民館長

等による地域生活支援会議を実施し

ます

地区 地区 地区
地区 地区

第４次地域福祉活動計画取組内容

①毎月地区担当者定例会を実施し、他地

区の取組等の情報共有を行います
全地区 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②地区社協がアウトリーチを行い、ニー

ズ把握及び課題解決に努めます
地区 地区

地区
⇒ ⇒

③地区担当及び地区社協なんでも相談員

等のスキルアップ研修及び講座を行い

ます

年 回 年 回 年 回 年 回 年 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①基幹相談支援センター協力員制度を

創設します
検討 ⇒ 実施 ⇒ ⇒

②地域ケア会議等を活用したニーズキ

ャッチに努めます
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①生活支援コーディネーターのスキル

アップ研修及び活動のサポート強化

に努めます

検討 年 回 年 回 ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／

多機関協働包括的支援体制構築事業における地域生活課題へのアウトリーチが可能な体制

整備の検討

第３期地域福祉計画施策／

市庁内関係各課と生活自立相談センターや相談支援包括化推進員との連携体制整備の検討

第３期地域福祉計画施策／

住民の困りごとの早期発見に向けての民生委員・児童委員との連携強化

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地域包括支援センターや基幹相談セ

ンター等と一緒に様々な相談に対応

します

検討 ⇒ 実施 ⇒ ⇒ 

②重層的支援体制への取り組みを踏ま

え地域力強化事業と多機関協働事業

の一体的な取組を推進します

体制

検討
実施 ⇒ ⇒ ⇒ 

③地域力強化推進事業と連携し地区担

当との同行訪問を推進します
回

⇒ 
回 

⇒ 
回 

第４次地域福祉活動計画取組内容

①庁内連絡会の充実をはかります 年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

②ご紹介シートを活用することにより

スムーズに相談の対応を図ります
実施 見直し 実施 見直し 実施

③生活困窮者自立支援事業と包括化推

進会議を一体的に取り組みます
年 回 ⇒ 年 回 

⇒ 
年 回 

第４次地域福祉活動計画取組内容

①各地区民児協定例会で個別ケースの

情報共有を行います 地区
実施 ⇒ ⇒ ⇒

②各民児協定例会に地区社協事務局長

の参加及び地区社協の周知啓発を行

います

検討
地区

⇒ ⇒ ⇒

③各地区社協で事務局及び民生委員児

童委員のスキルアップ研修会を実施

します

検討
地区 地区 地区 地区
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（２）子ども、障がい者、高齢者等の課題を把握するための取組

第３期地域福祉計画施策／

障がい者（児）基幹相談支援センターと連動した障がい者の地域生活課題の抽出

 

第４次地域福祉活動計画取組内容

①障がい者（児）基幹相談支援センタ

ーと地区担当の情報共有の場を整

備します

年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

②地区社協等において、障がい者（児）

基幹相談支援センターの概要周知啓

発します

年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

１．１．２ 各種相談窓口機能の強化

（１）各種相談窓口の充実・強化

第３期地域福祉計画施策／

地域包括支援センターの高齢者総合相談窓口としての機能強化に向け保健師等の専門職に

よる介護・福祉・医療などの幅広い相談対応と関係機関との連携強化

（２）総合相談窓口の設置の検討

第３期地域福祉計画施策／

地域生活課題を早期に把握するためのプラットフォーム型の総合相談窓口の市役所庁内整

備の検討

第４次地域福祉活動計画取組内容

①民生委員児童委員との連携を強化し

ます
検討

地区 地区 地区 地区 

②医療・介護連携推進協議会へ参加し

様々な医療専門職と連携します
回 ⇒ 回 ⇒ 回 

第４次地域福祉活動計画取組内容

①重層的な支援体制の構築に向け福祉

課や総合政策課と協議を行い、相談窓

口の開設を行います

体制

検討
⇒ ⇒ ⇒ ⇒ 
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②庁内関係各課及び教育委員会関係課等と社会福祉協議会の関係部署との連携に

関する会議の開催

基準値（ 年度） 目標（ 年度） 目標（ 年度）

２回 ３回 ３回

（３）各種相談支援機関の職員の資質向上

第３期地域福祉計画施策／

多機関協働包括的支援体制構築事業の相談支援包括化推進会議において相談支援事業所の

職員が他の各種相談窓口の取組や機能について学習できる機会を創出

第４次地域福祉活動計画取組内容

①相談支援包括化推進会議の充実を図

ります
年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

②相談支援包括化推進会議において

スーパービジョンの機会を設けます
検討 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回 

③総合相談マニュアルの活用を推進し

ます
実施 見直し 実施 ⇒ 見直し

１．２．包括的な支援体制の仕組みづくり

 住民の抱える複合的で複雑な課題、ひきこもりやサービス利用拒否等の制度内では

対応できない制度の狭間の課題などの地域生活課題の解決に向け、行政のみならず住

民や地域、各専門分野の事業所などがお互いに連携を図りながら、効果的に支援でき

る仕組みを構築することを目指します。 
 
＜現状と課題＞

◇地域には、助けを求めることができず孤立している人や複合的で複雑な生活課題や

福祉課題を抱えている人が顕在化してきており、子ども、障がい者、高齢者等の各

分野における縦割りの支援だけでは対応ができない課題が増えてきています。 
◇専門職が、他の専門機関の取組内容を充分把握していないために、専門機関同士の

連携を図ることが難しいケースもみられます。 
◇子ども、障がい者、高齢者等の各分野の相談支援機関が、連携できていないケース

があり、複合的で複雑化した問題を抱えている相談者の全面的な課題解決の支援が

できていないことがあります。 
  
＜この施策の柱における取組指標（第３期都城市地域福祉計画）＞

◇「包括的な支援体制の仕組みづくり」における取組指標

①多機関協働包括的支援体制構築事業における複合的な相談件数

基準値（ 年度） 目標（ 年度） 目標（ 年度）

１８件 ２５件 ３０件
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１．２．１ 包括的な相談支援体制とネットワーク化の推進

（１）子ども、障がい者、高齢者に関する相談支援機関との連携強化と協働による包括的相

談支援体制の整備

第３期地域福祉計画施策／

障がい者（児）基幹相談支援センターや障害者自立支援協議会の専門部会による相談支援

事業所の機能強化と連携強化

第３期地域福祉計画施策／

多機関協働包括的支援体制構築事業における各種相談支援機関連携のための相談支援包括

化推進会議の機能・連携強化とコーディネート機能の強化

 
第３期地域福祉計画施策／

相談支援機関の連携強化による全世代対応型支援チームの整備に向けた体制づくり

第４次地域福祉活動計画取組内容

①自立支援協議会の専門部会における

研修会を推進します
年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回 

②相談員の資質向上に向け包括的支援

に関連する研修会を開催します
年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回 

③制度の枠組みを超えた相談員が連携

できる情報交換の場を推進します
検討 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①相談支援包括化推進員の資質向上に

向けた研修等の受講に取り組みます
年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地域包括支援センター等へ障害福祉

や児童福祉の相談にも対応できる相

談体制の整備を進めていきます

検討 月 回 ⇒ ⇒ 評価

②受け止める相談として断らない相談

支援を展開します
継続 ⇒ ⇒ ⇒ 評価

③地区社協や施設等連絡会と連携し各

地区で相談会を開催します
検討

地区 地区 地区 地区
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（２）庁内連携体制の強化

第３期地域福祉計画施策／

庁内関係各課及び教育委員会関係課等と生活自立相談センターや多機関協働包括化推進員

との「ご紹介シート」による連携体制整備の検討

 
 
 
 
 

１．３．分野を超えたサービスの推進

福祉の各分野の制度や福祉サービス等の情報を広く周知し、支援のための情報共有

の体制を整備するとともに、分野を横断した総合的な福祉サービスを提供する体制を

整備します。

＜現状と課題＞

◇福祉の各分野において福祉サービスがきめ細やかに提供されてきていますが、利用

者等にとっては、複雑で利用しにくい状況も見られます。

◇人々が生活していく上で生じる課題は、子育て、障がい、介護、病気等に留まらず、

教育、家計、住まい、就労などさまざまであり、制度や分野ごとの縦割りでは解決

できない課題があります。

◇子育て、障がい者、介護に関する支援など、各分野で制度的な対応を着実に進めて

いますが、ひきこもりや孤立、生活困窮、サービス利用拒否等の制度の狭間で支援

の必要な人が顕在化しています。

１．３．１ 情報提供・発信の充実

（１）子育て・障がい・介護等のサービスについての情報発信の充実

第３期地域福祉計画施策／

ホームページや支援ガイド、制度のしおり等について、情報の伝達ツールに関する障がい

者への配慮及び点字や音訳版など情報伝達ツールの検討

第４次地域福祉活動計画取組内容

①ご紹介シートの活用を推進し連携強

化を図ります（※シートの使用回数を

目標として設定）

回
シート

見直し
回

シート

見直し
回

②庁内関係各課に限らず、多機関と連携

を図るために、ご紹介シートの活用を

推進します（※シートの使用回数を目

標として設定）

回
シート

見直し
回

シート 
見直し

回

第４次地域福祉活動計画取組内容

地区社協や市社協の相談窓口に各

種制度のしおり等を常備します。
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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１．３．２ 地域共生社会の実現に向けた共生型サービス等の推進

（１）分野横断的なサービス提供などの検討

第３期地域福祉計画施策／

多世代交流できるサロン活動※の推進

【補足事項】

多世代交流サロンの定義

⇒子ども、障がい者、高齢者が集える、または定期的に交流する（多様性を持った）サロンとする

※ 年時点の多世代交流サロン：（支所４か所、ぽかぽかサロン、茶ってぃサロン、スマイルカ

フェ、子育ちサロンなかん ）

サロンの交流

⇒子育てサロンが障がい者サロンや高齢者サロンに出向いて交流するなど

サロンの拠点

⇒社会福祉法人の地域における公益的な取り組みとして、障がい者施設や高齢者施設、保育施設

の空きスペースを利用したサロンの実施

１．４．ソーシャルワーク等人材の専門性の向上

福祉を支える専門職いわゆるソーシャルワーカー等が、住民の抱える複合化・複雑

化した課題の解決に向け、関係機関との連携体制を図るための専門性向上の支援を行

います。

＜現状と課題＞

◇ソーシャルワーカー等には、複合的な課題を抱える世帯を包括的に支援するために、

子ども、障がい者、高齢者等の福祉関係だけでなく、医療、保健、就労、教育、司

法など多岐にわたる分野の機関と協働で支援するスキルが求められています。

◇住民が、誰かに任せるのではなく、「自分達で何かできないか」と思える意識の醸

成に向けて、一つの課題を解決していく過程を繰り返し体験していくことで、気付

きと学びを促すようにソーシャルワーカー等が働きかけていくことが求められま

す。

◇福祉サービスを提供する専門機関は充実してきていますが、各専門機関等で担当圏

域が広く、各事業所の専門職が他の事業所の取組内容が分からないために連携が図

りにくい状況がみられます。

第４次地域福祉活動計画取組内容

①それぞれのサロンの交流を促進

します
検討

モデル

選定
⇒ ⇒ 普及

②多世代交流サロンの拠点作りを

推進します

１０か

所
⇒ ⇒

１２か

所
⇒
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１．４．１ ソーシャルワーカー等の専門性向上

（１）ソーシャルワーカー等が様々な機関と連携できるように資質向上への支援の取組

第３期地域福祉計画施策／

障害者自立支援協議会による市内各福祉事業所職員等を対象とした研修の実施

第３期地域福祉計画施策／

各種研修の受講によるスキルアップや福祉専門資格の積極的な取得の推進及びグループス

ーパービジョンの実施

第３期地域福祉計画施策／

社会福祉協議会の地区担当職員による 地区での事例検討会の実施

第３期地域福祉計画施策／

県社会福祉協議会が実施する地域福祉コーディネーター※の活動支援

第４次地域福祉活動計画取組内容

①障がい者（児）基幹相談支援センター

における福祉系専門職に対する研修

会を開催します

回 ⇒ 回 ⇒ 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①各種研修を計画実施し、福祉専門職の

スキルアップを支援します
年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

②グループスーパービジョンを計画実

施し、事業所を超えて専門職のボトム

アップを図ります

実態

調査

検討

協議
年 回 ⇒ 年 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地域生活課題について関係機関や地

域住民と事例検討会を行います
地区 ⇒

地区
⇒ 地区

②定期的な社協内での事例検討会を行

います

毎月

回
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地域福祉コーディネーターを対象と

した意見交換や研修会を開催します
検討 年 回 ⇒ ⇒ ⇒

②他の支援機関との連携体制を整備す

るために地域福祉コーディネーター

の役割を周知するための広報活動を

行います

検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

- 32 -



 

第３期地域福祉計画施策／

各種相談支援機関の専門職と関係機関との連携体制構築への支援の拡充

 

第４次地域福祉活動計画取組内容

①研修会や定例会を開催します 検討
回／

年
⇒

回／

年
⇒

①ＣＳＷ連絡会の組織化を進めます 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

②顔の見える関係づくりのための医

療・保健・福祉・介護・学校等の関

係機関との名刺交換会を開催します

年 回

開催
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

１．５．社会福祉協議会の組織基盤強化

社会福祉協議会が地域福祉を推進するため運営を含めた組織体制の機能強化に取

り組みます。

＜現状と課題＞

◇あらゆる福祉施策が地域福祉を基盤に施策化されています。社会福祉協議会は社会

福祉法に規定された中核的機関として自治公民館や民生委員・児童委員、社会福祉

法人、ボランティア、市民活動団体、民主団体、学校、企業、行政各課等とともに

本市の地域福祉を推進しています。

◇本市は全国に先駆けて行政と社会福祉協議会のパートナーシップにより、地域住民

主体の地域福祉計画を策定し活動を展開してきましたが、地域福祉の施策化は全国

的な潮流でもあり、まだまだ先駆的に計画的に挑戦的に進めなければならない政策

課題です。

◇地域福祉の推進力となるのは、社会福祉協議会であり、地区社会福祉協議会です。

そのため、社会福祉協議会の経営基盤を確固としたものとし、さらに地域福祉の最

前線である地区社会福祉協議会の基盤強化を図ることによって「我が事・丸ごと」

の推進体制を充実強化することが求められます。

１．５．１ 社会福祉協議会の組織基盤の強化

（１）社会福祉協議会の組織体制の強化

第３期地域福祉計画施策／

法人運営体制の強化に向け理事会の充実、担当理事制の強化
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第３期地域福祉計画施策／

組織基盤強化に向け役員体制の強化

第３期地域福祉計画施策／

職員の人材育成に向け事務局組織の見直し

第３期地域福祉計画施策／

基盤強化に向け採用・人事・研修・育成のシステム化

第４次地域福祉活動計画取組内容

①理事会を計画的に開催します 年 回 年 回 年 回 毎月 ⇒

②業務執行理事（常務理事）による業務

執行体制を強化します
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①新・選出区分による役員体制を構成し

ます
実施 ⇒ ⇒ 検討 実施

②組織基盤強化のために行政とのパー

トナーシップを構築します

定期協

議
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①事業の選択と集中を検証し、事務事業

体制に応じた体制・組織とします
検討 実施 検討 実施 検討

第４次地域福祉活動計画取組内容

①トータル人事管理システムを構築し

ます

・職員採用基準の設定 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

・キャリアパス（等級基準）の設計 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

・人事考課制度の構築と実施 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

・処遇システムとの連動 検討 検討 実施 ⇒ ⇒

②「職員採用・育成計画」を策定し、年

次的に取り組みます

・職員採用計画

求める人材像、年度ごと採用計画
検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

・人事交流

全社協、県社協、行政、民間組織
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

③研修制度を充実します 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／

地区担当制・チーム制の充実強化

１．５．２ 地区社会福祉協議会の充実強化

（１）地区社会福祉協議会への支援の強化

第３期地域福祉計画施策／

地区社会福祉協議会における支援体制強化に向け事務局体制の拡充

第３期地域福祉計画施策／

地区社会福祉協議会の体制について行政計画への位置付け

④組織の活性化と働きやすい環境づく

りに努めます
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

・提案制度 検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

・メンタルヘルス対策（ストレスチェッ

ク、産業医・衛生委員会の設置等）
検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

・職員調書 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

・職員の適正検査の実施 実施 実施 実施

・感染症対策 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地区担当者を配置し、コミュニティソ

ーシャルワーク実践を追求します
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②地区チームを組成し、種別横断的な支

援体制を構築します
検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

③地区担当制のたゆまぬ試行・実践と、

その検証を行います
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①事務局員や相談員を複数体制に整備

し活動を拡充します
検討 ⇒ ⇒ 実施 ⇒

②相談員のスキルアップを図るために

研修会を開催します
年 回 年 回 ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地区社協で取組んでいる地域課題に

応じた事業や活動の効果を図ります
検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

②地区社協の体制について（財源、場所）

等）行政との協議を行います
検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／

地区社会福祉協議会の拠点整備と行政からの支援の実施と充実

（１）地区社会福祉協議会の組織の強化

第３期地域福祉計画施策／

組織強化に向け開設日数の増設による相談の充実

第３期地域福祉計画施策／

活動支援のための社会福祉協議会の地区担当制による事業の拡充

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地区社会福祉協議会事務局開設日数

を増設し、住民が相談しやすい環境

をつくります

回

／週
⇒ ⇒

回／

週
⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①住民が主体となり活動ができるよう

支援します
継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②各地区事業について住民が理解し参

加できるよう広報活動を行います
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第３期地域福祉計画施策／

１５地区社会福祉協議会における福祉座談会の開催による「我が事・丸ごと」の意識醸成

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地区社協事務局相談室について行政

との定例会を行います

定期

開催
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②地域住民が利用しやすく地区公民館

に限らない拠点の検討を行います
検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①１５地区社会福祉協議会における福

祉座談会を実施し、地域課題の解決に

向けた話合いを行います

館 館 館 館 館

②地域住民に対する福祉教育の学習会

を行います 地区
⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／

１５地区社会福祉協議会による広報・周知活動の強化

第４次地域福祉活動計画取組内容

①相談窓口（事務局開設）周知のため

の広報（チラシ・ＨＰ）を充実させ

ます

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②地区社協の活動を周知し、参加者を

増やすために地区社協広報紙を作成

します

継続 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第３期地域福祉計画施策／

地域における、企業、各種団体を含めた組織の強化

２．１．地域福祉の応援団の確保

住民が住み慣れた地域で安心して生活を送るため、地域に関心を持つ地域づくりの

人材を育成します。地域生活課題に気づき、その解決に向けて地域福祉活動に取り組

める、環境の整備を図ります。

＜現状と課題＞

◇地域づくりを一部の特定の人に任せるのではなく、住民等が地域生活課題米を自ら

の課題として主体的に捉え、解決を試みることができることが求められます。その

ために、住民や自治公民館等の地縁組織を始め、ＮＰＯ法人、農商工等の組織を通

じて、地域づくりに必要な働き掛けやそれに携わる人への支援が必要です。

◇地域福祉の担い手として、若年層の意識付けを図るとともに、福祉以外の分野の団

体、企業との協働を進めていく必要があります。

◇社会福祉協議会のボランティアセンターの取組を発展させ、ボランティア活動を通

じた地域づくりのためのプラットフォーム化が求められています。

＜この施策の柱における取組指標（第３期都城市地域福祉計画）＞

◇「地域福祉の応援団の確保」における取組指標

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地域の企業や各種団体に対して地区

社協の紹介やＰＲ活動を行います 地区
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②地区社協の組織団体との連携協働を

図るため研修会や意見交換会を開催

します

検討

協議 地区 地区 地区 地区
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①地域で活動するボランティア人材の養成講座の開催

基準値（ 年度） 目標（ 年度） 目標（ 年度）

３回 ６回 ８回

２．１．１ 地域福祉を推進する人材の発掘と育成

（１）地域福祉を推進する若年層の人材の育成

第３期地域福祉計画施策／

学校や地域におけるボランティア活動の推進

（２）住民による福祉及び地域活動の推進

第３期地域福祉計画施策／

地区社会福祉協議会による多様な人材の育成（生活援助員・生活支援員・市民後見人・有

償ボランティア等）

（３）民生委員・児童委員の確保と活動の充実

第３期地域福祉計画施策／

民生委員・児童委員の確保及び活動支援と連携体制の拡充、地域の身近な相談窓口として

の資質向上と各種研修の実施

第４次地域福祉活動計画取組内容

①中学校ボランティアセンターを

設置します
検討 ⇒ ⇒

実施

校
校

②高校・大学・専門学校と協働し

たボランティア活動を推進しま

す

推進 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①出前型の事業説明の機会を創出

します
検討 ⇒ 実施 ⇒ ⇒

②通年型の育成研修を企画・実施

します
調査 企画

モデル

校指定
⇒ 検証

第４次地域福祉活動計画取組内容

①民生委員・児童委員候補者の選

任方法の多様化を進めます
検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②複数委員によるチーム活動、班

活動の積極的導入に努めます
検討 ⇒

モデル

地区

指定

⇒ 普及
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２．１．２ 寄附文化の醸成による地域福祉活動の推進

（１）地域福祉のために共同募金やファンドレイジング、すこやか福祉基金等の活用

第３期地域福祉計画施策／

赤い羽根共同募金運動の拡充やファンドレイザー育成による財源確保への取組支援の実施

（２）寄附活動や社会貢献活動による地域福祉への関心の喚起

第３期地域福祉計画施策／

個人や企業の社会貢献活動の推進に向け研修等の実施

 

第３期地域福祉計画施策／

赤い羽根共同募金運動について、多様な募金活動や地域生活課題に対応する助成の実施

 
 
 
 
 
 
 
 

③県、市、単位民児協における各

種研修を計画的に推進します
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①効果的な募金手法や資金調達を実践

できる人材の育成をします

研修

受講
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①寄附金（募金）による地域課題解決の

仕組みを広く周知します。また、寄附

金（募金）による地域福祉活動の成果、

使途について地域住民や企業に広く

公表していきます

広報紙

年２回
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②企業の社会貢献活動について広く啓

発し、関心や機運を高めていきます

広報紙

毎月
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①時代に即した利便性のある募金方法

を開発し、普及させます

研修

受講
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②助成基準が募金者の意志を反映でき

ているか評価し、必要な見直しをして

いきます

評価

見直し
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

③赤い羽根データベースはねっとの利

用促進をし、助成団体や活動の見える

化をしていきます

広報紙

ＨＰ
⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／

遺贈の仕組みの確立による、寄附者の意思を反映した地域福祉活動への財源の有効活用

 

２．１．３ ボランティア・市民活動の活性化と拡充

（１）ボランティアの養成と活動支援

第３期地域福祉計画施策／

専門ボランティア人材育成講座、地域福祉リーダー養成講座、地域福祉サポーター養成講

座、食生活改善推進員養成講座等の研修の実施による担い手の養成と活動の推進

第３期地域福祉計画施策／ 
１５地区社会福祉協議会のボランティアセンター機能の充実

第４次地域福祉活動計画取組内容

①遺贈の受け入れ体制、活用、周知方法

を整えます

調査

研究
⇒ 開始 ⇒ 評価

②遺贈の取組を周知・啓発します
資料

作成
⇒

周知

啓発
⇒ 評価

③公私の関係者と広く共通理解をはか

ります（介護支援専門員、終末期医療

機関関係者、葬儀社、弁護士、司法書

士など）

意見交

換
⇒

周知

啓発
⇒ 評価

第４次地域福祉活動計画取組内容

①市民を対象にＶＯ養成講座を開催し、

多様な担い手の育成とＶＯ登録を行

います

検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

②ボランティアが活動出来る場の情報

収集を行い、ボランティア登録者への

活動へとつなげます

情報

収集
実施 ⇒ ⇒ ⇒

③ボランティア登録者、及び市内の多様

な団体へ「みやこんじょボランティア

ネットワーク」への加盟促進を行い横

の連携を強化します

新規

件

新規

件

新規

件

新規

件

新規

件

第４次地域福祉活動計画取組内容

①１５地区社協にボランティア相談窓

口を設置します
検討 地区 地区 地区 地区

①各地区社協でボランティア人材発掘、

及びボランティア登録のための学習

会を行います

１
地区 地区 地区 地区 地区
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第３期地域福祉計画施策／ 
住民による生活支援サービスや有償サービスの創出

第３期地域福祉計画施策／ 
ボランティアフェスティバルを始めとした様々な場面でのボランティアやＮＰＯ法人等の

活躍の場の創出

第３期地域福祉計画施策／ 
学習会や情報発信による企業やシルバー世代が取り組むボランティア活動の推進

②学校での福祉教育等に、各関係機関と

ともに地区社協が参加・協力します

１
地区 地区 地区 地区 地区

第４次地域福祉活動計画取組内容

①職員・地域関係者向けに、先進的な取

組に学ぶ研修会を実施します
年 回 年 回 年 回 年 回 年 回

②有償サービス創出に向けての住民向

け学習会を行います
地区 地区 地区

地区 地区

③地区の実情に応じた有償サービスを

住民と検討し出来ることから行いま

す

地区 地区 地区
地区 地区

第４次地域福祉活動計画取組内容

①ボランティアセンターのサテライト

化の検討も含め、これからのボランテ

ィア活動の場の創出に取り組みます

検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②各地区で行われる行事とボランティ

ア・ＮＰＯ法人を繋ぎ、活動の場を更

に創出します

検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

③ボランティアフェスティバルにて、ボ

ランティア・ＮＰＯ法人の活動を周

知・啓発します

実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①市内の企業のＣＳＲ・ＣＳＶ活動の情

報収集を行い、連携を図ります

情報

収集
実施 ⇒ ⇒ ⇒

②企業へのみやこんじょボランティア

ネットワーク加盟促進を行います
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／ 

各地区での防災・減災等の学習の支援及び災害時に動ける市民ボランティアの養成

２．２．地域でつながる機会の充実

住民同士のつながりが希薄化する中、地域で交流できる場が充実することで、住民

同士の安否確認や見守りにつながります。そのような地域でつながる場、機会の充実

を図ります。

＜現状と課題＞

◇地域生活課題を早期に発見し、適切な対応を行うために、課題を抱えた住民のみな

らず、誰もが気軽に立ち寄り交流を図ることができる場や、住民と福祉分野等の専

門職が話し合う場ともなる地域の拠点が求められています。

◇住民が「支える側」と「支えられる側」という画一的な関係性に陥ることがないよ

う社会参加を進め、それぞれの活動を通じて地域における活躍の場を確保する必要

があります。

◇核家族化により独居世帯が増加する中、公民館加入率も低下しており、地域のつな

がりが希薄化してきています。地域では、災害発生時等に備えて市や自主防災組織

及び事業所等と協働で避難支援対象者の情報把握に努め、地域全体で避難支援でき

る体制づくりに取り組むことが求められます。また、住民自らも日頃から地域にお

いて顔の見える関係づくりが必要です。

③シルバー世代（アクティブシニア）向

けの学習会や情報提供を行います
年 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①各地区座談会及び学校で、防災・減災

に関する学習会を行います
検討 年 回 ⇒ ⇒ ⇒

②災害ＶＣ設置運営訓練の実施に取り

組みます

年 回

開催
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

③都んじょボランティアネットワーク

内で防災・減災をテーマとした研修や

ワークショップを開催し、リーダーを

養成します

年 回

開催
⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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２．２．１ 地域交流を促進する「居場所づくり」の推進

（１）地域の拠点として誰もが集える居場所づくりの支援

第３期地域福祉計画施策／ 
地区社会福祉協議会の事務局の拠点づくり

 

第３期地域福祉計画施策／ 
各地区活動としての地区公民館、自治公民館、民家を活用した各種サロン活動の推進と活

動支援

第３期地域福祉計画施策／ 
誰もが安心して参加できるイベントやサロン活動の実施に向け取組検討

 
 
 
 
 
 

 
２．２．２ みんなで支え合う生活支援のための体制づくり

（１）地域活動の組織体制づくりの促進

第３期地域福祉計画施策／ 
各地域の地域福祉座談会等による地域生活課題の発見・共有と地域活動への展開

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地区公民館だけに限らない拠点（空き

家・空き店舗等）の検討も始めます
検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②地区公民館窓口に相談窓口として常設

できる体制づくりをします
検討 ⇒

モデル

指定
⇒ 検証

第４次地域福祉活動計画取組内容

①公民館未加入者や来館不可な方への支

援に取り組みます

実態

把握
協議 実践 実践 普及

②企業やＮＰＯ法人等の協力を得てサロ

ンの拠点となる場所を増やします

実態

把握
協議 か所 か所 か所

第４次地域福祉活動計画取組内容

①各自治公民館での活動を促進します
館 館 館 館 館 

②新しい形のサロンづくりをします
協議

モデル

指定
実践 検証 普及

③ボランティア人材育成のための研修を

開催します
年 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①中学校区単位での地域福祉座談会を実施

します 地区
⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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（２）住民の活躍の場の創出による地域活動の活性化の促進 

第３期地域福祉計画施策／ 
地域独自による友愛訪問や見守り活動の機会の確保による地域づくりの推進

第３期地域福祉計画施策／ 
地域での世代間交流や小・中学校との交流・伝承活動など地域づくりへの参加の促進

（３）企業等の地域貢献による活動の場の推進

第３期地域福祉計画施策／ 
みやざき地域見守り応援隊やみやこのじょう地域見守り応援隊、包括連携協定を締結した

民間事業者等との連携による孤独死防止に向けた連携体制拡充

②自治公民館単位での地域福祉座談会を実

施します
館 館 館 館 館 

第４次地域福祉活動計画取組内容

①寄り添い訪問を実施（地区社協、民児協、

自治公民館、地区担当との連携）します

各地区

年 回

各地区

年 回
⇒ ⇒ ⇒

②地域独自の見守り隊発足（継続的な見守

り）を推進していきます
館 館 館 館 館 

③見守り活動で上がってきた課題を吸い上

げ、解決に向けて取り組みます
協議

モデル

指定
検証 普及 ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地区社協を基盤に世代間交流の場を作り

ます 地区
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②学校運営協議会やコミュニティスクール

との連携を行います
協議

モデル

指定
実践 検証 普及

③地域福祉座談会や研修会に児童生徒の参

画できる場をつくります
協議

モデル

指定
実践 検証 普及

第４次地域福祉活動計画取組内容

①みやこのじょう地域見守り応援

隊への参画を積極的に事業所に

働きかけます

検討
個別事

業説明
団体 団体 団体 

②参画事業所の情報共有の場を設

置します

年 回

開催
⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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（４）住民が支えあう体制の整備

第３期地域福祉計画施策／ 
高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備のための生活支援コーディネーターによ

る地域生活課題の把握と支援体制に向けての活動の推進

 
 

第３期地域福祉計画施策／ 
住民有償ボランティアによる地域支援体制の推進

 

第３期地域福祉計画施策／ 
民生委員・児童委員による見守り活動や寄り添い訪問への支援

２．２．３ 地域防災の体制づくりにおける支援

（１）避難行動要支援者等の支援体制づくり

第３期地域福祉計画施策／ 
民生委員・児童委員や自治公民館、消防団、自主防災組織、社会福祉協議会、地域包括支

援センター、居宅介護支援事業者、障がい者相談支援事業所、障がい者・高齢者福祉サービ

ス提供事業所の協力による避難行動要支援者の避難支援体制整備の拡充に向け検討

第４次地域福祉活動計画取組内容

①各地区で第２層協議体を立ち上げます 地区 地区 地区
地

区

地

区

②生活支援コーディネーターの活動を可

視化し、活動を充実させます
実践 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①自治公民館巡りやアンケートにて、各自

治公民館単位の現状確認を行います
地区 地区 地区 

地区 
地

区 

②有償ボランティアの立ち上げに取り組

みます
協議

モデル

指定
検証 普及 ⇒

③ボランティアの養成に取り組みます 実践 実践 実践 実践 実践

第４次地域福祉活動計画取組内容

①課題解決に向けて、関係者（社協、包括

等）の話し合いの場をつくります
協議

モデル

指定
実践 検証 普及

第４次地域福祉活動計画取組内容

①関係団体との連絡会を設置します 検討 ⇒ 実施 ⇒ ⇒

②１５地区ごとに連絡協議会を設置

します
検討

モデル

地区
地区

地

区
地区
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（２）災害時に助け合える地域の関係づくりの推進

第３期地域福祉計画施策／ 
避難行動要支援者名簿を活用した住民の自発的な日頃からの支援体制づくりに向け「地域

見守りマップ（仮称）」作成による意識の醸成と体制づくりの推進

２．３．生活困窮者支援の充実

生活に困窮している世帯に対し、社会的孤立の防止や社会参加、自立に向けて支援

します。また、子どもの貧困対策の充実を図ります。

＜現状と課題＞

◇生活に困窮している人の状況は、高齢、障がい、病気、多重債務、社会的な孤立な

どの生活課題を複合的に抱えている場合が多く、そのことは、地域で生活している

外国籍の方も同様の場合も有り、深刻化する前の早期の段階で支援を行う必要があ

ります。

◇一般就労に対応できないなど、多様性を認め、個々のスタイルにあった支援が必要

となっています。その他、生活を立て直す自立支援プログラムや、地域での支援

◇ひとり親世帯が増加しており、生活に苦しいと感じている実態や、子どもの７人に

１人が貧困状態（相対的貧困）という状況が見られます。また、子どもの学習習慣

などから見える、家庭全体が抱える課題への気付きや更なる支援への取組が求めら

れています。

◇経済的に厳しい状況にある子どもが、将来の夢や希望を持っていきいきと成長する

ためには、ライフステージに応じて切れ目のない支援を行う子育て・教育・生活・

就労までの相談支援体制を構築していくことが必要です。

◇貧困の連鎖を断ち切るためには、家庭の生活状況に関わらず、すべての子どもが必

要な教育を受けられる学習支援や就学支援の充実を図ることが必要です。

＜

も不足しています。

この施策の柱における取組指標（第３期都城市地域福祉計画）＞

◇「生活困窮者の支援のためのフードバンク収集」における取組指標

①生活困窮者の支援のためのフードバンク取集量

基準値（ 年度） 目標（ 年度） 目標（ 年度）

３７３㎏ ４００㎏ ４５０㎏

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

A91ihre8b_okusup_4tg.pdf   1   2021/07/27   13:18:15

第４次地域福祉活動計画取組内容

①１５地区ごとに関係機関でマップ

作成に取り組みます
検討 地区 地区 地区 地区
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②子どもの学習支援等の実施

基準値（ 年度） 目標（ 年度） 目標（ 年度）

１２か所 １５か所 １６か所

２．３．１ 生活困窮者の孤立の予防と支援の充実

（１）生活困窮者が自立するための支援

第３期地域福祉計画施策／ 
生活自立相談センターの生活困窮者の自立した生活に向け相談支援や支援プラン作成への

体制強化

 
 
第３期地域福祉計画施策／ 

生活自立相談センターによる就労準備支援事業や家計改善支援事業実施による体制強化の

検討

 
第３期地域福祉計画施策／ 

地域の関係者で解決を検討する地域生活支援会議の開催や生活困窮者自立支援事業による

支援体制の構築

第３期地域福祉計画施策／ 
住民と社会福祉法人等が一体となった地域貢献連絡協議会の設置と生活困窮者支援や社

会貢献の在り方の協議の場づくり

第４次地域福祉活動計画取組内容

①生活自立相談センター運営委員会を

設置し自立支援機関の機能に関する

評価や地域づくりに係る意見を募る

ことができる体制を構築します

年 回 年 回 年 回 年 回 年 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①就労準備支援事業の実施に向けた協

議の場を設置します
協議 ⇒ 実施 ⇒ 評価

②家計改善支援事業に取り組みます 協議 実施 ⇒ ⇒ 評価

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地区社協において事例を共有・協議す

る場づくりに取り組みます
検討

地区
⇒ ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／ 

地域におけるフードバンクの取組推進

第３期地域福祉計画施策／ 
地域生活課題のテーマに沿った就労への準備支援である「みやこんジョブセミナー」の開

催継続と受講者の拡充

 
 
 
 
第３期地域福祉計画施策／ 

多機関協働包括的支援体制構築事業による各専門機関と連携の仕組みの強化と民間サービ

スの活用等を含めた支援の充実

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地区内関係団体（施設等・学校等を含

む）の意見交換会の実施に取り組みま

す

年 回

地区

年 回

地区

年 回

地区

年 回

地区

年 回

地区

②地域貢献のあり方に関する学習会の

実施に取り組みます
検討 年 回 ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①各地区社協の相談窓口を機能強化し

ます
調査

モデル

地区
⇒ ⇒ ⇒

②ボランティアフェスティバル等でフ

ードバンクへの理解と広報活動に取

り組みます

実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①ジョブセミナープログラムの検討と

開発に取り組みます
検討

評価

見直し
実施

評価

見直し
実施

②総合支援資金（特例貸付）を利用され

た方への就労支援として実施します
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

③社会福祉法人やＮＰＯ法人、市内企業

とのコラボによるセミナーの開催し

ます

回 ⇒ 回 ⇒ 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①民間が実施するサービスのリサーチ

と連携に向けた協議に取り組みます
調査 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回
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第３期地域福祉計画施策／ 
庁内連絡会と生活自立相談センターとの連携体制整備

２．３．２ 子どもの貧困対策、学習支援、生活支援の推進

（１）地域における子どもの生活・学習の支援

第３期地域福祉計画施策／ 
子育て支援に関する地域活動の実施を支援する子どもスマイル助成金やこども基金活用事

業補助金の活用を推進

 
 
 
第３期地域福祉計画施策／ 

学習支援の場づくり、学習支援サポーターの養成など、子どもの学習習慣や食育を含む生

活習慣を育む取組の推進

子どもカフェ、子ども食堂など子どもを中心とした居場所の整備

②相談支援包括化推進会議の充実を図

ります
年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①庁内連絡会を定期的に開催します 年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

②生活自立相談センター運営委員会の

設置に取り組みます
年 回 ⇒ 年 回 ⇒ 年 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①広報等で各種支援金の情報発信に取

り組みます
年１回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①民生委員・児童委員等に向けて学習支

援に関する説明会を実施します

年１回

実施
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②学習支援サポーター養成講座を実施

します
毎月 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

③地域における学習支援活動の拠点づ

くりを推進します
１５か所 ⇒ ⇒ １ か所 ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①子どもカフェ、子ども食堂に関わ

るボランティア育成のための研修

会を実施します

検討
３地区で

実施
⇒ ⇒

全地区で

実施
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（２）子どもの就学等の支援

第３期地域福祉計画施策／

就学困難な児童・生徒の保護者への学用品費等必要な援助支援の実施

３．１．社会参加の機会の確保・創出  

誰もが、就労を含む役割の持てる場を確保し、移動手段の利便性向上を図ることに

より、社会を構成する一員として支えられる側から支える側へと互いに支え合うこと

ができ、社会参加のできる機会を創出します。

＜現状と課題＞

◇障がい者が就労を通して社会参加することは、報酬だけでなく達成感や生きがいを

実感する上で重要ですが、法定雇用率が達成されていないことや就労する業種に偏

りがあることなどの問題があります。

◇高齢者の就業率は近年６０歳代前半を中心に高まっていますが、一方で収入の低下、

雇用期間が短いなどの状況がみられます。

◇地域での公共交通網の縮小による路線バスの減少や、高齢者の免許返納後の移動手

段の確保などが社会参加の機会の減少の要因となっています。

３．１．１ 多様な就労支援の充実

（１）障がい者等の就労支援の推進

第３期地域福祉計画施策／

就労支援、ハローワーク、障がい者就業・生活支援センター、計画相談支援事業所※と連

携した本人の希望・適性に合った就労に向け支援

②子どもカフェ、子ども食堂の拠点

づくりを推進します
８か所 ⇒ １０か所 ⇒ １ ２ か 所

第４次地域福祉活動計画取組内容

①民生委員・児童委員、各機関との連携

を図り、地域での相談支援を行います
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①本人、家族、企業、関係機関等に向け

た啓発のための研修を障害者自立支

援協議会（就労支援部会等）と連携し

ながら開催します

検討 回 ⇒ ⇒ 回
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第３期地域福祉計画施策／

農福連携を含めた中間的就労の場の創出と就労の定着に向けた支援

 
 
 
 
 
 
 
３．１．２ 生活を支えるさまざまな移動の支援の確保

（１）住民の安定した移動支援の体制確保の推進

第３期地域福祉計画施策／

外出支援に社会福祉法人による地域貢献事業の拡充に向けて支援

 

（２）子どもの送迎支援の体制確保の拡充

第３期地域福祉計画施策／

ファミリー・サポート・センター事業における子ども送迎等ボランティアとしての援助

会員の拡充

②関係機関との連絡会議等に参加し、体

制構築に努めます
回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①中間的就労機関としての登録推進に

取り組みます（社会福祉法人や 法

人への働きかけ）

協議 箇所 箇所 ⇒ 箇所

②商工団体との情報交換に取り組みま

す
年 回 ⇒ ⇒ 年 回 ⇒

③農業や販売の体験を提供するために

農業団体と連携します
連携 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①施設等連絡会研修時に先駆的に移動

支援に取り組む法人等の事例発表会

を実施します

検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

②地区社協ごとに地域と施設等との意

見交換の場を整備及び実施します
検討

地区
⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地域における子育て支援への理解を

深めるため、地区社協等へ広報活動に

取り組みます

実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②男性援助会員（サポじい）増員に向け

た養成講座の実施します
検討 年 回 ⇒ ⇒ ⇒
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３．２．社会福祉法人の地域における取組の推進

福祉ニーズに対して地域の中心的な担い手となる社会福祉法人の様々な取組を推

進し、地域づくりを支援します。

＜現状と課題＞

◇社会福祉法人は、その公益性、非営利性に基づき、住民と共に地域生活課題を解

決する取組、すなわち、地域貢献事業に取り組むことが求められています。そのた

めに法人が有する施設や設備等を活用する他、専門職員のノウハウを活かしてニー

ズを把握し活動を展開するだけでなく、その活動を発信することなども求められて

います。

◇社会福祉法人が地域における多様な課題に対応していくためには、社会福祉協議会

や行政との連携が重要です。社会福祉協議会は、包括的支援体制確立に取り組む上

で、社会福祉施設等連絡会の活動やみやざき安心セーフティネット事業などに取り

組む法人の拡充が必要です。

３．２．１ 社会福祉法人の公益的な取組の推進

（１）社会福祉法人による地域貢献活動の推進

第３期地域福祉計画施策／

１５地区における各地区にある社会福祉法人等とのネットワーク体制の構築に向け推進

 
第３期地域福祉計画施策／

都城市社会福祉施設等連絡会において地域貢献の取組の研修等の実施による貢献活動の推

進

③ファミサポ事業の安全性を高めるた

め、援助会員のリスクマネジメントに

関 するフォローアップ研修の実施

に取り組みます

年 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①全地区で社会福祉法人と地区社協の

意見交換会を実施します
年 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①新しく地域貢献の取組の研修に特化

した地域貢献部会（仮）を設立します

検討・

協議
実施 ⇒ ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／

地域貢献連絡協議会の創設及び地域生活課題に沿った社会貢献活動の協議と取組の推進

 
第３期地域福祉計画施策／

安心セーフティーネット事業の取組による各法人の地域貢献活動推進に向けての支援

 
 
 

３．３．子どもがいきいきと成長できる環境  

全ての子どもがその子を取り巻く環境に左右されることなく、将来の夢や希望を持

っていきいきと成長するために、家庭や学校が、地域と共に、子どもやその子どもの

家庭を応援・支援できる切れ目のない環境を整備します。

＜現状と課題＞

◇学校では福祉教育が行われていますが、発達段階に応じたプログラムが提供されて

いないことや福祉に関する教育が教育課程に明確には示されていないなどの指摘

がなされています。

◇学校では、地域の人材が活用されるなど、開かれた学校づくりが進められています。

今後は、さらに学校と地域との連携を深め、教育委員会との連携も必要になります。

◇地域生活課題を持つ世帯の児童生徒への支援は、学校のみならず、地域の支援、社

②全体研修会の中で地域貢献の取組に

関する研修を行います
実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①各地区で地域貢献協議会を発足します

モデル

地区の

指定

試行 検証 普及 ⇒

②都城市地域貢献連絡協議会（仮称）を

創設します
検討 ⇒ ⇒ 実施 ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①安心セーフティーネット事業の各法

人の取組の を行い、登録を呼びか

けます

検討・

協議
実施 ⇒ ⇒ ⇒

②安心セーフティーネット事業の登録

法人の増加に取り組みます

３１

法人
⇒ ⇒

３４

法人
⇒
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会福祉協議会による個別支援等が行われつつあります。児童生徒に係る関係者のよ

り一層の連携により、児童生徒がいきいきと成長できる環境整備が必要です。

＜この施策の柱における取組指標（第３期都城市地域福祉計画）＞

◇「子どもがいきいきと成長できる環境」における取組指標

①学校と連携・協働で福祉教育を実践した回数

基準値（ 年度） 目標（ 年度） 目標（ 年度）

７４回 ９０回 １００回

３．３．１ 学校や地域と連携した福祉教育の推進

（１）福祉教育の普及・促進

第３期地域福祉計画施策／ 
各学校の福祉教育において高い人権意識・福祉意識の醸成と社会貢献できる人材の育成に

向けた福祉教育の推進

 
 
 
第３期地域福祉計画施策／

福祉教育推進に向け社会福祉協議会の福祉教育推進事業や都城市社会福祉普及推進校連絡

会を活用した学校と地域の連携した活動の推進

 
 
 
第３期地域福祉計画施策／

体験型の出前講座の実施による活動の充実

第４次地域福祉活動計画取組内容

①福祉教育における各分野の講師や協

力者の開拓、及び人材育成を行います

人材登
録 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①加盟校と地域関係者が一堂に会する

研修会・交流会を定期開催し、共に学

び、考える機会を創出します

年 回 年 回 年 回 年 回 年 回

②福祉教育ガイドブックのプログラム

を、各学校で実践し検証を行います
校

新規
校

新規

校

新規

校

新規

校

③各学校での取組みを、地域関係者に発

信します
年 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①各地区の行事や伝統等を学ぶための

体験プログラムを検討・提案します
検討

提案・

実施
⇒ ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／

地域福祉座談会を活用した地域における福祉教育の推進

（２）コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）と連携した福祉教育の推進

第３期地域福祉計画施策／

小・中学校に設置する学校運営協議会において地域とともにある学校づくりを目指し、学

校に関する課題を、家庭・地域と連携して解決に向けた取組を推進

 
 
 
 
 
第３期地域福祉計画施策／

学校運営協議会への参画や地区社会福祉協議会との連携により体験学習やボランティア活

動などの福祉教育の充実

３．３．２ 子どもと家庭への支援

（１）子どもの成長・発達に応じた支援の充実

第３期地域福祉計画施策／

子育て中の両親の交流の場や子どもの居場所としての子育てサロンの推進

②学校への出前講座の講師や協力者と

して、地域住民を積極的に巻き込みま

す

人材

登録

名

人材

登録

名

人材

登録

名

人材

登録

名

人材

登録

名

第４次地域福祉活動計画取組内容

① 地区で、各地区の課題をテーマとし

た座談会を開催します
年 回 年 回 年 回 年 回 年 回

②学校での福祉教育プログラムを地域

版として編集し、各地区で実施します
検討 地区 地区 地区 地区

第４次地域福祉活動計画取組内容

①学校運営協議会で挙がった課題や取

組を共有します
校 校 校 校 校 

②課題に応じた福祉教育プログラムを

検討し、実施します
校 校 校 校 校 

第４次地域福祉活動計画取組内容

①学校運営協議会のメンバーとして、各

地区社協の参画を働きかけます
校 校 校 校 校 

②地区社協と地区担当者が連携し、学校

の実情に応じた福祉教育を実施しま

す

校 校 校 校 校 
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第３期地域福祉計画施策／

民生委員・児童委員による見守り支援活動の充実

（２）スクールソーシャルワーカーと連携した支援体制の強化

第３期地域福祉計画施策／

スクールソーシャルワーカーと社会福祉協議会が連携した、家庭への支援体制の強化

３．４．「その人らしく」生きるための支援

住民が住み慣れた地域で安心してその人らしく生きるために、権利擁護と終活支援

の取り組みを推進します。

＜現状と課題＞

◇障がい者の高齢化やその親の高齢化、認知症高齢者の増加などにより金銭管理がで

きなくなったり、悪質商法に騙されたり、また、障がいのある子どもの今後に向け

権利擁護の支援が必要な状況が多く見られます。

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地域等で実施している子育てサロン

について、ホームページ等を活用して

情報提供を行ないます

実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②子育てサロン等を実施している団体

に対して、助言等を行います

実施

全地区
⇒ ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①見守りの実践集（都城市版）を作成し

ます

協議

検討
⇒

発行・

配布
⇒ 第２版

②学校や関係機関等と連携し、見守り支

援が必要な世帯等に対して、民生委

員・児童委員へ情報共有し、訪問のフ

ォロー、助言を行います

協議

検討
⇒ 実施 ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①スクールソーシャルワーカーと社協

ワーカーとが情報共有する場を定期

的に設定します

年 回 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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◇成年後見制度において担い手不足（第三者後見人、市民後見人）が顕著化してお

り、また、制度が認知されていない状況もあり、制度の周知や普及、利用促進が必

要です。

◇ひとり暮らしの高齢者世帯の増加に伴い、空き家問題や空地等の遺産が問題となっ

てきています。

◇地域医療では、在宅での終末ケアの取組において在宅ケアに対応できる病院の確保

が難しいのが現状です。

◇生き方の多様性については、性的少数者（ ）や性的指向・性自認（ ）に配

慮した取組が必要です。職場や地域、学校などさまざまな場面で、当事者がその人

らしく自然に生活できる環境や雰囲気づくりが求められています。

３．４．１ 権利擁護の充実と推進

（１）成年後見支援事業の活用の推進

第３期地域福祉計画施策／

成年後見制度利用促進の取組における判断能力の不十分な方々（認知症、知的障がい等の

方）への支援に向け権利擁護センターの機能強化

 
 
 
 
第３期地域福祉計画施策／

市民後見人の養成等の権利擁護を推進する体制に向け人や財源確保による充実強化の検討

 
 
 
 
 
 

第４次地域福祉活動計画取組内容

①成年後見制度の普及推進、理解が広が

るＰＲ活動を行います
実施 ⇒ ⇒ ⇒ 評価

②日常生活自立支援事業と連携して後

見制度の利用促進を目指します
協議 実施 ⇒ ⇒ 評価

③情報を共有し適切かつ円滑な利用者

支援のシステムを導入します
検討 協議 実施 ⇒ 評価

第４次地域福祉活動計画取組内容

①行政と連携し権利擁護センターの運

営が充実できるように取り組みます
協議 ⇒ ⇒ ⇒ 評価

②成年後見ネットワーク会議に参加し

制度の普及や推進に努めます
実施 ⇒ ⇒ ⇒ 評価

③市民後見人等の周知活動や人材を養

成する支援体制づくりを目指します
検討 協議 実施 ⇒ 評価
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（２）日常生活自立支援事業の活用の推進

第３期地域福祉計画施策／

日常生活自立支援事業の体制強化に向けて支援員確保及び専門員拡充の検討

３．４．２ エンディングに関わる様々な支援

（１）高齢者等の終活の取組支援

第３期地域福祉計画施策／

民間のアドバイザー等を活用したエンディングのあり方へのサポートに向けコーディネー

トの実施

第４次地域福祉活動計画取組内容

①生活支援員の確保のためのＰＲ活動

を積極的に取り組みます
実施 ⇒ ⇒ ⇒ 評価

②専門員の役割を明確にし、利用者本位

の支援を行います
実施 ⇒ ⇒ ⇒ 評価

③安定的な事業運営が図れるよう、行政

との連携強化を目指します。
協議 実施 ⇒ ⇒ 評価

④社協職員が権利擁護の視点で支援が

できるようスキルアップを図ります
協議 実施 ⇒ ⇒ 評価

第４次地域福祉活動計画取組内容

①終末期や終活に携わった経験のある

民間団体、ＮＰＯ、専門職団体との意

見交換を実施します

実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

②地区社協の窓口で、エンディングや終

活に関わる様々な情報を提供できる

体制を構築します

調査

学習
⇒ ⇒ 開始 ⇒

③終活アドバイザー（仮称）を養成に取

り組みます
企画 ⇒ ⇒ 養成 ⇒

④終活ライフケアプランナーによる市

民啓発のための講演会を実施します
検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⑤身寄りのない方々へ、財産・医療・身

辺整理・葬儀などの具体的な助言がで

きる相談会を実施します

検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

⑥子供の世代がエンディングを迎える

親にできることを考える機会の創出

として、若い世代向けのシンポジウム

を実施します

検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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第３期地域福祉計画施策／

みらいあんしん支援事業の推進の検討

第３期地域福祉計画施策／

遺贈の取組と活用に向けた検討

 
 
 
 
 

３．５．多様な地域生活課題への対応

誰もが住み慣れた地域で安心して住み続けるために、生活に困難な状況や課題を抱

えている一人ひとりに対し、あらゆる関係機関や行政、住民が連携し、支援につなげ

ていく体制をつくります。

＜現状と課題＞

◇地域では、罪をつぐなった人の入居への差別など、悪意ある噂や住民などからの拒

否的な感情により、社会復帰を目指す人が厳しい状況にあります。また、その差別

的な扱いは、本人のみならず、その家族や親族にも同様に向けられることもありま

す。誰もが安心した生活を送るためには、住民の受け入れがたい思いも受け止めつ

つ、専門職が当事者の思いや現状を受け止め代弁役となり、住民と交流する機会を

⑦支援者（介護支援専門員、終末期医療

関係者）向けの普及啓発を推進します
検討 講座等 ⇒ ⇒ ⇒

第４次地域福祉活動計画取組内容

①高齢、独居の方向けへのパンフレット

を見直し、作成します
検討 ⇒ 作成 ⇒ 評価

②サービス内容の見直し、対象者の拡充

を検討します
検討 ⇒ 作成 ⇒ 評価

第４次地域福祉活動計画取組内容

①遺贈の受入体制、活用、周知方法の整

備に取り組みます

調査

研究
⇒ 開始 ⇒ 評価

②遺贈の取組を周知・啓発します
資料

作成
⇒

周知

啓発
⇒ 評価

③公私の関係者と広く共通理解を図り

ます（介護支援専門員、終末期医療機

関関係者、葬儀社、弁護士、司法書士

など）

意見

交換
⇒

周知

啓発
⇒ 評価

- 59 -



 

適切なタイミングで設定する等の働き掛けが必要です。

◇本市の自殺死亡率は、全国及び県の数値より高く、男女ともに高齢層が多い傾向に

あります。原因・動機については、健康問題、家庭問題、経済・生活問題の順で、

様々な問題を相談しやすい体制づくりと、サインに早く気付く地域の見守りが必要

です。

◇人が生活する上で、衣食住は基本ですが、離職したことにより住居が確保できない

障がい者や高齢者などへの支援も必要です。

◇判断能力が不十分な状態で、社会的に弱い立場の方が、日常生活において不利益を

被る事がなく安心した生活を送ることができるような地域づくりをすること必要

です。

３．５．１ 再犯防止対策の推進と関係機関との連携

（１）社会復帰へのサポート体制づくりを検討します

第３期地域福祉計画施策／

地域生活定着支援センターとの情報共有の機会の創出

 
 
 
第３期地域福祉計画施策／

司法に携わる関係機関や矯正施設の社会復帰を調整する福祉の専門職との連携による、出

所前からの住まいと就労支援に向け継続的支援の検討

 
 
 
 
第３期地域福祉計画施策／

生活自立相談センターの生活困窮者支援による個人に適応した役割の創出（就労やボラ

ンティア活動）や福祉サービスの利用支援

第４次地域福祉活動計画取組内容

①地域生活定着支援センターや矯正施

設の専門職との連携を強化するため

定期的な情報交換の場を設けます

検討 1 回 ⇒ ⇒ 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①矯正施設の福祉専門職や保護観察官

との連携強化を図ります
検討 実施 継続 ⇒ 評価

②弁護士や保護司との意見交換の場づ

くりに取り組みます
検討 回 ⇒ ⇒ 回

第４次地域福祉活動計画取組内容

①ボランティアセンターと連携し生活

困窮者支援のための体験プログラム

を開発します

検討 ⇒ 回 ⇒ 回
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３．５．２ 自殺対策の推進

（１）自殺対策の一体的な支援を推進します

第３期地域福祉計画施策／

自殺対策に向けた子どもや地域住民の居場所としての家族の会やサロン活動等の取組へ

関係団体と協働による推進と拡充

３．５．３ 居住確保困難者への支援

（１）住まいの確保に課題を抱える人の居住や日常生活を支援します

第３期地域福祉計画施策／

生活自立相談センターによる就労支援と連動した住居確保給付金の支給

 
 
 
３．５．４ 虐待防止の取組と支援施策の充実

（１）子ども、障がい、高齢者の虐待対策を推進します

第３期地域福祉計画施策／

障がい者虐待防止センターにおける障がい者虐待への包括的支援体制の推進

 
 
 
 
 
 

第４次地域福祉活動計画取組内容

①オレンジカフェの機能の多様化を目

指します（こどもから高齢者まで参加

可能なオレンジカフェの推進）

検討 実施 ⇒ ⇒ 評価

②地区社協でゲートキーパー養成講座

を開催します
地区 地区 地区 地区 地区

第４次地域福祉活動計画取組内容

①ハローワークの福祉就労支援コーナー

との連携強化・推進に取り組みます
5 回 ⇒ ⇒ ⇒ 10 回

②不動産会社と連携した住居を失わな

いための支援に取り組みます
随時 ⇒ ⇒ ⇒ 評価

第４次地域福祉活動計画取組内容

①障害者虐待防止に係る内部研修の実

施に取り組みます
回 ⇒ ⇒ ⇒ 評価

②障がい者虐待防止に係る啓発活動の

実施に取り組みます
回 ⇒ ⇒ ⇒ 評価

③障がい者虐待防止に係る主催研修の

開催に取り組みます

回

以上
⇒ ⇒ ⇒ 評価
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第３期地域福祉計画施策／

民生委員・児童委員や主任児童委員の地域における見守り支援活動の充実

第４次地域福祉活動計画取組内容

①虐待防止の研修会や意見交換会を開

催します
検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

②相談窓口や連携体制の仕組みをつく

ります
協議 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒
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15地区地域福祉
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１５地区地域福祉活動計画 地区別スローガン

姫 城／地域の宝に磨きをかけて！みんなでつくるひめぎの輪

妻ケ丘／やってみよう！育てよう！集いつながるつまがおか

小松原／笑顔であいさつ 夢づくり サンシャイン小松原

祝 吉／みんなちがってみんないい 夢・希望あふれるあやめのまち祝吉

五十市／○あんしんで ○ゆめひろがる ○みんなのふくし

横 市／横一線ですすめる 顔の見える地域づくり

沖 水／相手の気持ちを一番に 協力し 笑顔ひろがる沖水地区

志和池／笑顔あふれる（広がる）志和池の「輪」「和」「話」

庄 内／心もまちもあたたかい ずーと住みたいまち庄内

西 岳／○わいわい ○たのしく ○げんきよく 西岳

中 郷／○サさえ合う心で ○シあわせの絆を育む なかんごうひろ○バ

山之口／すべての住民がいつまでも住み慣れた地域で豊かに生きがいを持って生活するために

すべての住民が いつまでも住み慣れた地域で豊かに生きがいを持って生活するために高 城／ふるさとを愛し 誇りを持ち 新しい時代を拓く高城人を育む

山 田／安らぎとふれあいのなかで ともに支えあい だれもが役割を担える福祉のまちづくり

高 崎／星も町もキラキラ“ありがとう”があふれる安心・安全のまちづくり

 

６．１５地区地域福祉活動計画

地区計画は、平成１５年５月に策定された行政計画である「都城市地域福祉計画」

の一部として、平成１４年８月１９日から平成１５年３月１日にかけて策定されまし

た。これは、行政計画に定められた施策をより具体的に地域で展開できるよう１１地

区（合併前）の特色を活かした内容で、次のように策定されました。

【図８ 地区計画の策定パターン】

１回目 ・開会セレモニー（委嘱状交付、策定委員長選出）、趣旨説明、地域福祉の理解

・ワークショップによるカードワーク

２回目 ・ＫＪ法を活用した「まっさきに取り組まなければならない地域の課題」のまとめ

・模造紙に分類して記入する作業

・３グループごとにまとまった模造紙（ポスター）の発表

３回目 ・模造紙から共通項目を拾い出し計画の大綱として再分類

・大綱ごとに「すぐにできること」「将来できること」を協議

４回目 ・実施計画となる「計画策定シート」により、第１～３段階ともっと先の夢を協議

・最終段階のイメージ、計画書素案の説明

５回目 ・地区基本計画の策定（市計画書に掲載分）、実施計画部分の最終チェック

・計画書作成までの役割分担の確認

その後、一市四町合併により、旧町の地区計画も平成１９年度から策定され、さら

に、平成２５年度から順次「第２次地区計画」の見直しが行われました。

【図９ 地区計画の策定状況】

№ 地 区 策定年度 改訂 改訂

姫 城「ふれあいよかとこ姫城地区計画」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２

妻ヶ丘「つまがおか福祉計画書」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
小松原「夢」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
祝 吉「あやめ福祉計画」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
五十市「夢タウン五十市」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
横 市「さくらランドよこいち」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
沖 水「みんなで進めるしあわせプラン沖水」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
志和池「ふれあい志和池の福祉」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
庄 内「ほのぼの庄愛福祉計画」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
西 岳「元気いっぱいほんわか西だけ」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
中 郷「いきいき中郷福祉プラン」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
山之口「山之口あじさいプラン」 Ｈ１９ Ｈ２５ Ｒ２ 
高 城「高城地区地域福祉計画書」 Ｈ１９ Ｈ２５ Ｒ２ 
山 田「山田町地域福祉計画」 Ｈ１５ Ｈ２５ Ｒ２ 
高 崎「キラキラ星プランたかざき」 Ｈ１９ Ｈ２５ Ｒ２ 
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１５地区地域福祉活動計画 地区別スローガン

姫 城／地域の宝に磨きをかけて！みんなでつくるひめぎの輪

妻ケ丘／やってみよう！育てよう！集いつながるつまがおか

小松原／笑顔であいさつ 夢づくり サンシャイン小松原

祝 吉／みんなちがってみんないい 夢・希望あふれるあやめのまち祝吉

五十市／○あんしんで ○ゆめひろがる ○みんなのふくし

横 市／横一線ですすめる 顔の見える地域づくり

沖 水／相手の気持ちを一番に 協力し 笑顔ひろがる沖水地区

志和池／笑顔あふれる（広がる）志和池の「輪」「和」「話」

庄 内／心もまちもあたたかい ずーと住みたいまち庄内

西 岳／○わいわい ○たのしく ○げんきよく 西岳

中 郷／○サさえ合う心で ○シあわせの絆を育む なかんごうひろ○バ

山之口／すべての住民がいつまでも住み慣れた地域で豊かに生きがいを持って生活するために

すべての住民が いつまでも住み慣れた地域で豊かに生きがいを持って生活するために高 城／ふるさとを愛し 誇りを持ち 新しい時代を拓く高城人を育む

山 田／安らぎとふれあいのなかで ともに支えあい だれもが役割を担える福祉のまちづくり

高 崎／星も町もキラキラ“ありがとう”があふれる安心・安全のまちづくり

 

６．１５地区地域福祉活動計画

地区計画は、平成１５年５月に策定された行政計画である「都城市地域福祉計画」

の一部として、平成１４年８月１９日から平成１５年３月１日にかけて策定されまし

た。これは、行政計画に定められた施策をより具体的に地域で展開できるよう１１地

区（合併前）の特色を活かした内容で、次のように策定されました。

【図８ 地区計画の策定パターン】

１回目 ・開会セレモニー（委嘱状交付、策定委員長選出）、趣旨説明、地域福祉の理解

・ワークショップによるカードワーク

２回目 ・ＫＪ法を活用した「まっさきに取り組まなければならない地域の課題」のまとめ

・模造紙に分類して記入する作業

・３グループごとにまとまった模造紙（ポスター）の発表

３回目 ・模造紙から共通項目を拾い出し計画の大綱として再分類

・大綱ごとに「すぐにできること」「将来できること」を協議

４回目 ・実施計画となる「計画策定シート」により、第１～３段階ともっと先の夢を協議

・最終段階のイメージ、計画書素案の説明

５回目 ・地区基本計画の策定（市計画書に掲載分）、実施計画部分の最終チェック

・計画書作成までの役割分担の確認

その後、一市四町合併により、旧町の地区計画も平成１９年度から策定され、さら

に、平成２５年度から順次「第２次地区計画」の見直しが行われました。

【図９ 地区計画の策定状況】

№ 地 区 策定年度 改訂 改訂

姫 城「ふれあいよかとこ姫城地区計画」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２

妻ヶ丘「つまがおか福祉計画書」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
小松原「夢」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
祝 吉「あやめ福祉計画」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
五十市「夢タウン五十市」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
横 市「さくらランドよこいち」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
沖 水「みんなで進めるしあわせプラン沖水」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
志和池「ふれあい志和池の福祉」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
庄 内「ほのぼの庄愛福祉計画」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
西 岳「元気いっぱいほんわか西だけ」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
中 郷「いきいき中郷福祉プラン」 Ｈ１４ Ｈ２５ Ｒ２ 
山之口「山之口あじさいプラン」 Ｈ１９ Ｈ２５ Ｒ２ 
高 城「高城地区地域福祉計画書」 Ｈ１９ Ｈ２５ Ｒ２ 
山 田「山田町地域福祉計画」 Ｈ１５ Ｈ２５ Ｒ２ 
高 崎「キラキラ星プランたかざき」 Ｈ１９ Ｈ２５ Ｒ２ 

地域の宝に磨きをかけて！ みんなでつくる ひめぎの輪

やってみよう！ 育てよう！ 集いつながる つまがおか

笑顔であいさつ！夢づくり サンシャイン小松原

みんなちがってみんないい ～夢・希望あふれる「あやめのまち祝吉」～

笑顔あふれ広がる、志和池の話！和！輪！ ～志の和すること この池のごとくあれ～

心もまちもあたたかい ずーっと住みたいまち庄内 ～やさしい心 感謝の心 思いやりの心～

すべての住民が、いつまでも住み慣れた地域で 豊かに生きがいをもって生活するために

ふるさとを愛し、誇りを持ち、新しい時代を拓く 高城人を育む！

「キラキラ星プランたかざき」続 星も町もキラキラ“ありがとう”があふれる安心・安全のまちづくり

横一線ですすめる顔の見える地域づくり

相手の気持ちを一番に 協力し 笑顔ひろがる 沖水地区

安らぎとふれあいのなかで、ともに支えあい だれもが役割を担える福祉のまちづくり
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１５地区地域福祉活動計画

姫城地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【姫城地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

〇若い世代の公民館未加入世帯の減少

○公民館未加入者のごみ捨て問題

・アパート、マンション住まいの方の分別がよくない

・他地区からの不法投棄が多い

○生鮮食品店が減少しており、買い物に困る高齢者が多い

○コロナの影響

・地区との関わりが少なくなった

・地域行事（六月灯など）がなくなり、活気が無い

○中学生の地域行事への参加が少ない

・姫ボラとの連携が少なくなっている

○地域と学校との意見交換の場作り

・学校の先生の役員会の参加

○民生委員との連携

・ 歳以上の一人暮らしの増加（ 人以上）

○災害時の避難所問題

○高齢者クラブ加入者減少問題

・ 年間で 人減少

・引継ぎがうまくいっていない。役員の年数が長い

○地区社協の広報活動

・チラシ等の作成

○開設日の増加

○生活おたすけサービス利用者の増加

・援助員の募集

姫城地区スローガン姫城地区スローガン

地域の宝に磨きをかけて！地域の宝に磨きをかけて！
みんなでつくる ひめぎの輪
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１５地区地域福祉活動計画

姫城地区社会福祉協議会 会長 柿木原 康雄

人口減少と少子高齢化が加速度的に押し寄せてきている昨今、このうねりに対処

するには、社会保障制度を恒久的に発展させることであるといわれています。幸い

に都城地域には、社会教育をベースにした社会教育関係の組織が、さらに地域福祉

をベースとした組織がそれぞれの地域全体に包含されています。これらを活用し、

横の繋がりをさらに強固なものとしていくことが、これから目指す自助・共助によ

る地域づくりに大きく役立つと思われます。

『これからの５年を考える』

夢のランチ会
　土曜学習会に参加している子ども達との交流や、
今後の将来に向けた助言などを行う機会として実
施しています。令和２年度は実施できませんでし
たが、来年度以降も開催方法を工夫して継続的に
取り組んでいきます。

生活援助員のつどい
　援助員同士の情報交換や交流を目的として令和
年度より実施しています。活動内容や困って

いること、生活おたすけサービスに対する要望
等を共有することで、円滑なサービス提供を目
指しています。

在宅介護者のつどい
　毎年、在宅で介護されているご家族に対して、
リフレッシュや介護者同士の交流を行うために
実施しています。今後は、内容をさらに充実さ
せたり、周知方法を検討し直したりすることで
多くの参加者に来ていただけるつどいにしてい
きます。

三世代交流事業
　毎年、 月中旬から 月上旬にかけて世代間
交流を目的として自治公民館単位で実施してい
ます。これからも子どもたちと地域の居場所と
して多くの自治公民館で実施できるよう支援し
ていきます。

姫城地区社協 これからも続けていきたい活動
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姫城地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
地域の宝に磨きをかけて！みんなでつくる ひめぎの輪

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の充実と関係機関団体
との連携協働できる地域づくり
を目指します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

１-②�自治公民館単位でのサロン活動
を充実させていきます

１-③�学習支援事業を充実させていき
ます

１-④�関係団体等との研修会を行い、
連携を深めます

２�　多世代のボランティア育成の
ため事業を充実していきます
（人づくり・つながりづくり）

２-①�おたすけサービスを充実させて
いきます

２-②�民生委員、SCとの連携を強化
していきます

２-③�子どもたちの健全育成活動を充
実させていきます

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体等の連
携を図ります

４�　地域住民の困りごとに対応でき
る組織体制づくりを目指します

（しくみ・体制づくり）

４-①�事務局体制を充実強化していき
ます

４-②�広報 PR活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・�在宅介護者の集いの開催（R3～）
継続）・�健康福祉相談の実施（R3～）
新規）・�地域行事（六月灯など）の継承（R3～検討）

継続）・�世代間交流事業の支援（R3～）
新規）・�小規模の地域交流の場づくり（R3～検討）

継続）・�土曜学習会の支援（R3～）

継続）・�先進地視察研修の実施（R3～）

継続）・�生活援助員の募集（R3～）
継続）・�生活援助員の集いの開催（R3～年１回）
新規）・�養成講座の開催（R3～）

新規）・�公民館未加入世帯の活動支援（R3～）
新規）・�一人暮らし世帯への支援（R3～）

継続）・�福祉体験学習の協力（R3～）
新規）・�「地域の史跡めぐり」の開催（R3～検討）
新規）・�中学生の地域行事への参加（R3～検討）

新規）・�地区内関係機関団体意見交換会の実施（R3～年２回を検討）
　　　��例：�地区内の小・中学校長との意見交換

新規）・�開設日の増設（R3～検討）

継続）・�広報紙の発行（R3～）
新規）・�事務局開設チラシの作成（R3～）
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１５地区地域福祉活動計画

妻ケ丘地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【妻ケ丘地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

〇民生委員と公民館長との連携が必要

○公民館未加入世帯の減少と関り

〇公民館活動が社会的弱者救済への取り組みがあまりない

〇民生委員の欠員が８名。民生委員の活動が理解されていない

○高齢者クラブの高齢化と加入者数の減少

〇いきいきサロン事業の在り方の検討が必要

〇団地の貧困世帯の問題や団地入居者の減少（２割減）

〇ゴミ出しのルールが守られていない

〇若い世代の助け合いの経験があまりない。若い世代の地域への愛着が薄い

〇地域共生社会への意識が欠如（他人事を自分事に置き換えることができない）

〇単身高齢者の増加

〇男性の集う場所がない

〇地域での助け合いの必要性が理解されない

〇第２層生活支援コーディネーターの役割など、それぞれの活動に対する理解不足

〇地域で子育ての環境が薄れている。子育てサロンにじの運営検討

○人手不足のため、（子どもから大人まで）すべての住民に余裕がなくなっている

○行政の人事異動による事業の停滞や後退

〇コロナ禍での課題。コロナを理由に活動が減少する。活気がなくなった

〇地区社協専用拠点がない。地区社協の資金の確保

〇世間的には相談窓口は多くなっているが、地区社協の実際の相談は少ない

〇相談を受けるが何もできず回答ができない。情報源がない。毎年相談員が変わるので、

相談員の研修が必要

妻ケ丘地区スローガン妻ケ丘地区スローガン

やってみよう！ 育てよう！やってみよう！ 育てよう！
集いつながる つまがおか
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１５地区地域福祉活動計画

在宅介護者のつどい
　毎年、在宅で介護されているご家族に対して、
リフレッシュや介護者同士の交流を行うために
開催しています。
在宅介護者を支えていくために、事業の周知や
気軽に相談し合える環境をつくることが重要に
なっています。

子育てサロンにじ
　毎月第３水曜日に、地域の子育て支援を目的
に、未就学児のいる親子の遊び場づくりとして
開催しています。
参加者への広報活動や内容の充実を行い、地域
の現状に応じた活動を目指します。

福祉総合研修会
　地区社協の構成員である、民生委員児童委員、
公民館長、高齢者クラブ、食改善推進員等が一
堂に会して、年に１回、地域福祉について学び
合い、つながりをつくります。
今後の連携にむけて、日頃からの定期的な話合
いの場が不可欠になります。

男性料理教室
　食の自立を目的に各公民館にて、男性料理教室
を毎年行っています。健康的な生活を送るため
に地域で支え合う大事さを感じる機会にもなり
ます。
今後は、男性だけでなくいろいろな人が地域で
生活していくために内容や対象者を広げます。

妻ケ丘地区社協 これからも続けていきたい活動

妻ケ丘地区社会福祉協議会 会長 渕上 澄雄

妻ケ丘地区も少子高齢化の波が、他地区同様増加している傾向にあり、「普通の暮

らしができるしあわせ」を求めてより一層具現化に向けて取り組むことが求められ

ています。その要は地区社協であり責任の重大さを感じているところです。

これからの５年間、実現できる施策を小さな事でも取り組み自治公民館等他団体

の協力を得て実践し、「福祉のまち妻ケ丘」を目指したいです。

『これからの５年を考える』
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妻ケ丘地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
やってみよう！ 育てよう！ 集いつながる つまがおか

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の充実と関係機関団体
との連携協働できる地域づくり
を目指します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

１-②�公民館活動の支援を強化し、地
域課題に応じたいきいきサロン研
修などを行います

１-③�新しい取組みに対して、助成し活
動を支援します

１-④�関係団体等との研修会を行い、
連携を深めます

２�　多世代のボランティア育成の
ため事業を充実していきます
（人づくり・つながりづくり）

２-①世代間交流や伝承活動

２-②�子育てサロンにじの活動を充実
させます

２-③�民生委員児童委員活動の支援を
行います

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体等の連
携を図ります

３-②事業の見直し委員会を行います

３-③�生活支援コーディネーター等と
の生活課題についての協議の場
をつくります

４�　地域住民の困りごとに対応でき
る組織体制づくりを目指します

（しくみ・体制づくり）

４-①�事務局体制を充実強化していきます

４-②広報ＰＲ活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・在宅介護者の集いの開催（R3～）
新規）・単身男性高齢者の買い物や献立など生活に役立つ講座（検討）

新規）・公民館単位での座談会や研修会の開催（R3～）
新規）・小地域活動（ミニサロン等の定期開催など）の充実（R3～）

新規）・課題に応じた新たな取組みへの活動準備資金等の助成（R3～）
新規）・クリーン作戦を地域活動へつなげる（検討）

継続）・福祉総合研修会の開催（年 1回）（R3～）
継続）・生活おたすけサービス事業研修会（R3～）
継続）・先進地視察研修会の実施（R3～）

新規）・「ふるさと味めぐり」の開催（R3～）

新規）・ボランティアの人材調査と育成（地域の専門職OBなどの活用）（検討）
新規）・子育て支援のニーズ調査（R3～）

新規）・公民館役員（福祉部長等）が民生委員を就任する仕組み

新規）・地区内関係機関団体意見交換会の実施（R3～年１回）

新規）・事業の見直し検討会（検討）

新規）・生活支援連絡会（R3～）

新規）・事務局長・事務局員の２名体制の導入（R5～）
新規）・開設日や拠点の増設（R3～）

継続）・広報紙の発行（R3～）
新規）・事務局開設チラシの作成（R3～）
継続）・公民館館報に地区社協の情報を掲載する（R3～）
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１５地区地域福祉活動計画

小松原地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【小松原地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

〇公民館の未加入世帯。加入していても行事等の参加率が低い

○公民館に入っていない人は情報が回ってこない

○高齢者の一人暮らし世帯増加。サービスについての情報を伝えたり、寄り添う人・傾聴する

人が必要

○民生委員がいない地区は特に福祉が必要な人が見落とされている

○家庭の状況を隠そうとするので、見えない・分からない家庭がある

○空き家が増えてきている

○こけない体操など、同じメンバーが来るので新しい人が入りづらい。男性も参加しづらい

○地域の様々な人が集える憩いの場の創設や見守り体制の構築

○食べ物をちゃんと食べられているか、心配な子どもがおり、支援が必要。夏休みに子どもサ

ロンを行っているが、通常でやるのはどうか

○子どもの地域性は地域が育てていく必要がある。学校だけでなく、地域で子どもを見守り、

育てる

○ がなくなるかもしれない問題が浮上している。コロナ禍で集まれず活動を見せられず、

難しい運営を強いられている

○コロナでこけない体操がなくなり、一ヶ月で歩けなくなった人がいる。そういう人が今後

益々増えてくると思う

○自粛が長引くと、福祉の必要な人たちが見過ごされてしまう懸念がある

○水害、地震など災害の認識が薄く、緊急時の避難先の周知がされていない

○台風等で避難をする前に、避難状況を確認するため、班長や館長に連絡を入れてほしい

○ハザードマップを配布していても見ない人が多い

○せっかくのサービスや制度を知る機会がない

○行政が動くのが難しいところは、社会福祉法人に協力を仰いだり、自治公民館単位でボラ

ンティアを結成したり、地域でできることを考える

小松原地区スローガン小松原地区スローガン

笑顔であいさつ！夢づくり笑顔であいさつ！夢づくり
サンシャイン小松原
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１５地区地域福祉活動計画

在宅介護者のつどい
　年２回程度、在宅で介護をされている方が、他
の参加者と共に日頃の思いを共有し、介護の疲
れやストレスをリフレッシュできるよう開催さ
れています。地区内の専門職も参加し、介護に
ついての悩みや相談に対しアドバイスできる機
会にもなっています。

買い物支援サービス（わくわく ワゴン）
　志比田町管内にお住まいの日常的に自分で買い
物に行くことが困難な方を、定期的に買い物が
できるようお店まで送迎する事業です。送迎の
車輌及び運転手は「社会福祉法人まりあ」さん
にご協力をいただき実施しています。今後は志
比田町だけでなく、他の社会福祉法人にもご協
力をいただきながら、小松原全域でサービスを
提供できることを目指しています。

子どもサロン活動支援
　夏休み期間に、小松原地区内の複数の自治公
民館にて行われている子どもサロンの支援を
行っています。地域の方々の協力のもと、子
どもたちは宿題や工作などを行い、楽しく過
ごしています。これからも「子どもたちを地
域で支える仕組み」として、多くの自治公民
館で実施できるよう支援していきます。

いきいき９０歳写真展
　地域で元気に暮らしているその年９０歳になら
れる方のご自宅を訪問してお写真を撮り、地区
まつりで展示し、写真をプレゼントするという
事業です。写真展に来られた方々に元気を与え
ると共に、被写体となった９０歳の方々の外出
のきっかけにもなっています。

小松原地区社協 これからも続けていきたい活動

小松原地区社会福祉協議会 会長 川路 豊子

私達は計画スローガンを「笑顔であいさつ！夢づくり サンシャイン小松原」として、

住み慣れた地域で誰もが心豊かに生活できるために、地域が抱えるさまざまな課題の解決

に向けて連携・協働して、福祉事業に取り組んでいきます。

『これからの５年を考える』
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小松原地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
笑顔であいさつ！夢づくり サンシャイン小松原

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の充実と関係機関団体
との連携協働できる地域づくり
を目指します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業をさ
らに充実させていきます

１-②�地域課題に応じたサロン活動を新
設、支援します

２�　多世代のボランティア育成の
ため事業を充実していきます
（人づくり・つながりづくり）

２-①��ボランティア育成に取り組みます

２-②�災害が起こった時に、地域に住む
人が誰ひとり取り残されない見守
り体制づくりを推進します

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体等の連
携を図ります

３-②�様々な福祉課題を協議できる場を
つくります

４�　地域住民の困りごとに対応でき
る組織体制づくりを目指します

（しくみ・体制づくり）
４-①広報ＰＲ活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・いきいき90歳写真展の開催
新規）・買い物支援サービスを小松原全域に広げます
継続）・子どもサロンの各自治公民館への拡充
継続）・在宅介護者のつどいの充実

新規）・�各自治公民館単位で集いの場・憩いの場づくりに取り組みます（子どもサ
ロン、高齢者サロン、三世代サロンなど）

新規）・男性が参加しやすいサロンを作ります（料理教室など）
継続）・ふれあいいきいきサロン活動の充実、強化

新規）・傾聴ボランティア、寄り添うボランティア研修の実施

新規）・防災・防犯研修の充実
新規）・各自治公民館単位での防災学習会

新規）・�地区内関係機関団体（地域・施設・学校等）意見交換会の実施
　　　�（小松原地区地域福祉座談会）

新規）・ケース検討会の実施

継続）・広報紙、事務局チラシの発行
新規）・積極的に集いの場に出向いての広報活動
新規）・「地区社協」という略称を、もっと親しみやすい名称に
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１５地区地域福祉活動計画

祝吉地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【祝吉地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

〇人づくり・つながりづくり

・若い世帯の巻き込むためのきっかけ作りが必要

・若い人の声を聞く場を設定し、子どもから高齢者までが楽しめる企画をしたい

・理事会設置を検討し、若い人や他組織の巻き込みが必要になってくる

・民生委員・公民館長合同研修会交流会は役割把握や情報共有の場として継続していきたい

・子育て世代とのコミュニケーションが不足している

・茶ってぃサロンは親子がふれあえる場として更なる充実をしていきたい

・在宅介護者のつどいが以前のように月１回気軽に茶話会をする場になればいい

・隣近所との付き合いがなくなり顔が見えなくなっている

・自助力が低下している

・学校との情報共有が足りていない

〇地域づくり

・ひとり暮らし高齢者や若い世帯の公民館未加入で、自治会組織等成り立たなくなっている

・高齢者の集う場所、機会がない

・コロナの影響で外出が減り体力低下や認知症症状発症している高齢者が増えている

・空き家の増加

・生活が苦しくなっている人が多い

・コンビニが多く買い物できるスーパーが少ない

・避難所を知らない人が多い

〇しくみ・体制づくり

・ちょっとした困りごとに対応できる有償サービスを立ち上げたい

・地区社協の役割の明確化や周知活動が必要

・地域活動に積極的な 団体との連携し地域福祉推進をしたい

・若い人の声を聞く場を設定し、子どもから高齢者までが楽しめる企画をしたい

祝吉地区スローガン祝吉地区スローガン

みんなちがってみんないい
～夢・希望あふれる「あやめのまち祝吉」～
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１５地区地域福祉活動計画

祝吉地区社会福祉協議会 会長 荒武 春男

　コロナに負けない健康で明るく住みよい安心・安全なまち祝吉に向かって、高齢者、

若者、こどもと手を取り合って“夢と希望”の目標に３６５日一歩一歩、歩いていき

ましょう。

『これからの５年を考える』

茶ってぃサロン（子育てサロン）
　毎月第３火曜日に開催。親子で楽しめるよう季
節に応じた内容を計画しています。茶ってぃタ
イムでは、お茶お菓子を楽しみながら保護者、
ボランティアと交流を図り、子育ての相談等を
しやすい環境づくりをしています。

自治公民館長・民生委員合同研修会交流会
　双方が顔をあわせ学習会や情報交換をし、地域
のことを考える・語る場になっています。
自治公民館長と民生委員、地区社協の連携強化
をし、よりよい祝吉地区を目指します。

ボランティア学習会
　子育てサロン等で活躍しているボランティア
が、楽しみながら安心して活動できるように学
習会を年２回程度実施しています。さらなる地
域福祉活動活性化を目指します。

スマイルカフェ祝吉
　月１回地域住民同士の交流や居場所づくりとし
て、調理や会食を実施し多世代交流の場となっ
ています。コロナが流行してからも、つながり
を切らさないため、弁当配布をしています。
地域で人が育つ場を目指します。

祝吉地区社協 これからも続けていきたい活動
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祝吉地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
みんなちがってみんないい ～夢・希望あふれる「あやめのまち祝吉」～

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の充実と関係機関団体
との連携協働できる地域づくり
を目指します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業をさ
らに充実させていきます

１-②�学校と地域との連携協働事業を
積極的に推進していきます

１-③�茶ってぃサロン（子育てサロン）
の活動の充実をさせます

２�　多世代が参加しやすい新しい
活動の創出に取り組みます
（人づくり・つながりづくり）

２-①�おたすけサービスを充実させてい
きます

２-②有償ボランティアを立ち上げます

２-③�若い世代を巻き込んだ活動を推進
します

３�　様々な関係機関・団体との協働
の活性化に取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体等の連
携を図ります

３-②�様々な福祉課題を協議できる場を
つくります

４�　安心安全な地域づくりのため
の組織体制を目指します

（しくみ・体制づくり）

４-①事務局体制を充実強化していきます

４-②広報ＰＲ活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・公民館長、民生委員合同研修会、交流会の開催
継続）・在宅介護者の集いの実施
新規）・各自治公民館の支え合い活動の把握（R3）
継続）・学校ボランティア（総合的な学習）への協力
新規）・こどもまち協と連携して、定期的な意見交換会を開催
強化）・学校や学校運営協議会との情報共有

継続）・勉強会や視察研修などボランティア研修の実施（年 2回）
継続）・活動内容や広報の充実

継続）・生活援助員の募集
継続）・生活援助員の意見交換会、研修会の実施

新規）・協議体の立ち上げ（R3）
新規）・各自治公民館の支え合い活動や地域課題の把握（R3）
新規）・有償ボランティア活動開始（Ｒ５）

新規）・�若い世代もボランティアに興味を持ってもらうようにマルシェ等企画
の実施

新規）・地区内関係機関団体意見交換会の実施（R3～年 2回）
新規）・理事会組織の立ち上げの検討（PTAや施設等）
新規）・NPO団体と連携した地域活動の実施

新規）・ケース検討会の実施（R3～随時）

新規）・理事会組織の検討（R3）

継続）・広報紙の発行
新規）・事務局開設チラシの作成（R3～）
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１５地区地域福祉活動計画

五十市地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【五十市地区の現状と課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

○新型コロナウイルスによる変化

・気軽にお茶飲みなどができなくなったため、コミュニケーションを取りづらくなった

・公民館活動も人を減らして掃除などを行うため、人と会わなくなった

・人と話すことが減るため、うつ気味になっている高齢者が多く、認知症の相談にもつなが

っている

○運転免許証の返納

・通院が難しくなるので、バス停がある病院や送迎ができる病院に変えざるを得ない

・病院はいくつも行っている人が多く、ほとんどがタクシーを利用している

○公民館未加入問題

・地域がバラバラになっているのを感じる

・今後、高齢者クラブや子ども会がなくなってしまったらどのように地域活動を行っていけ

ばいいか

○ゴミ出しについて

・ゴミ出しに困っている人は意外と聞かない。子どもや近所の人同士で助け合いができてい

るのではないか

・現在は困っていなくても、運転免許証の返納などで今後困ることは考えられる

・狐塚自治公民館は、副館長が軽トラでゴミ収集日に地区内を回り、ゴミを集めている

○五十市中学校のボランティアについて

・令和２年度より、「ボランティア委員会」が立ち上がり、１～３年生で１２０名程度が登

録している

・中学生を対象に、自分たちがいまできるボランティアを挙げてもらったところ、ゴミ出し

や収集活動、自分の特技を生かした創作活動などが挙がった

五十市地区スローガン五十市地区スローガン

○
五十市地区スローガン五十市地区スローガン

○○あんしんで
五十市地区スローガン五十市地区スローガン

んしんでんしんで ○
五十市地区スローガン五十市地区スローガン

○○○○ゆめひろがるめひろがる ○○○みんなのふくし
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１５地区地域福祉活動計画

五十市地区社会福祉協議会 会長 福丸 良秋

本協議会設立当初からの広報紙「あゆみ」から「あんしんでゆめひろがるみんなのふく

し」を今回の活動計画のスローガンにしました。地域が一体となって、これからも誰も

が安心して暮らせる五十市地区を目指して「あゆみ」続けていきたいと思います。

『これからの５年を考える』

ふれあい訪問事業
一人暮らし高齢者世帯へ、自治公民館長や

民生委員と一緒に訪問活動を行っています。
これまでは「ふれあい交流のつどい」として
事業を行っていましたが、コロナウイルスの
影響を受けて訪問型へと変更しました。今後
は、高齢者の課題把握のため、対象者を広げ
たり、内容を充実させたりしていきます。

五十市地区社協 これからも続けていきたい活動

おじいちゃんクッキング
男性料理教室として、毎月１回行っていま

す。参加者の方々はとても楽しみにされてお
り、料理のスキルだけでなく月に１回の居場
所にもなっているようです。
現在は、五十市地区公民館で実施してお

り、今町は年に１回のみの開催ですが、今町
でも定期的に実施できるよう取り組みます。

学習支援事業
五十市地区では、中学３年生を対象とした

「いそいち 土曜の朝」と、今町
小学校全学年を対象とした「今町っ子まなび
館」の２つの学習支援事業を行っています。
令和２年度はどちらもコロナウイルスの影

響により実施できませんでしたが、次年度か
らは工夫しながら再開していく予定です。

子育てサロンピヨピヨひろば
現在、民生委員の皆さんにご協力をいただ

きながら、毎月第４土曜日に実施していま
す。季節のイベントを取り入れて楽しんでも
らえるサロンを計画しています。今後は、内
容をさらに充実させたり、周知方法を検討し
直したりすることで多くの参加者に来ていた
だける子育てサロンにしていきます。
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五十市地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
あ んしんで　ゆ めひろがる　み んなのふくし

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の充実と関係機関団体
との連携協働できる地域づくり
を目指します

（地域づくり）

１-①�関係機関で協働して高齢者の課
題把握や支援に努めます

１-②�子どもへの支援や学校との連携
に努めます

１-③�生活支援コーディネーターの活
動をさらに充実させていきます

１-④�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

２�　多世代の人材育成のため事業
を充実していきます
（人づくり・つながりづくり）

２-①�地区内での人材確保に努めます

２-②�よりよい五十市地区になるよう
研修の機会を増やします

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体の連携
を図ります

４�　地域住民の困りごとに対応でき
る組織体制づくりを目指します

（しくみ・体制づくり）
４-①�地区社協の広報活動を強化します
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具体的な取り組み内容
継続）・�公民館長と民生委員、生活支援コーディネーターでふれあい訪問を実施
継続）・各自治公民館で実施しているいたっみろかいの推進
継続）・おじいちゃんクッキングの継続実施
新規）・おじいちゃんクッキングを今町でも定期的に実施

継続）・子育てサロンの充実
継続）・今町小学校、五十市中学校を対象とした学習支援事業
新規）・五十市小学校を対象とした学習支援事業の実施

継続）・意見交換会の実施
継続）・訪問に同行することによって地域内の課題の把握につなげる
新規）・ニーズに基づいた新たなサービス、支えあいのしくみの創出

継続）・在宅介護者のつどいを広く周知する

継続）・生活おたすけサービスにおける生活援助員の募集
新規）・日常生活支援事業の生活支援員の募集
新規）・地域で支え手となりうる人材調査と育成

継続）・先進地視察研修
新規）・公民館長と民生委員の合同研修を開催

新規）・地域福祉座談会を自治公民館単位で実施
新規）・福祉施設などの関係機関との意見交換会

継続）・広報紙（あゆみ）の発行回数を年１回から年２回へ増やす
継続）・ふれあい訪問事業などを通して地区社協を広報する
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１５地区地域福祉活動計画

横市地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【横市地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

〇自治公民館関連

・高齢に伴い公民館を脱会する

・公民館未加入者のゴミ捨てマナー

・借家の住民は公民館未加入が多い

・民生委員の欠員地区がある

・高齢者クラブは自ら加入する人が少なく、年々減少

・地域の事業や行事が多すぎて把握できない

・地区で活動する土台がない

・こどもの情報が分からない（個人情報の壁）

・近所でこどもを見かけなくなっている

・地元愛、郷土愛を育てられる環境にしていく必要がある

〇新型コロナウイルス関連

・研修など大規模から小規模にシフトしないといけない

・地域と心の絆を失う

・久しぶりに会うと話しが止まらない

・こけない体操が通常通りになった際、参加者が元に戻るだろうか

〇よかとこ自慢関連

・横市地区は水害が少ない

・母智丘ひろばが賑わっている

・高齢者がとっても元気

・こども達も多く元気いっぱい

・これまで地域を創りあげてきた世代と、これから作り上げていく世代の連携が強い

・小中学生がボランティアに対する意識が強い、思いやり、やる気など積極的

横市地区スローガン横市地区スローガン

横一線ですすめる顔の見える地域づくり
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１５地区地域福祉活動計画

横市地区社会福祉協議会 会長 溝ノ口 光男

　まず地域の住民がお互いを知り合えるようにすることや、地域活動が活発に行えるよ

うにしていくことが大変重要だと思います。なお、一層の関係者の努力と忍耐力が必

要でスローガンである「顔の見える地域づくり」を追及していきます。

『これからの５年を考える』

みそ汁の会
　地域で誰でも参加できる居場所。おにぎりを握
って気軽に参加して、あったか～いみそ汁を食
べながら好きな話をする。各自治公民館での開
催を目指しています。みんなで食べるご飯は嬉
しい。久しぶりに顔が見られて嬉しかった。な
どの感想がありとっても好評です。

ふれあいウォーキング
　毎年１回、地域住民のふれあいと、健康づくりの
ために開催。毎年多くの方が参加されてとっても
賑わっています。コロナ対策を講じて新しい形で
のウォーキング大会を企画しています。

広報紙「さくら」発行
　横市地区社協の活動紹介や、なんでも相談周知
のために定期発行しています。ぜひ、多くの方
にご覧いただき、地区社協を知ってほしいなと
思います。見て楽しい、知ってタメになる広報
紙を目指しています。

よこいちい散歩（地域めぐり）
　横市を知る。をコンセプトに地区社協メンバー
や、館長、民生委員と一緒に地域探索を行いま
す。災害危険個所や空き家などの課題発見もあ
りますが、この散歩を通しての出会いや、地域
住民のふれあいがとても重要です。

横市地区社協 これからも続けていきたい活動
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横市地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
横一線ですすめる顔の見える地域づくり
中項目 小項目

１�　文教と福祉のまち、伝統と新世
代が織りなす地域づくりを推進
します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

１-②�自治公民館長と民生委員の連携
強化をしていきます

１-③�生活支援コーディネーターの活
動を支援します

２�　横市っ子から大人まで顔の見
える人づくりを行います
（人づくり・つながりづくり）

２-①�多世代交流できる場の整備を行
います

２-②�子どもたちが参加できるサロン
等を企画します

３�　横市っ子から、高齢者、関係機
関などみんなで語り合いながら
協議の場を整備していきます

（協議の場づくり）

３-①�明日の横市地区を考え、行動す
るために世代を超えた地域住民
との意見交換会を行います

３-②�横市地区内の関係機関との連携
を強化していきます

３-③�生活支援コーディネーター等と
の生活課題についての協議の場
をつくります

４�　横市地区の顔の見えるしくみ、
体制作りを構築していきます

（しくみ・体制づくり）

４-①�地区社協の基盤強化をしていき
ます

４-②広報PR活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・みそ汁の会を全自治公民館での活動の推進
継続）・各地区でのふれあい活動の充実

継続）・公民館長と民生委員との意見交換の実施（R3～）

新規）・�生活支援コーディネーターと地区社協役員が自治公民館の事業や、
行事に同行訪問

新規）・男性料理教室の検討（R3～）

継続）・参観日預かり保育の充実に向けて学校との連携強化
新規）・学校の振休日に合わせて事業の検討（R3～）

新規）・�各小学校、中学校と地域住民との意見交換会の実施（R3～年１回～
２回）

継続）・地域と施設等との意見交換及び事例検討会（年１～２回）

継続）・生活支援コーディネーターの活動の情報共有の場

新規）・18自治公民館より地区社協への協力金（R3～）
新規）・赤い羽根共同募金の助成（R3～）
新規）・他地区社協との意見交換の検討（R3～）

継続）・年２回の広報紙発行（R3～）
新規）・地区社協ジャンバーを着用し、広報活動強化（R3～）
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１５地区地域福祉活動計画

沖水地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【沖水地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

○地区によっては店が遠くにあり、買い物に行くのが困難な方がいる

○免許証返納のメリットがない

○高齢者の方でゴミを出せない方がいる

○１２公民館で年１回、自主防災を実施している

○高齢者等は避難する際、自分では行けない

○自宅から避難所までが遠い

○葬式が家、葬式場、家族葬へと変化し、地域の情報が入らなくなった

○行事等がなく子どもの情報が入らない

○以前は学校から主任児童委員に対して情報提供があったが、今はなくなった

○子どもの貧困問題は見た目では分からない

○民生委員や公民館長、生活援助員のなり手がいない

○アパートが増えて人との交流が少なくなった

○自治公民館や育成会の未加入者が増加した

○地区社協や公民館の行事を知らない方が増加

○アパートや家等の建物が増えている地区もあれば、空き地が増えている地区もある

○空き地は子どもたちのたまり場（秘密基地）になる

○コロナで季節の行事や活動が中止になったことで役員の顔がわからない

○引きこもりの対応について相談する場がない

沖水地区スローガン沖水地区スローガン

相手の気持ちを一番に相手の気持ち 一番に
協力し 笑顔ひろがる 沖水地区
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１５地区地域福祉活動計画

沖水地区社会福祉協議会 会長 藤井 光英

沖水地区は地理的にも恵まれているので、５年後も発展すると思います。しかし、

少子高齢化の影響で廃屋が増え、一部地区がゴーストタウンになるかもしれません。

魅力ある地域活性化や若い人が住む明るい沖水地区づくりを目指していきたいです。

『これからの５年を考える』

在宅介護者のつどい
在宅で介護している家族を対象に、少しでも

日頃の介護疲れを癒し、また同じ悩みや経験を
持つ方々と交流することで今後の介護の励みに
していただくことを目的に実施しています。
今後も開催回数や周知方法等を再検討し実施

する予定です。

子育てサロン（子育てハッピーサロンおきみず）
沖水地区の民生委員を中心に未就学児のいる親

と子どもさん、妊婦さんを対象に地域での交流や
情報交換会を目的に実施しています。また、地域
イベントの情報提供やママパパ同士の交流ができ
るプログラムつくりを心がけ、みんなで楽しく、
居心地の良い場所つくりを心がけています。

沖水のくらしまるごと相談
多様化している相談内容を〝まるごと〟受け

止める場として子育て、障がい、老後の不安や
困りごとに関する相談を沖水地区社会福祉協議
会や沖水地区の施設等、沖水地区担当と連携し
て開設しております。（年６回程）

福祉標語の表彰
毎年、沖水小学校（５・６年）沖水中学校

（２・３年）の生徒に福祉標語を考えていた
だき、優秀作品をポスター掲示します。地域
の公共施設等へ掲示することにより、福祉へ
の関心が高まり、小学生や中学生が福祉につ
いて考える機会の場となっています。

沖水地区社協 これからも続けていきたい活動
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沖水地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
相手の気持ちを一番に 協力し 笑顔ひろがる 沖水地区

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の充実と関係機関団体
との連携協働できる地域づくり
を目指します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

１-②�子育てサロン（子育てハッピー
おきみずサロン）を充実させて
いきます

２�　多世代のボランティア育成の
ため事業を充実していきます
（人づくり・つながりづくり）

２-①人材確保と育成を行ないます

２-②�各地区の自主防災組織を活用し、
若い世代が参加できる活動の推
進をします

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体等の連
携を図ります

３-②�様々な福祉課題を協議できる場
をつくります

４�　地域住民の困りごとに対応でき
る組織体制づくりを目指します

（しくみ・体制づくり）

４-①�地域住民の悩みをまるごと受け
止める場を提供します

４-②広報PR活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・世代間交流活動
継続）・在宅介護者のつどい
継続）・男性料理教室
継続）・小学校参観日の預かり保育
新規）・モデル事業（市健康課）を活用した地域活動（サロン等）

継続）・チラシ等での周知
継続）・民生委員との連携
新規）・母子保健推進員との連携
新規）・視察研修

継続）・生活援助員のつどい
新規）・生活援助員の募集
新規）・生活援助員養成講座

継続）・モデル地区（吉尾地区）での防災訓練
新規）・各地区公民館との連携、活動促進
新規）・モデル地区での防災訓練に各地区公民館長へ参加促進

継続）・沖水地区地域・福祉施設意見交換会

新規）・ケース検討会の実施

継続）・沖水のくらしまるごと相談

継続）・広報紙の発行
継続）・福祉標語の表彰
新規）・沖水地区社協便りや官報に地区社協の記事掲載
新規）・LINEやインスタ等を活用
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１５地区地域福祉活動計画

志和池地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【志和池地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

○公民館に関する問題

・公民館加入率の低下、また過去の地域役員が行事に非協力的

・こけない体操等、一度活動が休止になると再開が難しい

・個人情報の観点から、世帯名簿作成が困難なため災害時の対応が難しい

・自治公民館単位で自主防災組織があるが、実際の活動実績はあまりない

〇高齢化による問題

・ゴミ出しや庭の手入れが難しい、移動手段がない、空き家の増加

・高齢者クラブへの参加人数が減少

○世代間交流の問題

・若い世代との交流の機会が少ない、若い世代の行事への理解がない

・行事の衰退に伴い、子ども達や保護者とつながる機会が減少

・若い世代と時間帯を合わせるのが難しい

〇災害時の対応

・第一避難所が遠い場合の対応や、災害時に要援護者に対して民生委員がどこまで関わるか

が難しい

〇コロナ禍による問題

・地区の行事や子ども関係の事業がすべて中止となり、より住民同士が交流する機会が減少

・自粛期間に心身機能が低下し、救急搬送が増えた

○地区社会福祉協議会の問題

・地区社協なんでも相談窓口の認知度が低く、住民からの相談がほとんどない

・自治公民館の地区社協に対する認識が低く、連携できる体制が出来ていない

〇その他

・他人に何かをしてもらうことを躊躇する、お礼をしなければいけないと感じる住民性

個人情報の観点から、世帯名簿作成が困難なため災害時の対応が難しい

・自治公民館単位で自主防災組織があるが、実際の活動実績はあまりない

志和池地区スローガン志和池地区スローガン

笑顔あふれ広がる、志和池の話！和！輪！笑顔あふれ広がる、志和池の話！和！輪！
～志の和すること この池のごとくあれ～
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１５地区地域福祉活動計画

志和池地区社会福祉協議会 会長 黒木 政信

　“何事にも前向きに考える”子どもから高齢者に至るまで世代間の絆を大切に、お互

いに思いやり、ちょっとした気遣い・気配りで、生活に喜び溢れるような世代間交流

を通じて、毎日が明るく・楽しく・元気に生活ができる地域づくりを目指します。

『これからの５年を考える』

一館一福祉推進事業
　志和池地区社協が、各世帯から集めた協力金を
助成金として１９自治公民館に配布し、全館が
福祉活動に取り組んでいます。例年は健康体操
や福祉の話・防災訓練・花植え・パソコン教
室・レクリエーション等、公民館単位でそれぞ
れの実情に応じた様々な活動を行っています。

小学生年賀状大作戦
　コロナ禍で、特に高齢者の外出機会やコミュニ
ケーションを図る場が少なくなる中、志和池地
区の小学生が地域の高齢者へ応援メッセージを
兼ねた年賀状の作成に取り組みました。その
後、民生委員が高齢者宅にお届けし大変喜ばれ
ました。これを機に、直接会えなくても心のつ
ながりを感じられる取組を継続していきます。

地域・福祉施設意見交換会
　地区社協役員と地域の福祉施設職員が一堂に会
し、地域の実情や各取組について共有すること
とを目的に毎年開催しています。施設の地域貢
献活動を知り、連携を図りながら地域活動を進
めていくために、大切な場となっています。

在宅介護者のつどい
　日頃在宅で介護をされている方が、介護するう
えでの悩みを分かち合ったり、リフレッシュし
たり、介護の仕方や制度について学ぶことを目
的に毎年開催しています。様々な苦労を語りな
がらも、皆さんが笑顔で過ごせるこの集いを、
今後も継続していきたいと思います。

志和池地区社協 これからも続けていきたい活動

福祉施設意見交換会
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志和池地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
笑顔あふれ広がる、志和池の話！和！輪！ 　
～志の和すること この池のごとくあれ～

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の充実と関係機関団体
との連携協働できる地域づくり
を目指します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

１-②�自治公民館単位の支え合い活動
を把握し、各地区へ広げます

１-③�子どもへの支援や学校との連携
に努めます

２�　多世代が参加しやすい新しい
活動の創出に取り組みます
（人づくり・つながりづくり）

２-①�若い世代を巻き込んだ活動を推
進します

2- ②�お助けサービスの充実と利用促
進を図ります

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体等の連
携を図ります

４�　地域住民の困りごとに幅広く
対応できる組織体制づくりを目
指します

（しくみ・体制づくり）

４-①�事務局体制を充実強化していき
ます

４-② �19 自治公民館との連携を強化
します

４-③�地区社協周知のための広報 PR
活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・一館一福祉推進事業の実施とPR活動（R3～）
継続）・在宅介護者の集いの実施（R3～）
継続）・地区文化祭への協力（R3～）

新規）・我が公民館自慢アンケートを 19自治公民館へ実施（R3）

継続）・志和池小�丸野小学校預かり保育（R3～）
継続）・夏休み寺子屋サロンへの協力（R3～）
継続）・子ども年賀状大作戦事業（中学生も巻き込む）（R3～）
継続）・小中学校での福祉教育・地域学習等への協力（R3～）

新規）・�年層・壮年層に働きかける事業の展開（防災キャンプ・親子で参加
できるＶＯ活動等）（R3検討、R4～）

継続）・生活援助員�ＶＯ視察研修及び情報交換会（R3～）
継続）・お助けサービス利用促進のための周知啓発（R3～）

継続）・地域と福祉施設意見交換会の実施（R3～年２回）
継続）・地域福祉交流会の実施（R3～）

新規）・�役員会のメンバーとして、新たに壮年層・青年層を加え若い世代を
巻き込む（R3働きかけ、R4～）

継続）・�地区社協を周知し、地域課題を一緒に解決できる体制づくり（各自
治公民館で出張なんでも相談等）（R3周知R4～）

継続）・広報紙の発行と充実（R3～年２回）
継続）・有線、無線放送を利用しての周知啓発
継続）・地区社協カレンダー作成事業（R3～）
新規）・地区社協�ふくしなんでも相談窓口PRチラシ作成（R3～）
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１５地区地域福祉活動計画

庄内地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【庄内地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

〇空き家が増え、そのまま放置されている

○高齢化率が高い

○一人暮らしの高齢者が多い。元気な高齢者も多いが、認知症、パニックを起こす人もいる

〇家族と疎遠のケースが多くなってきている

〇立ち止まって挨拶をするなど、優しい子どもが多い

○高齢者施設への訪問など、子どものボランティア意識、福祉への興味がある

〇子どもの数は増えてきている

〇他地区からの移住者が多いが、馴染めていない人もいる

〇地区社協の取り組みの中に子どもに関する事業や子育て支援に関する事業がない

〇小・中学生の学力が伸び悩んでいる

〇活動拠点である分館の設備が整っていない

〇小さい頃から災害意識を高めることが必要

〇庄内地区まちづくり協議会が主となって防災訓練を毎年行っている

〇周り近所がみんな高齢者。災害時にどうサポートするか

〇公民館ネットワークから外れている人が災害時に心配

〇金銭的な理由で公民館に加入していない世帯や、抜ける世帯もある

〇地域の輪が公民館くらいしかない

○（コロナ問題）地域の活動ができない

○（コロナ問題）県外の家族と会えない。県外から帰省ができず、家族からの支援が受けられ

ない高齢者もいる

〇（コロナ問題）高齢者の閉じこもりや、筋力、認知力低下

〇農家が元気！外国人労働者が多い

庄内地区スローガン庄内地区スローガン

心もまちもあたたかい ずーっと住みたいまち庄内心もまちもあたたかい ずーっと住みたいまち庄内
～やさしい心 感謝の心 思いやりの心～
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１５地区地域福祉活動計画

庄内地区社会福祉協議会

庄内地区社会福祉協議会 会長 福村 修

これからの庄内地区も、みんなが生き生きと活躍し、ずっとこのまちに住みたい！

と思える地域であってほしいと思います。お互いに助け合おう、支え合おうという気

持ちが地域に広がっていくような、あたたかい庄内地区をつくっていきたいです。

『これからの５年を考える』

在宅介護者のつどい
毎年 回、在宅で介護をしているご家族を対

象とした「在宅介護者のつどい」を開催してい
ます。介護に役立つ情報の提供や、介護者同士
の意見交換、悩みの共有ができる繋がりの場と
なっています。

地域課題解決事業
地域の様々な関係者で地域について語り合う地

域福祉座談会、一人暮らし高齢者の昼食交流会
「おじゃったもんせ」、自治公民館単位での「い
きいきサロン活動」、認知症学習会など、様々な
活動を支援しています。

子どもの学習会「庄内わくわくスクール」
小学生を対象に、楽しい時間を一緒に過ごし

ながら学習に取り組み、学習支援だけでなく地
域交流を通じて庄内の子どもたちを育むことを
目的に長期休みに「庄内わくわくスクール」を
実施しています。

生活援助員・福祉協力員研修
毎年 回、地域の福祉意識の向上を目的に、生

活おたすけサービスの生活援助員と庄内地区の福祉
協力員が合同で行う研修会を実施しています。一人
ひとりが役割を持ち、支える側、支えられる側がお
互い元気でいられる地域を目指しています。

庄内地区社協 これからも続けていきたい活動
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庄内地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
心もまちもあたたかい ずーっと住みたいまち庄内

～やさしい心 感謝の心 思いやりの心～

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の充実と関係機関団体
との連携協働できる地域づくり
を目指します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

１-②�元気な高齢者が積極的に活躍で
きる場をつくります

１-③�学校と地域との連携協働事業を
積極的に推進していきます

２�　多世代のボランティア育成の
ため事業を充実していきます
（人づくり・つながりづくり）

２-①�おたすけサービスを充実させて
いきます

２-②�ボランティア育成に取り組みます

２-③世代間交流を促進します

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体等の連
携を図ります

３-②�様々な福祉課題を協議できる場
をつくります

４�　地域住民の困りごとに対応でき
る組織体制づくりを目指します

（しくみ・体制づくり）

４-①�事務局体制を充実強化していき
ます

４-②広報PR活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・在宅介護者のつどいの開催
継続）・いきいきふれあいサロン活動支援事業
継続）・訪問座談会
新規）・友愛訪問活動
新規）・ボランティアの調査、人材確保
新規）・住民の困りごとに対応するボランティアを発足

継続）・学習支援事業「わくわくスクール」
新規）・災害教育

継続）・生活援助員の募集
継続）・福祉協力員と生活援助員の合同研修会

継続）・認知症学習会
新規）・生活援助員養成講座
新規）・学生ボランティアの調査と募集
新規）・ボランティア活動のポイント化
継続）・オッシャーベリーハウスの活動への助成
新規）・多面的機能支払制度で行う事業との連携（地域の子どもと生物研究など）
新規）・空き店舗を活用した世代間交流の場づくり
新規）・子育て支援のニーズ調査
新規）・子育て支援活動

継続）・庄内地区福祉参加団体意見交換会及び交流会

継続）・地域生活支援会議

新規）・開設日の増設検討

継続）・広報紙の発行
新規）・事務局開設チラシの作成
新規）・SNSを利用した情報発信
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１５地区地域福祉活動計画

西岳地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【西岳地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

○コロナ禍の影響・集まる場所について

・移動手段がなく、こけない体操などに来ることも大変さがある。今後もこけない体操は続

けていきたい。地域の情報の共有の場になっている

・コロナ禍で、ふれあいの場が減って心配事や困りごとを共有する場が減っている。公の場

より部落の力を借りて触れ合いの場を設け、つなげていくような仕組みづくりが必要

○日常生活について

・移動販売や福祉タクシーがあるが利用者が少ない。しかし、なくなると困る人がいる

・免許の返納をしたら、日常生活に支障が出る

・人にお世話になりたくないという人も多く、声掛けが難しいところもある。有償ボランテ

ィア等の導入を考えていきたい

・西岳は面積が広く、隣が遠い。広い西岳が今後さらに広くなっていく可能性がある

○こども・若い世代について

・子どもが少なすぎる

・若い人が働く場所がない（企業の誘致をお願いしているがなかなか進まない）

・便利さ（買い物、病院、学校）を優先して、他の地域に出てしまう

○今後について

・１０年先は人がいなくなっているかも…

・西岳の未来についてオンラインなどでつないで会議ができるといい

○西岳地区の自慢・強み

・自分の事は自分でされる方が多いので高齢率は高いが介護保険を使っている方が少ない

・空気がきれいで自然が多く星もきれい。食べ物（米）もおいしい

・近隣の方と頼り・頼られる関係ができており、頼られるとうれしい

・地域のまとまりがあり、物事を進めるときの話の進み方が早い

西岳地区スローガン西岳地区スローガン

○
西岳地区スローガン西岳地区スローガン

○○わいわい
西岳地区スローガン西岳地区スローガン

いわいいわい ○○○たのしくのしく ○○○げんきよく 西岳
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１５地区地域福祉活動計画

西岳地区社会福祉協議会 会長 竹松 治男

　西岳地区は、現在高齢化率６０パーセントを超えている状況です。５年後はさらに、

高齢化率が高くなります。その中でも、公民館をはじめ民生委員などの様々な協力を

得て励まし合いながら助け合いながら皆さんが１日でも長く自分の家・地域で過ごせ

る努力をしていきたいです。

『これからの５年を考える』

夏休み！のびのびスクール
学習支援事業「夏休み！のびのびスクー

ル」を実施しています。地域住民とこどもた
ちの顔が見える環境づくりと普段と違った学
びの場という目的で毎年夏休み期間に実施し
ています。講師も地域の方にお願いし、それ
ぞれの特技を活かした形で行っています。

西岳地区社協 これからも続けていきたい活動

地域医療セミナー
こけないからだづくりへの取り組みの発表

会と地域医療に関する講演会を開催していま
す。各地区での取り組みや地域医療に関する
セミナーで皆さん楽しく学ばれています。

こけない体操リーダー研修
毎年講師をお呼びして、楽しくできる介護

予防（レクリエーション活動）をみんなで学
んでいます。
楽しいお話や歌、ゲームを楽しく学び、ま

た各地区に持ち帰っていただき日々のこけな
い体操の前後に導入していただき介護予防に
つなげています。

地域資源との協働活動
・ふれあい訪問活動
一人暮らしの高齢者世帯へ地域の小学生・民

生員と一緒に訪問活動を行っています。
・はるおさんげぇ（地域づくり部会）
西岳地区の居場所づくりや活性化のために

様々活動を行っています。「みんなが無理なくで
きる範囲で」という形で活動を行っています。

ふれあい訪問
はるおさんげぇ

（ 歳以上の方への弁当配布）
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西岳地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
わ いわい　た のしく　げ んきよく　西岳
中項目 小項目

１�　からだがこけない、こころがこ
けない、地域がこけない地域づく
りを推進します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

１-②�子どもへの支援や学校との連携
に努めます

１-③�助け合いのしやすい地域づくり
をします

１-④こけない体操を継続します

１-⑤�新たな事業の取り組みを検討して
いきます

２�　ボランティア育成やつながり
づくりのため事業を充実してい
きます
（人づくり・つながりづくり）

２-①ボランティア育成に取り組みます

２-②�若い世代を巻き込んだ活動を推進
します

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体等の連携
を図ります

４�　地域住民の困りごとに対応でき
る組織体制づくりを目指します

（しくみ・体制づくり）

４-①�事務局体制を充実強化していき
ます

４-②広報PR活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・いきいきサロン（いたっみろ会）の推進
継続）・在宅介護者の集いの開催
継続）・のびのびスクールの開催
継続）・地域医療セミナーの開催
継続）・料理教室の開催、参加者の窓口を広げて実施していく

新規）・�子どもたちと地域の方と交流できる新たな取り組み（新たな活動に
ついて学校などと連携し協議を行う）

新規）・西岳版シルバー人材センターについての協議を始める
新規）・有償ボランティアの立ち上げを検討する

継続）・各地区自治公民館にてこけない体操を継続していく
継続）・こけない体操リーダーの養成、研修の開催

新規）・高齢者の買い物・移動手段について検討する
新規）・誰でも気軽に立ち寄ることができる寄合の場の設置を検討する
新規）・西岳のイメージアップにつながる活動を考えていく

新規）・有償ボランティア研修の実施（R3）

新規）・若い世代が参加したくなるようなイベントを行う

新規）・地区内関係機関団体意見交換会の実施（Ｒ3～年２回）
　　　�（行政や地元企業との協議の場の検討）
新規）・オンラインでの会議にも検討する

新規）・�社協役員体制の見直しを行う（各地区の情報共有ができるよう役員
体制を整える）

継続）・広報紙の発行
新規）・事務局開設チラシの作成（R3～）
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１５地区地域福祉活動計画

中郷地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【中郷地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

〇事業運営スタッフの高齢化

〇リーダーとなる人材の不足

○個別ケースへの支援の在り方

〇地区にスーパーマーケットがなく買い物が不便

○子育て世代との接点がない

〇高齢を原因とした問題（公民館脱退、移動手段、ゴミ出し、庭木の管理等）

〇若い世代の公民館未加入問題

〇地域住民が参加し、意見を交換する場がない

〇住民が集う場所がない

○互助意識の欠乏

〇ゴミ出しのルールが守られていない

〇ゴミ屋敷問題

〇住民同士でのあいさつが少なくなった

〇社協活動の情報発信の在り方

〇空き家の増加

〇様々な情報が地域住民に行き渡らない

〇困りごとをどこに相談してよいかわからない

〇新型コロナウィルス感染に対する住民の不安が拭えない

〇コロナ禍の外出自粛で困っている人や地域が見えない

〇コロナ禍で住民も支援者も皆気分が沈んでしまっている

中郷地区スローガン中郷地区スローガン

○
中郷地区スローガン中郷地区スローガン

○○サさえ合う心でさえ合う心で ○○○シあわせの絆を育むさえ合う心でさえ合う心で ○○あわせの絆を育む
なかんごうひろ

あわせの絆を育むあわせの絆を育むあわせの絆を育むあわせの絆を育む
なかんごうひろなかんごうひろなかんごうひろなかんごうひろ○

あわせの絆を育むあわせの絆を育むあわせの絆を育む
なかんごうひろなかんごうひろ○○○○バ
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１５地区地域福祉活動計画

金御岳スクール（子どもの学習支援事業）
　小学校 年生を対象に、居場所づくりとし
て夏休みと冬休みに開催しています。
　今後も地域ボランティアと中学生ボランテ
ィアの力を借りながら、楽しい時間を提供
していきます。

お元気じゃひか？なかんごう♬
　どのような時でも地域のつながりを絶やさな
いように、敬老の日にあわせて子どもから高
齢者へ絵手紙を送っています。
　絵手紙作成を小学生から中学生にまで広げ、
高齢者から子どもたちへのお礼の手紙作成な
ど、さらなるつながりの発展を目指します。

子育ちサロンなかん
　毎月第
に、小学生までの子どもの居場所づくりとそ
の親を含めた交流の場として開催していま
す。令和 年度はコロナ禍で活動を自粛しま
したが、令和 年度からは、地域の様々な施
設と協働したプログラムを検討するなど、地
域共生社会への取組にも努めます。

見守りネットワーク構築訓練
　毎年、徘徊者捜索訓練やひとり暮らし高齢
者宅の把握などを自治公民館単位で実施し
ています。
　今後も、高齢になっても安心して暮らし続
けることができる中郷を目指して多くの団
体と協働しながら取り組んでいきます。

中郷地区社協 これからも続けていきたい活動

※令和元年の活動の様子

土曜日に、地域の子育て支援を目的

中郷地区社会福祉協議会 会長 稻元 光明

「地域づくりは人づくり」を念頭に、様々な機関の協力を得ながら、御近所同士で

の助け合い活動を推進し、「子供から高齢者まで、誰もが笑顔で気軽に集うことので

きる身近な場所が沢山ある」そんな地区にしていきたいと思います。

『これからの５年を考える』
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中郷地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
サ さえ合う心で　シ あわせの絆を育む　なかんごうひろ バ

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の充実と関係機関団体
との連携協働できる地域づくり
を目指します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

１-②�誰もが安心して暮らし続けるこ
とのできる地域を目指します

２�　多くの人が参加し、新たなつな
がりが生まれる仕組みを構築し
ます
（人づくり・つながりづくり）

２-①世代間交流を促進します

２-②�新たな人材の発掘と育成を行い
ます

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�地区内の関係機関・団体等の連
携を図ります

４�　全ての地域住民が地区社協を
身近に感じること

（しくみ・体制づくり）
４-①広報PR活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・中郷地区ふれあいふくしまつり
継続）・生活支援コーディネーターの活動支援
継続）・子どもの生活・学習支援
継続）・役員研修の実施や各種研修への参加
継続）・男前料理教室

新規）・様々な機関と協働したあいさつ運動の展開
新規）・有志による助け合い活動の支援
継続）・見守りネットワーク構築訓練
継続）・認知症に関する学習会・研修会
継続）・在宅介護者の集い

新規）・空き家や空き店舗を活用した寄り合い所の創設
継続）・いきいきサロン活動（いたっみろかい）への助成
継続）・�「お元気じゃひか？なかんごう♬」を通して、高齢者と子どものつ

ながりの機会を創設
継続）・他団体と協働できる「子育ちサロンなかんGO!!」のプログラム開発

新規）・壮年部や退職した人材との繋がり構築
継続）・まちづくり協議会との協働
継続）・中学校ボランティアの育成と活動支援
継続）・生活援助員の養成

継続）・福祉施設等との意見交換会（年１回）

新規）・事務局開設チラシの作成
継続）・広報紙の発行（年２回）
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１５地区地域福祉活動計画

山之口地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【山之口地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

１．地域づくり

・子どもたちの意識が学校の中から地域へ目が向き始めている

・学び、体験の機会がなくなっていることにより子どもたちが疲弊している

・高齢者が外出自粛に伴いＡＤＬの低下、ストレスの増加が見られる

・公民館行事、訪問活動が出来ない状況の中で公民館の存在価値が問われている

・コロナ禍でも公民館報を作成し月 回の各戸訪問を実施し安否確認を実施している

２．人づくり・つながりづくり

・地域住民の来校者の減少、保護者の来校の機会が減少した

・規模や人数を制限して学校行事を実施したことに対して地域の方から感謝された

・子どもたちのあいさつ運動が地域を変えている

・地域でリーダーになるような人材が居ない、育たない

・学習支援の実施期間を短くして実施せざるを得なかった

３．協議の場づくり

・若者との接点がなく参画がない

・ＰＴＡ連協との協働や参画が出来ていない

・若い年齢の方々の地域参画がない

４．しくみ・体制づくり

・民生委員児童委員の欠員地域が２か所、２名の欠員がある

・自治公民館の施設維持管理が難しい状況である（費用面と集えない状況の両面）

・地区社協の体制や仕組みの見直し、財源の強化が必要

・安否確認の機会が無いため身近な人たちとの繋がりが大切だと感じている

・地区社協の知名度が低い

山之口地区スローガン

すべての住民が、いつまでも住み慣れた地域ですべての住民が、いつまでも住み慣れた地域で
豊かに生きがいを持って生活するために
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１５地区地域福祉活動計画

山之口地区社会福祉協議会 会長 有川 俊一郎

　山之口は、これから５年の間に県陸上競技場建設を中心に町が大きく変わっていき

ます。変わりゆく中で、地域の人々、特に高齢者、弱者に対してサロン活動やこけ

ない体操などの地域のつながりを増やすための活動を基本にみんなで頑張っていき

たいと思います。

『これからの５年を考える』

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 字程度

６地域公民館長・民生委員児童委員合同研
修
令和元年度は、「タイムトラベルボード

年後の地域の状況について考える」と題して
年後の地域課題の共有と意見交換を行ない

ました。令和 年度は、住民主体のたすけあ
い（生活支援）について、学ぶ予定でした
が、開催できなかったため、来年度も同じテ
ーマで取り組んでいきます。

山之口地区社協 これからも続けていきたい活動

いきいきサロン全体研修
例年、仲間づくり、健康づくり、交流の場

づくりを目的に一堂に会して実施していまし
たが、今年度は、コロナ禍で開催日を 日間
に分けて人数も制限しフラワーアレンジメン
トを実施しました。外出もままならない中、
花を扱うことで集中しリラックスできたとの
声が聞かれました。

学習支援事業
令和元年度は、「夏休み子ども教室」として
日間、令和 年度は、コロナ感染拡大防止

のため「夏休みふれあい絵画教室」として
日間実施しました。子どもたちの学びを保証
する取り組みとして来年度以降も開催方法を
工夫しながら取り組んでいきます。

生活援助員・日常生活支援員合同研修
調理実習を中心に食改善委員の指導のもと

援助員と支援員の合同研修を実施していま
す。令和 年度は、男性の生活援助員の方の
登録があり研修に参加していただきました。
男性の援助員さんからは、今後、生活おたす
けサービスの利用者を担当する上で大変参考
になる研修でしたとの感想が聞かれました。
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山之口地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
すべての住民が、いつまでも住み慣れた地域で

豊かに生きがいを持って生活するために
中項目 小項目

１�　自治公民館単位で住民同士が
助け合い健康で幸せな生活をお
くることができる

（地域づくり）

１-①�公衆衛生に配慮し交流の場所が
常に使える状態で複数展開でき
るように支援する

１-②�公共施設及び施設跡地利用を住
民流の目線で考え利用できるよ
うに支援する

１-③�学校行事及び生徒、先生の活動
を支援しサードブレイス（地域
の居場所）運営を支援する

1- ④�子育て世帯を支援する取り組み
を支援する（気になる子どもの
世帯と繋がる）

２�　「助けて」を求めやすい住民同
士のつながりがある
（人づくり・つながりづくり）

２-①世話焼きさんを発掘する取り組み
２-②助けられ上手な人を増やす取り組み

２- ③地域のリーダー育成の取り組み

３�　あらゆる年齢の全ての人の課
題を話し合える場や機会がたく
さんある

（協議の場づくり）

３-①�もっと豊かに生活するために地
域のニーズを掘り起こす

３-②�同じ悩みを抱える当事者グルー
プが集える

３-③�相談場所の新規開設
　　�（移動開設も含む）

４�　住民の活動を後方支援する組
織体制づくりを目指す

（しくみ・体制づくり）

４-①�自治公民館単位での住民流のた
すけあいの仕組みづくりの支援

４-②�新しい取り組みへの助成金支援、
活動支援

４-③地区社協の寄付金による財源強化
４-④地区社協の知名度を上げる
４-⑤多機関との連携強化を図る
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具体的な取り組み内容

継続）・いきいきサロン活動支援・全体研修開催
継続）・地域敬老大会支援・学習会開催支援

新規）・文化的・芸術的・伝統芸能的な活動の発信と広報活動

継続）・夏休みこども教室開催（学習見守り支援）
継続）・小中学校花いっぱい活動支援
新規）・農業体験活動支援
新規）・サードブレイスの情報発信、活動支援

継続）・食材寄付の取り組み（民生委員）

継続）・生活援助員の発掘及び養成研修の実施
新規）・住民力アップの勉強会（世代間の意見や情報交換）
新規）・住民力アップの勉強会
新規）・コロナ禍で露呈した差別の勉強会（人権学習会）

継続）・生活支援コーディネーター定例会

新規）・子育ての親の会のつどい

継続）・福祉なんでも相談窓口
新規）・福祉なんでも出張相談窓口（アウトリーチ型）

新規）・住民主体のたすけあいの仕組みの勉強会

新規）・使用目的を明確にした助成金の獲得

新規）・寄付募集のチラシ
継続）・あじさいだよりの発行→地区社協だよりの発行
新規）・定期的な振返りの実施
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１５地区地域福祉活動計画

高城地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【高城地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

〇公民館に関する問題

・公民館未加入世帯が増えてきている

・班長など役員の仕事や役割についての理解不足や活動意識の低下がある

・若い世帯が増えても、公民館に加入しない

〇人口減少に関する問題

・いったん町を出た若い人は、地元に戻ってこない

・市町村合併により、都城市内での移動 転居 の手続きがしやすくなった。その結果、高城地

区の人口が市内の他地区へ動く傾向がある。現在、高城地区の人口は 万人強だが、今後

は減少に転じる

・１年間に生まれるこどもが６０人位である

〇コロナ禍による問題

・コロナを理由に活動が減少し、活気がなくなった

〇高齢者の移動支援・買物支援に関する問題

・高齢者の運転免許証返納に伴い、移動支援の課題が上がってくる。行政が補助金を出してい

るコミュニティバスは、利用しても待ち時間が長く、利用者数が増えない（居住地によって

は、目的地とわが家への往復に、半日以上かかることもある）

・住民による移動支援サービスを考えるにしても、人材、財源等良い知恵が浮かばない

・行政が補助金を出している買物支援カーよりも、純粋な民間業者による移動販売車の方が

値段も安く、心待ちにしている高齢者も多い

〇自殺に関する問題

・自殺者が多い地区がある

〇地区社会福祉協議会の問題

・世間的に相談窓口は多くなっているが、地区社協の実際の相談は少ない

活動意識の低下

高城地区スローガン高城地区スローガン

ふるさとを愛し、誇りを持ち、新しい時代を拓くふるさとを愛し、誇りを持ち、新しい時代を拓く
高城人を育む！高城人を育む！

ー
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１５地区地域福祉活動計画

山田地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【山田地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

○リーダーの担い手不足

○サロン等のサポーターの高齢化

○リーダーやサポーターに負担がかかりやすい

○公民館長が一年交代の地区は継続課題の連携がとりづらく、解決に結びつかない

○公共交通機関が少ない

○車の免許を返納しても、交通手段がなく困る

○車の免許返納後の行動 買い物や通院 が心配

○困りごとを近隣住民が聞いてくれ助かっている

○商店がなくなり買い物が不便な地域がある

○ゴミ出しが困難な一人暮らし高齢者が多い

○個人情報に縛られすぎ、欲しい情報が得られない

○空き家が多くなってきており倒壊する恐れがある家もある

○高齢者で の発信ができる人はいいが、できない高齢者もいる

○子どもや若年層が少なく活気がなくなりつつある

○子どもが少ないので交流したくてもできない

○子どもが忙しく交流ができない（塾、習い事、スポーツ少年団）

○コロナ禍の課題

・イベントや行事が自粛になり、何もしなくていいのか不安になる

・活気がなくなった

・一度自粛したものを再開する事に気分がのらない（地区の行事やサロン等）

・外出自粛により高齢者の体力低下が目立つ（サロンやこけない体操の自粛等）

・子どものネット依存（ゲーム、動画、オンラインゲーム）が心配

・子どもの遊べる環境がなくストレスがたまる

山田地区スローガン

安らぎとふれあいのなかで、ともに支えあい安らぎとふれあいのなかで、ともに支えあい
だれもが役割を担える福祉のまちづくり
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高城地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
ふるさとを愛し、誇りを持ち、新しい時代を拓く 高城人を育む

中項目 小項目

１�　認知症や自殺問題、移動困難
等、様々な課題を抱える方々が安
心してSOSを出せる、そして受
け止めることができる地域づく
りを行っていきます

（地域づくり）

１-①�困っている方々が、SOS を出
せる、そしてその SOSを受け
止めることができる地域づくり
を目指します

1- ②�一人暮らし高齢者の見守り活動
を推進していきます

１-③�こけない体操を工夫して、バー
ジョンアップしていきます

１-④�地域の要は、自治公民館。自治
公民館への加入促進を自公連と
共に粘り強く行っていきます

1- ⑤�住民が身近で参画できる活動を
提供していきます

２�　学校と地域が一体となって、こ
れからの人材を育成していきます
（人づくり・つながりづくり）

２-①�地域住民が主体となって、若者
の福祉教育・防災教育に取り組
みます

２-②�こどもを真ん中に、郷土愛を深
めるお母

かん

（棺
かん

）教育を普及して
いきます

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�様々な福祉課題を協議できる場
をつくります

３-②�様々な活動主体との意見交換の
場をつくります

４�　地域住民の困りごとに対応でき
る組織体制づくりを目指します

（しくみ・体制づくり）

４-①�事務局体制を充実強化していき
ます

４-②広報PR活動を強化します
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具体的な取り組み内容

新規）・ゲートキーパー研修・心の健康講座の実施（R3～）
継続）・認知症学習会

継続）・ふれあいいきいきサロン・配食サービスの実施

新規）・�こけない体操にぼけない体操をプラスして、認知症の予防にも取り
組みます（R3～）

継続）・公民館加入のメリットを粘り強く、PRする
新規）・子育て世代・高齢者世代の役員免除を提案していく（R3～）

継続）・ボランティア・福祉まつりの開催

継続）・地区内の小中学校を対象とした福祉教育・防災教育の実践
新規）・地区内の高校を対象とした福祉教育・防災教育の実践

継続）・地区内の小中学校・高校を対象としたお母（棺）教育の実践（R3～）

継続）・旧４小学校区単位での地域生活支援会議の実施

継続）・地域福祉合同研修会
継続）・社会福祉施設等意見交換会

新規）・事務局開設週 2回体制をめざします

継続）・広報紙の発行
新規）・事務局開設チラシの作成（R3～）
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１５地区地域福祉活動計画

横市地区社会福祉協議会 会長 溝ノ口 光男

　まず地域の住民がお互いを知り合えるようにすることや、地域活動が活発に行えるよ

うにしていくことが大変重要だと思います。なお、一層の関係者の努力と忍耐力が必

要でスローガンである「顔の見える地域づくり」を追及していきます。

『これからの５年を考える』

みそ汁の会
　地域で誰でも参加できる居場所。おにぎりを握
って気軽に参加して、あったか～いみそ汁を食
べながら好きな話をする。各自治公民館での開
催を目指しています。みんなで食べるご飯は嬉
しい。久しぶりに顔が見られて嬉しかった。な
どの感想がありとっても好評です。

ふれあいウォーキング
　毎年１回、地域住民のふれあいと、健康づくりの
ために開催。毎年多くの方が参加されてとっても
賑わっています。コロナ対策を講じて新しい形で
のウォーキング大会を企画しています。

広報紙「さくら」発行
　横市地区社協の活動紹介や、なんでも相談周知
のために定期発行しています。ぜひ、多くの方
にご覧いただき、地区社協を知ってほしいなと
思います。見て楽しい、知ってタメになる広報
紙を目指しています。

よこいちい散歩（地域めぐり）
　横市を知る。をコンセプトに地区社協メンバー
や、館長、民生委員と一緒に地域探索を行いま
す。災害危険個所や空き家などの課題発見もあ
りますが、この散歩を通しての出会いや、地域
住民のふれあいがとても重要です。

横市地区社協 これからも続けていきたい活動
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１５地区地域福祉活動計画

子どもボランティア「ひまわり隊」活動
　地域の方々との交流を通じ様々なボランティア
活動をしています。これからの地域を支える担
い手としてボランティア育成に取り組み、つな
がりを絶やさない活動を続けます。

いきいきサロンの推進
　子どもから高齢者、障がい者を対象に各公民館
のいきいきサロンを推進しています。健康増進
と居場所づくりを目的に、いつまでも元気で安
心して暮らせるまちづくりを目指します。

子育て応援事業
　子育てに関する悩みの相談窓口として第 ・
木曜日 時～ 時「つくしんぼ」を開設中。
その他交流会や、子育てサロン、親子活動のサ
ポートを行っています。今後も子育て世代の支
援の輪が広がるよう取り組んでいきます。

山田地区社協 これからも続けていきたい活動

住民参加型福祉サービス「たすけ愛隊」
　地域住民一人ひとりが、住み慣れた地域で安
心して暮らしていくため、地域の参加と協力
を得て「地域相互で支え・助け合える仕組み
づくり」を目的に、有償ボランティアサービ
スを展開します。

山田地区社会福祉協議会 会長 加覧 健三

人口減少、少子高齢化が進み、コロナ禍の影響で財政状況が厳しくなる中ですが、財源確保

に努めながら「誰もが安心して暮らせるまちづくり」を創意工夫の積み重ねにより、これまで

培った地域福祉支援が発展継続されることを期待します。

『これからの５年を考える』
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山田地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
安らぎとふれあいのなかで、ともに支えあい

だれもが役割を担える福祉のまちづくり

中項目 小項目

１�　小地域（自治公民館単位）での
福祉活動の取り組みと関係機関
団体との連携共働できる充実し
た地域づくりを目指します

（地域づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業を
さらに充実させていきます

１-②�まちづくり協議会や関係機関等
との連携強化をしていきます

１-③�子どもの意見を主張できる場づ
くりに取り組んでいきます

１-④文化伝承に取り組みます

２�　多世代のボランティア育成の
ため事業を充実していきます
（人づくり・つながりづくり）

２-①�子どもボランティアの育成に取
り組みます

２-②�ボランティア育成に取り組みます

２-③�子育て応援体制の強化をしてい
きます

３�　様々な関係機関・団体が協議で
きる場づくりに取り組みます

（協議の場づくり）

３-①�子どもに関する情報交換ができ
る場づくりに取り組みます

３-②�日々の生活課題に対して、地域
全体での対応の検討に取り組み
ます

４�　地域住民の困りごとに対応でき
る組織体制づくりを目指します　　

（しくみ・体制づくり）

４-①�事務局体制を充実強化していきます

４- ②広報PR活動を強化します
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具体的な取り組み内容

継続）・いきいきサロンの推進
継続）・福祉協力員活動の推進
継続）・子どもや高齢者の見守り活動
継続）・在宅介護者のつどいの開催
継続）・環境をテーマにしたボランティア活動や学習会
新規）・男性を対象にした料理教室
継続）・関係機関を巻き込んでの地域福祉活動
　　　�（災害訓練・学習会、交流活動、等）
新規）・オレンジカフェの立ち上げ（認知症徘徊防止訓練等）

継続）・子どもが意見を主張できる場を作り意見発表会を行います

継続）・世代間交流活動
新規）・山田地区の伝統を継続させる活動に取り組みます

継続）・�子どもボランティア「ひまわり隊」による、高齢者との交流や環境
活動、国際交流など様々な活動に取り組みます

継続）・住民参加福祉サービス「たすけ愛隊」支援員の育成
継続）・サポーターの人材発掘に取り組みます
継続）・子育てに関する悩みや子育て応援事業の相談窓口の開設
継続）・子育て支援に関するPR活動や、情報収集及び情報提供
新規）・障害児に関する相談窓口の開設
継続）・子育てサロン「つくしんぼ」での情報交換
新規）・生活支援会議を通して、情報を共有する場づくりをします

継続）・生活学習支援事業及び食の支援事業
継続）・ケース会議で情報共有し、地域の課題として協議します

新規）・事務局体制の人員増加

継続）・広報紙の発行
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１５地区地域福祉活動計画

高崎地区社会福祉協議会

【基礎情報】（ ）

人口規模

（住基人口）

全 体 人 世帯数 世帯

男 性 人 自治公民館加入世帯 世帯

女 性 人 自治公民館加入率 ％

【高崎地区の現状・課題】計画策定作業と「地域福祉に関するアンケート調査」結果より

〇炭床自治公民館は住民アンケートで ％が「困り事がない」と回答した

〇共和自治公民館おむすびカフェは、高齢者、子どもを対象に食事会を実施、また、学生や地

域ボランティアによる学習支援も開催している（年４回）が、資金確保が課題

〇商工会工業部会は、廃棄物処理ボランティアを年１回行っている

〇商工会宅配サービスを維持することが大切（周知が必要）

〇衣料品店がない

〇包括支援センターの周知、地域に密着した活動

〇コロナウイルス感染症予防のため様々な事業が中止になった（映画まつり、健康づくりサ

ロン、ボランティアまつり等）

〇農産加工センターの利用促進

〇高齢者クラブの加入者停滞、役職を受けたがらない

〇高齢者クラブ（公民館単位）少なくなった

〇高齢者の集まる場がない

〇高齢者になると車の運転ができない。（免許返納）福祉タクシーが営業を始めた

〇身体障害者、認知症の人の対応。作業所、放課後等児童クラブがない

〇作業所を立ち上げても継続しない。障害者児の実態が見えない

○今の子どもは、少年団等に加入しているため、地域行事や催し物に参加できない

〇若い親世代は （ライン等）を利用するため、集うことが少ない

〇親子共にリラックスできて楽しめる場所の周知（アプローチの仕方を工夫し、間口を広げ

て良さを分かってもらう。）

〇災害時の高齢者等の避難について場所と支援体制、防災に対する意識の向上、日頃からの

声かけ

〇買い物弱者支援

〇空き施設、空き店舗、空き家の活用

〇健康、体力づくりの推進

高崎地区スローガン高崎地区スローガン

「キラキラ星プランたかざき」続 星も町もキラキラキラキ
❝
キラキ 星プランキラキ
❝ありがとう

星プラン星プラン
ありがとうありがとう❞

星プランたかざき」続 星も町もキラキ星プラン星プラン
❞があふれる安心・安全のまちづくり
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１５地区地域福祉活動計画

福祉部設置事業
　自治公民館組織に福祉部を設置し、継続的な地
域福祉活動を実施する公民館に対して助成金を
交付するものです。使途は見守り、サロン、環
境美化等の活動に使われています。
（令和 年度は 館中 館に交付）

健康づくりサロン
　一人暮しや家の中で過ごしがちな高齢者等と地
域住民、ボランティアがふれあいをとおして生
きがいづくり・仲間づくりの輪を広げ、健康な
生活が維持できるように開催しています。
内容は安全講話、救急法、茶話会等で 地域公
民館ごとに年 回実施しています。

地域福祉研修会
　高齢化が進む中、住み慣れた場所で安心して暮
らし続けることができる地域を目指して研修会
を開催します。福祉協力員研修同時開催

映画まつり
　子ども達の健やかな成長を願うとともに、地域で
子どもの夢を支援すること、そして地域住民の憩
いの場として開催しています。今後は、生活様式
の変容を考慮しながら、様々な様式を検討してい
たいと思っています。

高崎地区社協 これからも続けていきたい活動

今昔物語 ～昔を語る会～
　高崎小学校　年生を対象に地域ボランティアに
よる昔と今の違いや生活の様子を聞くことによ
り助け合いの歴史を知り次世代へ伝えていく場
として開催しています。

寺子屋サロン
　地区内小学生を対象に、夏休み期間中遊びや学
びをとおして仲間づくり・自分発見を体験し、
閉じこもりを防ぐとともに思い出作りと居場所
づくりを目的に開催しています。

高崎地区社会福祉協議会 会長 権堀 修一

活動計画はテーマ別に、現実的な活動を考えました。少子高齢化や人口減少などそ

の対策は広範囲であり地域住民の理解が不可欠です。今後も地域の実情にあった活動

を市民と連携して行い「共に支え合う地域づくり」を目指します。

『これからの５年を考える』
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高崎地区地域福祉活動計画
（計画実施期間・令和３年度～令和７年度）

計画スローガン（大項目）
「キラキラ星プランたかざき」続 星も町もキラキラ “ありがとう”があふれる安心・安全のまちづくり

中項目 小項目

＜場づくり＞
１�　小地域（自治公民館単位）での組織・人材
づくりとボランティアの育成活動、コミュニ
ケーションづくりに取り組みます

（よか人づくり）

１-①�これまで取り組んできた事業をさらに充実さ
せていきます

　　�（関係機関団体との連携も含む）

１-②�できることからはじめよう「ボランティア活
動」を積極的に推進していきます

1- ③�元気なあいさつ、思いやりの気持ちを育てます

２�　地域行事への参加、伝承文化の伝承を図ります
（よか伝承ふるさと愛）

２-①�みんなでつくる地域行事で地域の連携を図ります

２- ②後継者づくりを強化します

2- ③郷土芸能保存活動を強化します

３�　商業の発展活性化、ふれあい交流の場・機
会、施設整備、若者の定住（働く場の確保）
ができる取り組みを目指します

　（よか場づくり）

３-①�地元産品の発信、地産地消の強化を図ります

３-②�ふれあい交流を深める活動を実施します

3- ③�空き家、学校等の空き教室の利用を関係者と
協議し活用します

＜自然環境＞
1�　安心して通れる道路整備、安心安全防犯の
環境づくりを目指します　　　（よか安全対策）

1- ①�みんなが安心して通れる「道」の環境整備に
努めます

1- ②防犯意識の啓発を推進します

２�　地域に優しい環境づくりと自然環境保護に
取り組みます　　　　　　　　　�（よか自然）

2- ①ゴミ処理意識を高めます
2- ②植樹と花いっぱい運動を推進します

2- ③河川をきれいにします

3�　災害に備えて地域の体制整備に取り組みます
（よか防災ネットワーク）

3- ①�災害に備えて地域の避難支援の必要な人に対
する支援体制を検討します

＜情報・サービス＞
１�　福祉サービスの充実を図ります
　　交通手段を確保します
　　�情報発信、収集、提供、啓発を推進します

（よかサービス）

1- ①公的福祉サービス予算を有効に活用します
1- ②�住民が福祉サービスを受けやすい環境をつく

ろう

1- ③�交通手段の確保に努めよう（通院、通学、生
活等）

1- ④地域の情報を発信しよう

1- ⑤広報用PR活動を強化します
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具体的な取り組み内容
継続）・福祉部の設置　　　　継続）・福祉協力員の活動の充実
継続）・在宅介護者の集い　　継続）・映画まつり（ドライブシアターにする等様式変更も検討）
継続）・地域福祉研修会　　　継続）・住民アンケート
継続）・まずは自治公民館加入を呼びかける
継続）・夏休み寺子屋サロン　　　　　　　継続）・県下一斉ボランティアの参加
新規）・住民支援ボランティア養成講座　　新規）・学習支援のための家庭ティーチャー育成
新規）・前期高齢者地域リーダー養成講座　継続）・子ども見守り支援
継続）・朝のあいさつ声かけ
継続）・学校運営協議会との協議、連携
継続）・まちづくり協議会との連携、協働
継続）・昔を語る会「今昔物語」
継続）・研修会でのオープニングアトラクション
新規）・学校と連携

継続）・いきいきサロンの実施

継続）・健康づくりサロン・いきいきサロン
継続）・おむすびカフェの開催
継続）・縄瀬保育園にて認知症カフェを開催
新規）・公共施設等の空き部屋によるふれあいサロン開催（世代間交流）

継続）・自治公民館（福祉部等）による道路整備、清掃活動の実施

継続）・健康づくりサロン「暮らしの安全講座」開催
継続）・看板の設置
継続）・学校、高齢者クラブ、自治公民館と連携
継続）・看板設置
継続）・まちづくり協議会との連携による「ほたるの里づくり」運動
新規）・自治公民館福祉部による清掃活動　　新規）・河川清掃サークルとの連携
新規）・身近な公民館や行政と連携した支援場所と体制の整備
新規）・防災研修会の開催、防災ボランティアの養成
継続）・国庫補助金、共同募金の活用
継続）・地域福祉研修会開催
新規）・地域の気になる人の個別訪問　　新規）・福祉協力員によるPR
新規）・様々なサービスの周知（敬老特別乗車券の活用等）
新規）・公共交通機関との意見交換会
新規）・バスの乗り方教室の開催　新規）・買い物ツアーの実施
継続）・地区社協だより発行（年 4回）
新規）・サイトアップを行う
新規）・PR用チラシ、リーフレット作成
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第３章 都城市社協の使命、経営基盤強化計画

１．使 命

都城市社協は、地域福祉を推進する中核的な団体として、地域住民及び福祉組

織・関係者の協働により地域生活課題の解決に取り組み、誰もが支え合いながら安

心して暮らすことのできる「ともに生きる豊かな地域社会」づくりを推進すること

を使命とします。

２．経営理念

都城市社協は、この使命を達成するために、以下の経営理念に基づき事業を

展開します。 
（１）地域住民を主体とした「ともに生きる豊かな地域社会」の実現

（２）誰もが人格と個性が尊重され、その人らしい生活を送ることができる福祉サー

ビスの実現

（３）地域住民及び福祉組織・関係者の協働による包括的な支援体制の構築

（４）地域生活課題に基づく先駆的・開拓的なサービス・活動の創出

（５）持続可能で責任ある自律した組織経営

３．経営方針

平成３０年度に策定した「経営改善計画２０１９～考動する社協～」に基づ

き、令和元年度からあらゆる事項の改善・改革に取り組んでいます。引き続き、

取り組みの手を緩めることなく、次のような目標を掲げ不断の経営改善に努め各

事業に取り組みます。 
（１）経営改善の目標

大目標 １０年後も、社協は生き残る

中目標 戦略的な計画のもと、３年で成果を出す

小目標 現実を知り、危機感を持ち、チャレンジする

（２）経営改善の鍵

意識改革がすべて

（３）目指すゴール

地域から「愛され」「頼られる」日本一の社会福祉協議会

（４）計画の柱

① 組織を支える人材育成

② 時代のニーズにマッチした組織改編

③ 事業の選択と集中

④ 財務基盤の強化

⑤ 社協のブランド化

- 126 -



 

４．組織運営方針

都城市社協は、「地域住民」「社会福祉を目的とする事業を経営する者」「社会福

祉に関する活動を行う者」が参加する公益性の高い非営利・民間の福祉団体として、

上記経営理念に基づく以下の基本方針により経営を行います。

（１）地域に開かれた組織として、経営の透明性と中立性、公正さの確保を図るとと

もに、情報公開や説明責任を果たし、地域社会の支持・信頼を得られるよう、積

極的な情報発信を図ります。 
（２）事業の展開にあたって、「連携・協働の場（プラットフォーム）」としての役割

を十分に発揮し、地域住民や関係機関・団体等、あらゆる関係者の参加と協働を

徹底します。

（３）事業の効果測定やコスト把握等の事業評価を適切に行い、効果的で効率的な自

律した経営を行います。

（４）すべての役職員は、高潔な倫理を保持し、法令を遵守します。
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５．都城市社協職員像

都城市社会福祉協議会の職員は、以下の「みやこんじょ社協職員像」を掲げ、事業

推進に邁進していきます。

みやこんじょ社協職員像

「「ハハーートト・・アアククシショョンン・・ココミミュュニニテティィ」」
～～ みみややここんんじじょょ～～

みやこんじょ社協職員は、あたたかく、熱く、気高く、躍動し、
俯瞰的に、専門的に、夢を持って、地域に向き合います！

私たちは、意識を高く、情熱を持ち、
人の「心（ハート）」に熱く語りかけます。

心を動かすことで、
人が「行動（アクション）」するよう、仕掛けます。

一人の一歩を１００人に広げ、
やがて「地域（コミュニティ）」を動かします。

地域がいきいきと輝くときに、

「じょじょんよかとこ みやこんじょ」になることを願って。
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６．都城市社協の「経営基盤強化計画」

都城市社会福祉協議会は、以下の「都城市社協経営基盤強化計画」を策定し、組織

の経営基盤強化に取り組みます。

【これまでの経過】

計画 組織・人材 財政 事業 拠点（ハード）

第１次計画

（ ～ ）

・組織体制の強化

・職員処遇の改善

・職員資質の向上

・自主財源の拡充と新

規開発

・共同募金、歳末たす

けあい運動の推進

・事務処理の合理化

・事業型社協の推進

・施設管理の適正

化と効率的運営

第２次計画

（ ～ ）

・社会福祉法人とし

ての役割の再認識

・役員による法人経

営

・スリムで効率的な

組織体制

・職員の資質向上

・人事労務管理の体

制整備

・財政の効率化・透明

化

・財政支出の見通し（シ

ミュレーション）

・不足する財源の対応

策（人件費）

・自主財源の安定確保

・寄付金の健全支出

・基金等の活用計画

・団体事務（局）と

社協の関係整理

・事業内容の精査、

評価

・事業効果の測定

・事業実施の効率化

経営基盤強化計画

（ ～ ）

・社会福祉法人とし

ての役割と役割

・経営機能の強化

・スリムで効率的な

組織体制

・人事労務管理の体

制整備

・財政の効率化・透明

化

・財政支出の見通し

・財源の対応策

・自主財源の安定確保

・寄付金の健全支出

・基金等の活用計画

・事業内容の精査、

評価

・事業効果の測定

・事業実施の効率化

第３次計画

（ ～ ）

各課の中長計画として部門ごとに計画を計上

「総務」「地域福祉」「相談支援」「在宅福祉」「点字図書館」「保育」「地域包括支援センター」

「各部門間の連携の仕組み」

社会福祉充実計画

（ ～ ）

・人材確保及び育成

事業

・広報啓発事業

・地区社協充実強化

事業

・志和池福祉セン

ター改修工事

・こども園建替事

業

・施設等整備事業

経営改善計画

（ ～）

・人材育成プログラ

ム

・支所再編等組織見

直しプログラム

・資産運用

・自主財源確保手段の

研究・開発

・事業の選択と集中

プログラム

・広報・商品開発

・社協会費特典サー

ビスの研究・開発

〔課題〕
（経営会議 ）

・理事会、評議員会

の適正化

・職員体制の適正化

・人材確保

・職員の高齢化

・財務運営、管理の適

正化

・自主財源確保

・コロナ禍の事業推

進

・地域包括支援セン

ターのあり方

・指定管理施設の

用途の厳格化、

老朽化、委託料

積算、大規模修

繕

第４次計画

（ ～ ）

・法人経営

・組織

・職員体制

・財務管理

・自主財源の確保

・財産の有効活用

・事業の見直し

・事業の検証、評価

・事業の開発、創出

・施設建て替え

・施設の改修

・指定管理施設
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社会福祉法人として適切な法人運営や事業経営を行うとともに、総合的な企画や組

織全体の調整等を行う社協全体のマネジメントを行います。併せて、職員の確保と育

成に努め、働きたくなる、協働したくなる職場づくりに努めます。

法人の意思決定を行う評議員会や事業執行に責任を負う理事会等の活性化を図る

とともに、行政の理解と協力が得られるよう信頼関係を構築します。

（１）理事会・評議員会の充実

（２）行政との協議

民間団体としての主体的な経営判断を行い、地域に開かれた組織体制を確立し、公

共性と民間性をあわせ持つ地域福祉の推進を図る団体として、地域住民から信頼され

る組織づくりをめざします。

（１）組織の再編成

（２）各課の連携

地域福祉を推進する中核的機関の専門職としての資質向上、人事考課制度の構築及

び導入、人材確保と人材育成策を講じます。

（１）人事考課制度の導入

（２）人材確保

（３）人材育成

①法人経営

１．組織・人材

②組織

③職員体制
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社協は、民間財源・公費財源・事業収入財源を安定的・継続的に確保し、事業推進

の安定化を図ります。

社会福祉法人会計基準、社協モデル経理規程に則して、適正な財務運営管理を行い

ます。

（１）財務運営、管理の適正化

既成の枠にとらわれず、新たな財源を確保する取り組みや、収益を生み出す取り組

みを検討し、積極的に実施します。

（１）自主財源確保

（２）ファンドレイジングの研究・実施

法人が所有している基金等の財産を活用し、資金運用や投資に活用します。

（１）資金運用

①財務管理

２．財政

②自主財源の確保

③財産の有効活用
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社協は、都城市における地域福祉の「連携・協働の場」として、地域住民の複合化・

多様化した地域生活課題や潜在的ニーズを受け止め、地域を基盤にして解決につなげ

る支援やその仕組みを多様な地域関係者と協働してつくることを目的に、事業展開を

図っていきます。

事業実施から一定期間経過したものは、当初の目的を達成したか、時代のニーズに

合致しているか、新たなニーズへの対応が求められていないかなど、事業の見直しを

行います。

（１）事業の選択と集中

（２）事業の廃止、撤退

継続事業についても、事業の効果を検証し、目標達成度や事業実施の評価を適正に

行います。

（１）事業の検証

事業の見直しや評価から得られた改善点や、新たに課題解決が求められる取り組み

について、積極的に事業の開発・創出にチャレンジします。

（１）新規事業の検討

①事業の見直し

３．事業

②事業の検証、評価

③事業の開発、創出
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永年、地域福祉の拠点として栄えてきた都城市総合社会福祉センターも、将来を見

据えて建て替え（またはリニューアル）を考える時期に来ています。また、認定こど

も、保育園は、行政の整備計画に基づく建て替えや、新たな事業展開を検討します。

施設整備計画に基づく新園舎建設を行います。

（１）谷頭こども園

（２）縄瀬保育園の多機能化

老朽化等による施設の大規模改修等に対応します。

（１）都城市総合社会福祉センター

指定管理施設については、指定管理者からの撤退等、経営的に判断します。

（１）指定管理施設

（２）指定管理施設からの撤退

①施設建て替え

４．拠点（ハード）

②施設の改修

③指定管理施設
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１．第４次都城市地域福祉活動計画策定委員会設置規程

第４次都城市地域福祉活動計画策定委員会設置規程

令和２年８月２６日制定
 

（趣旨） 
第１条 この規程は、社会福祉法人都城市社会福祉協議会（以下、「社協」という。）の第４

次都城市地域福祉活動計画（以下、「計画」という。）の策定に関して必要な事項を定める。 
（組織） 

第２条 計画を策定するために、策定委員会を設置する。 
２ 策定委員会は、次の各号に掲げる者の中から委員３０名以内をもって組織し、社協会長

が委嘱する。 
（１）地域福祉関係団体 
（２）保健・医療・福祉機関 
（３）学校・教育機関 
（４）ボランティア団体 
（５）専門職・当事者団体 
（６）まちづくり団体 
（７）学識経験者 
（８）助言者 
（所掌事項） 

第３条 策定委員会の所掌事項は、次の各号に掲げるとおりとする。 
（１）計画の調査研究に関すること 
（２）計画の立案に関すること 
（３）その他、計画の策定に関すること 
（委員の任期） 

第４条 策定委員会の委員の任期は、委嘱又は任命の日から作業終了時までとする。 
（役員） 

第５条 策定委員会に委員長及び副委員長を置く。 
２ 委員長及び副委員長は、委員の中から互選により選出する。 
３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。 
４ 副委員長は、委員長を補佐し委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、そ

の職務を代理する。 
（会議） 

第６条 策定委員会の会議は、委員長が必要に応じて召集し、その議長となる。 
２ 委員長が必要と認めたときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その意見を聴き、又

は説明を求めることができる。 
（庶務） 

第７条 策定委員会の庶務は、社協地域福祉課において処理する。 
２ 委員の委員会出席等における費用弁償は、社協役員等の報酬及び費用弁償に関する規程

（平成１８年１月５日制定）による。 
（雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか、必要な事項については、社協会長が別に定める。 
 

附 則 
１ この規程は、公表の日から施行する。 
２ この規程は、計画策定の日にその効力を失う。 
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２．第４次都城市地域福祉活動計画策定委員会名簿

№ 所属 役職名 氏名 選出区分

地区社協（姫 城） 会長 柿木原 康雄 地域福祉関係団体

地区社協（妻ケ丘） 会長 渕上 澄雄 地域福祉関係団体

地区社協（小松原） 会長 川路 豊子 地域福祉関係団体

地区社協（祝 吉） 会長 荒武 春男 地域福祉関係団体

地区社協（五十市） 会長 福丸 良秋 地域福祉関係団体

地区社協（横 市） 会長 溝ノ口 光男 地域福祉関係団体

地区社協（沖 水） 会長 藤井 光英 地域福祉関係団体

地区社協（志和池） 会長 黒木 政信 地域福祉関係団体

地区社協（庄 内） 会長 福村 修 地域福祉関係団体

地区社協（西 岳） 会長 竹松 治男 地域福祉関係団体

地区社協（中 郷） 会長 稲元 光明 地域福祉関係団体

地区社協（山之口） 会長 有川 俊一郎 地域福祉関係団体

地区社協（高 城）・連協会長 会長 石田 操 地域福祉関係団体

地区社協（山 田） 会長 加覧 健三 地域福祉関係団体

地区社協（高 崎） 会長 権堀 修一 地域福祉関係団体

市民生委員児童委員協議会 会長 米吉 春美 民生委員児童委員

市社会福祉施設等連絡会 会長 宮城 博範 社会福祉施設等

市社会福祉普及推進校連絡会 会長 間世田 昇 学校

市ボランティア再編準備代表者会 代表 新原 明義 ボランティア

市障害者自立支援協議会 会長 川口 貴博 障害者団体

市共同募金委員会 会長 木脇 義紹 共同募金

市福祉事務所 所長 黒木 千晶 行政

県社会福祉協議会 次長 坂本 雅樹 県社協

市社会福祉協議会 会長 島津 久友 学識経験者

市社会福祉協議会 常務理事 杉元 智子 学識経験者

同志社大学社会学部 教授 永田 祐 助言者
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３．都城市社会福祉協議会事務局（令和２年度）

№ 所属 役職名 氏名 備考

都城市社会福祉協議会 事務局長 中村 健児

総務課 課長 大田 勝信

サテライト統括室 室長 児玉 誠

地域福祉課 課長 櫻田 賢治

生活支援課 課長 田村 真一郎

生活支援課 参事 森山 慎悟

在宅福祉課 課長 上野 誠

在宅福祉課 参事 髙橋 美佐子

点字図書館 館長 又木 勝人

子育ち応援課 課長 黒原 清美

地域福祉課 副課長 大牟田 智子

地域福祉課 係長 内田 文子 妻ケ丘担当

地域福祉課 主査 黒木 雄一 中 郷担当

地域福祉課 主事 下徳 真吾 横 市担当

地域福祉課 主事 内村 秀平 姫 城担当

地域福祉課 主事 岡村 詩織 小松原担当

地域福祉課 主事 岩﨑 美華 祝 吉担当

総務課 主事 仙波 愛美 五十市担当

地域福祉課 主事 松永 愛子 沖 水担当

地域福祉課 主事 松本 あかり 庄 内担当

地域福祉課 主事 井上 優子 志和池担当

子育ち応援課 主事 山元 明日香 西 岳担当

山之口サテライト 主査 下ノ薗 康浩 山之口担当

高城サテライト エリアマネジャー 宮川 文映 高 城担当

山田サテライト エリアマネジャー 山森 歌織 山 田担当

高崎サテライト 主査 坊地 清美 高 崎担当
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４．第４次都城市地域福祉活動計画 経過報告 
実施日 会議名 内容 参加者等

令和２年

４月 ３日 局内打合せ 協議／第４次計画のすすめ方 市社協２名

４月１０日 市地区社協連協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協連協３名

市社協２名

４月１６日 地区担当定例会① 協議／第４次計画のすすめ方 市社協１７名

５月１２日 経営会議 協議／第４次計画のすすめ方 市社協１２名

５月１３日 沖水地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協７名

市社協２名

５月２７日 中郷地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協６名

市社協２名

６月 ３日 沖水地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協６名

市社協２名

志和池地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協８名

市社協２名

６月 ８日 横市地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協５名

市社協２名

小松原地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協６名

市社協２名

西岳地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協４名

市社協２名

妻ケ丘地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協４名

市社協２名

６月 ９日 経営会議 協議／市策定委員について 市社協１２名

庄内地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協９名

市社協２名

五十市地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協７名

市社協２名

高城地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協１０名

生活支援 １名

市社協２名

６月１０日 沖水地区社協理事会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協１５名

市社協２名

６月１６日 祝吉地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協１０名

市社協２名

６月１８日 姫城地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協７名

市社協２名

６月２２日 山田地区社協役員会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協４名

市社協２名

包括１名

高崎地区社協理事会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協１３名

市社協３名

６月２４日 中郷地区社協役員会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協６名

包括１名

市社協３名

６月２５日 地区社協会長・事務局長会

議

会議／第４次計画のすすめ方 地区社協３０名

市社協１８名

６月２９日 五十市地区社協役員会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協６名

包括１名

市社協２名

６月３０日 山之口地区社協理事会 協議／第４次計画のすすめ方 地区社協７名

市社協２名
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７月 １日 志和池地区社協役員会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協５名

包括２名

市社協２名

７月 ６日 妻ケ丘地区社協役員会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協４名

市社協２名

７月 ８日 沖水地区社協役員会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協６名

包括１名

市社協２名

西岳地区社協理事会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協１１名

包括１名

市社協２名

７月１３日 横市地区社協役員会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協５名

包括１名

市社協２名

７月１４日 高城地区社協役員会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協 名

生活支援 １名

市社協 名

妻ケ丘地区理事会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協９名

地区館長１名

包括１名

市社協２名

７月１５日 五十市地区社協役員会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協６名

包括１名

市社協２名

庄内地区社協役員会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協１０名

白寿園２名

市民ｾﾝﾀｰ長 名

公民館長１名

包括１名

市社協３名

７月１６日 小松原地区社協理事会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協１０名

市社協３名

姫城地区社協役員会 策定作業① 振り返り、地域の課題抽出 地区社協５名

包括１名

市社協２名

７月２０日 横市地区社協理事会 協議／第４次計画のすすめ方

策定作業①の振り返り

地区社協１１名

市社協２名

７月２１日 祝吉地区社協役員会 策定作業①／振り返り、地域の課題抽出 地区社協９名

包括１名

市社協３名

７月２２日 中郷地区社協役員会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協６名

包括１名

市社協２名

７月２８日 山之口地区社協役員会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協６名

包括１名

市社協１名

９月 １日 山之口地区社協役員会 策定作業③／振り返り、地域の課題抽出 地区社協６名

包括１名

市社協２名

９月 ２日 中郷地区社協役員会 策定作業③／地域の課題抽出、目標設定 地区社協４名

包括１名

市社協３名

志和池地区社協役員会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協５名

包括１名

市社協２名
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９月 ３日 山田地区社協役員会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協５名

包括１名

市社協２名

９月 ８日 庄内地区社協役員会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協１３名

包括２名

市社協３名

９月１０日 小松原地区社協役員会 策定作業②／策定作業①の振り返り 地区社協５名

生活支援 ２名

市社協２名

９月１４日 横市地区社協理事会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協９名

包括１名

市社協２名

妻ケ丘地区社協役員会 策定作業③／地域の課題抽出、目標設定 地区社協４名

市社協２名

９月１８日 高崎地区社協理事会 策定作業①／地域の課題抽出 地区社協１１名

市社協３名

９月２９日 山之口地区社協役員会 策定作業④／地域の課題抽出、目標設定 地区社協５人

生活支援 ２名

包括１名

市社協２名

高城地区社協役員会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協１１人

生活支援 １名

包括１名

市社協３名

祝吉地区社協役員会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協９人

包括１名

市社協３名

９月３０日 小松原地区社協理事会 策定作業③／振り返り、地域の課題抽出 地区社協９名

生活支援 ２名

市社協２名

１０月７日 西岳地区社協役員会 策定作業②／地域の課題抽出 地区社協５名

包括１名

市社協２名

沖水地区社協役員会 策定作業②／振り返り、地域の課題抽出 地区社協６名

包括２名

市社協２名

志和池地区社協理事会 策定作業③／振り返り、地域の課題抽出 地区社協１１名

包括２名

市社協２名

１０月９日 山田地区社協役員会 策定作業③／地域の課題抽出、目標設定 地区社協４名

包括１名

市社協２名

五十市地区社協役員会 策定作業③／目標設定 地区社協６名

包括１名

市社協２名

１０月１２日 横市地区社協理事会 策定作業③／地域の課題抽出、目標設定 地区社協１１名

包括１名

市社協２名

妻ケ丘地区社協役員会 策定作業④／地区社協の目標設定 地区社協４名

市社協２名

１０月１３日 祝吉地区社協役員会 策定作業③／地区社協の目標設定 地区社協９人

包括１名

市社協２名

庄内地区社協役員会 策定作業③／地区社協の目標設定 地区社協９名

市民ｾﾝﾀｰ長 名

包括２名

市社協３名
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１０月１５日 姫城地区社協役員会 策定作業②／地域の課題抽出 地区社協６名

包括１名

市社協２名

１０月２１日 中郷地区社協役員会 策定作業④／地区社協の目標設定 地区社協４名

市社協３名

１０月２３日 高崎地区社協理事会 策定作業②／地域の課題抽出、目標設定 地区社協１０名

市社協３名

１０月２６日 妻ケ丘地区社協理事会 策定作業⑤／目標設定 地区社協１２名

市社協２名

包括１名

地区公民館１名

１０月２７日 山之口地区社協役員会 策定作業⑤／地域の課題抽出、目標設定 地区社協５人

生活支援 ２名

包括１名

市社協２名

１１月４日 西岳地区社協役員会 策定作業③／地域の課題抽出 地区社協５名

市社協２名

包括１名

沖水地区社協役員会 策定作業③ 振り返り、地域の課題抽出 地区社協６名

市社協２名

包括１名

小松原地区社協役員会 策定作業④／振り返り 地区社協４名

生活支援 １名

市社協２名

志和池地区社協役員会 策定作業④／振り返り、目標設定 地区社協５名

市社協２名

包括１名

１１月９日 横市地区社協理事会 策定作業④／地区社協の目標設定 地区社協１２名

市社協２名

包括１名

山田地区社協役員会 策定作業④／振り返り、地区社協の目標

設定、スローガン設定

地区社協４名

生活支援 名

市社協２名

包括１名

１１月１０日 五十市地区社協役員会 策定作業④／振り返り、目標設定 地区社協６名

包括１名

市社協１名

庄内地区社協役員会 策定作業④／振り返り 地区社協７名

市民ｾﾝﾀｰ長 名

包括１名

白寿園２名

市社協２名

１１月１２日 姫城地区社協役員会 策定作業③／地区社協の目標設定 地区社協６名

市社協２名

１１月１７日 高城地区社協役員会 策定作業③／振り返り 地区社協１１名

生活支援 １名

包括１名

市社協２名

山之口地区社協理事会 策定作業⑥／地域の課題抽出、目標設定 地区社協１７名

生活支援 ２名

包括１名

市社協２名

１１月２４日 小松原地区社協理事会 策定作業⑤／地区社協の目標設定 地区社協７名

市社協１名

１１月３０日 祝吉地区社協役員会 策定作業④／地区社協の目標設定 地区社協１０名

包括１名

市社協２名
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１２月 ２日 中郷地区社協役員会 策定作業⑤／理念・重点事業設定 地区社協５名

市社協２名

志和池地区社協役員会 策定作業⑤／理念・重点事業設定 地区社協６名

市社協２名

沖水地区社協役員会 策定作業④／地区社協の目標設定 地区社協６名

包括１名

市社協２名

１２月 ７日 山田地区社協役員会 策定作業⑤／重点事業の確認 地区社協５名

生活支援 １名

市社協２名

包括１名

１２月８日 庄内地区社協役員会 策定作業⑤／振り返り・理念 地区社協１１名

生活支援 １名

市民ｾﾝﾀｰ長１名

包括２名

市社協３名

五十市地区社協役員会 策定作業⑤／スローガン設定 地区社協６名

包括１名

市社協２名

１２月９日 西岳地区社協理事会 策定作業④／理念・重点事業、スローガ

ン設定

地区社協１１名

包括１名

市社協２名

１２月１０日 妻ケ丘地区社協理事会 策定作業⑥／理念・重点事業の確認 地区社協１２名

市社協２名

地区公民館１名

１２月１４日 横市地区社協理事会 策定作業⑤／理念・重点事業設定 地区社協１３名

市社協２名

包括１名

１２月１５日 高城地区社協役員会 策定作業④／地区社協の目標設定 地区社協１０名

生活支援 １名

包括１名

市社協１名

山之口地区社協役員会 策定作業⑦／地区社協の目標設定 地区社協７名

包括１名

市社協 名

１２月１６日 高崎地区社協理事会 策定作業③／理念・重点事業設定 地区社協１３名

包括１名

市社協２名

１２月２２日 祝吉地区社協役員会 策定作業⑤／地区社協のスローガン設

定

地区社協９名

包括１名

市社協２名

令和３年

１月 ５日

五十市地区社協役員会 策定作業⑥／最終確認 地区社協６名

包括１名

市社協２名

１月２６日 山之口地区社協役員会 策定作業⑧／スローガン決定 地区社協５名

市社協 名

１月２７日 高崎地区社協理事会 策定作業④／理念・重点事業、スローガ

ン設定の確認

地区社協１５名

市社協２名

１月２８日 姫城地区社協役員会 策定作業④／目標設定、スローガン設定 地区社協３名

市社協２名

１月２９日 活動計画スローガン職員ワ

ークショップ

計画スローガン決め 市社協１５名

２月８日 妻ケ丘地区社協役員会 策定作業⑦／最終確認 地区社協４名

市社協１名

小松原地区社協役員会 策定作業⑥／スローガン決定 地区社協４名

生活支援 ２名

市社協２名
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中郷地区社協役員会 策定作業⑥／スローガン決定 地区社協３名

市社協１名

山田地区社協役員会 策定作業⑥／最終確認 地区社協５名

生活支援 １名

市社協１名

包括 名

２月９日 高城地区社協役員会 策定作業⑤／スローガン決定 地区社協１０名

生活支援 １名

市社協 名

志和池地区社協役員会 策定作業⑥／最終確認、スローガン決定 地区社協６名

包括１名

市社協１名

祝吉地区社協役員会 策定作業⑥／スローガン決定 地区社協７名

包括１名

市社協２名

庄内地区社協役員会 策定作業⑥／スローガン決定 地区社協２名

市民ｾﾝﾀｰ長 名

市社協７名

２月１０日 横市地区社協役員会 策定作業⑥／スローガン決定 地区社協５名

包括１名

市社協２名

姫城地区社協役員会 策定作業⑤／スローガン決定 地区社協４名

市社協１名

３月１日 市社協第４回理事会 議案上程／計画素案

３月１６日 市社協第３回評議員会 議案上程／計画素案

市計画策定委員会（書面） 書面審議／計画素案

６月２日 市社協第１回理事会 議案上程／計画最終案

６月１６日 市社協第１回評議員会 議案上程／計画最終案
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５．調査概要

（１）調査の目的
　　　第３次都城市地域福祉活動計画が令和２年度で最終年度を迎える。第３次活動計画策定後
　　も少子高齢化の一層の進展や人口減少による地域の担い手不足、社会的孤立、虐待問題など
　　地域課題は深刻化し、加えて新型コロナウイルスの世界的感染拡大で、経済も衰退し社会生
　　活も変容を余儀なくされてしまうようになった。このような社会情勢に対応した第４次活動
　　計画に資するため、地域住民に対してアンケート調査を実施する。

（２）調査対象
　　　小学校3年生以上の都城市在住者

（３）調査期間
　　　令和２年８月から令和２年１２月まで
　
（４）調査方法
　　　無記名、選択式によるアンケート調査票での集合調査（一部、後日回収）

（５）アンケート回収数
　　　２，０３０（小学生９２１、中学・高校生５９４、専門学校・大学・一般５１５）
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５．調査概要

（１）調査の目的
　　　第３次都城市地域福祉活動計画が令和２年度で最終年度を迎える。第３次活動計画策定後
　　も少子高齢化の一層の進展や人口減少による地域の担い手不足、社会的孤立、虐待問題など
　　地域課題は深刻化し、加えて新型コロナウイルスの世界的感染拡大で、経済も衰退し社会生
　　活も変容を余儀なくされてしまうようになった。このような社会情勢に対応した第４次活動
　　計画に資するため、地域住民に対してアンケート調査を実施する。

（２）調査対象
　　　小学校3年生以上の都城市在住者

（３）調査期間
　　　令和２年８月から令和２年１２月まで
　
（４）調査方法
　　　無記名、選択式によるアンケート調査票での集合調査（一部、後日回収）

（５）アンケート回収数
　　　２，０３０（小学生９２１、中学・高校生５９４、専門学校・大学・一般５１５） 地
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い
な

い
事

○
道
が

狭
く

て
歩

道
が
な

い
か

ら
危

な
い

○
人
通

り
が

な
い

か
ら
不

審
者

が
出

そ
う

〇
友
達

に
相

談
し

て
い
る

の
で

な
い

で
す

〇
家
に

ゴ
ミ

が
捨

て
ら
れ

て
困

っ
て

い
る

○
駐
車

場
で

サ
ッ

カ
ー
を

し
て

遊
ん

で
い

る

○
道
が

狭
い

の
に

、
車
の

ス
ピ

ー
ド

が
速

い

〇
原
口

公
園

に
時

計
が
な

い
の

で
困

っ
て

い
る

〇
平
江

第
一

公
園

に
犬
の

糞
が

も
の

す
ご

く
あ

る

〇
兄
と

の
口

げ
ん

か
が
、

年
々

激
し

く
な

っ
て

い
る

○
時
々

、
道

路
に

く
ぼ
み

が
あ

っ
て

、
こ

け
た

事
が
あ

る

〇
運
動

会
地

区
ご

と
で
す

る
み

た
い

、
コ

ロ
ナ

不
安
で

す

〇
登
校

中
に

死
角

に
な
っ

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

っ
て
危

な
い

〇
台
風

の
後

に
、

通
学
路

に
、

竹
や

木
の

棒
が

落
ち
て

い
る

〇
同
級

生
が

ス
ト

レ
ス
発

散
の

為
に

お
尻

と
か

叩
い
て

き
ま

す

〇
友
達

と
ケ

ン
カ

を
し
て

解
決

も
し

て
い

な
い

で
変
な

気
持

ち

〇
学
校

で
い

じ
め

が
あ
っ

て
、

嫌
な

思
い

を
し

て
い
る

子
が

い
る

〇
最
近

は
災

害
や

コ
ロ
ナ

で
外

に
出

ら
れ

ず
体

調
を
壊

し
て

い
る

事

〇
親
友

が
別

の
友

達
と
ず

っ
と

話
し

て
い

て
私

の
事
を

無
視

し
て

く
る

〇
コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
が
怖

く
て

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
れ

な
い

○
ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

を
見
す

ぎ
の

人
が

変
な

言
葉

を
使
っ

て
い

る
の

で
う

る
さ

い

〇
中
学

校
の

野
球

で
、
中

学
校

の
チ

ー
ム

か
公

式
の
チ

ー
ム

に
行

こ
う

か
悩

ん
で
い

る

〇
工
事

時
間

を
設

定
し
て

何
時

～
何

時
ま

で
で

す
と
い

う
の

を
民

家
に

教
え

て
欲
し

い

〇
午
後

5
時
に

は
家

に
帰
る

け
ど

習
い

事
が

あ
っ

て
、
ど

う
し

た
ら

い
い

か
わ

か
ら
な

い

〇
地
球

温
暖

化
で

自
分
達

の
未

来
は

ど
う

な
っ

て
行
く

の
か

、
コ

ロ
ナ

は
ま

だ
収
束

し
な

い
の

か

〇
先
生

が
「

遊
び

た
く
な

い
人

と
は

遊
び

た
く

な
い
と

言
い

な
さ

い
」

と
言

っ
た
の

で
、

友
達

に

遊
び

た
く

な
い

と
言
っ

た
の

に
、

つ
い

て
く

る
、
ち

ょ
っ

か
い

を
出

し
て

く
る
、

け
ん

か
を

売
っ

て
く

る
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
(
小
学
生
）

【
１

５
地

区
】

問
11

住
ん
で

い
る

地
区
で

気
に

な
る

こ
と

が
あ

れ
ば
書

い
て

く
だ

さ
い

〇
犬
の

糞
が

あ
る

○
田
舎

だ
な

〇
針
金

が
落

ち
て

い
る

○
助
け

合
い

○
蜂
の

巣
が

出
来

た
事

○
人

数
が

多
い

事

○
停
電

し
て

も
す

ぐ
つ
く

〇
近

く
に

お
店

が
な

い

○
地
域

の
人

が
心

配
で
す

〇
公

園
や

墓
地

が
汚

い

〇
歩
道

が
狭

い
か

ら
心
配

〇
た
ま

に
犬

が
脱

走
す
る

〇
有
名

な
も

の
が

少
な
い

〇
ど
ん

ど
ん

祭
は

あ
る
の

か

○
バ
イ

ク
の

音
が

う
る
さ

い

○
歩
道

が
狭

い
の

で
車
が

怖
い

〇
生
き

物
の

死
骸

が
よ
く

あ
る

〇
公
園

の
花

を
取

る
人
が

い
る

○
遊
ぶ

場
所

が
道

路
で
危

な
い

○
草
で

、
来

る
車

が
見
え

な
い

〇
な
ぜ

、
６

月
灯

が
な
い

の
か

〇
車
庫

が
こ

わ
れ

る
か
気

に
な

る

〇
何
処

か
ら

何
処

ま
で
が

校
区

内
か

〇
ゴ
ミ

出
し

日
が

守
ら
れ

て
い

な
い

〇
不
審

者
と

思
う

怪
し
い

人
が

い
た

〇
公
園

が
少

な
い

、
作
っ

て
欲

し
い

〇
子
ど

も
が

地
区

で
１
人

し
か

い
な

い

○
ポ
イ

捨
て

し
て

い
る
事

が
気

に
な

る

○
近
く

に
沢

山
、

お
店
が

あ
る

の
が

い
い

所

〇
大
き

な
木

が
倒

れ
て
来

な
い

か
気

に
な

る

〇
他
に

ど
ん

な
行

事
が
あ

る
か

知
り

た
い

で
す

○
学
童

が
近

く
だ

っ
た
ら

い
い

な
、

公
園

が
近

い

〇
猫
は

飼
っ

て
は

い
け
な

い
の

に
飼

っ
て

る
人

が
い
る

〇
コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の
影

響
で

地
区

の
行

事
が

減
っ
た

〇
登
校

中
に

後
ろ

か
ら
く

る
中

学
生

が
乗

っ
て

い
る
自

転
車

○
草
が

ボ
ウ

ボ
ウ

で
草
負

け
し

ま
す

、
草

に
毛

虫
が
い

ま
す

〇
大
型

の
ト

ラ
ッ

ク
の
せ

い
で

道
路

が
少

し
壊

れ
て
い

る
事

〇
ま
た

地
区

の
行

事
が
安

全
に

で
き

る
よ

う
に

な
っ
て

ほ
し

い

〇
友
達

が
こ

っ
ち

の
方
に

少
な

く
て

一
緒

に
帰

る
人
が

い
ま

せ
ん

○
夜
に

な
る

と
、

と
て
も

暗
い

か
ら

蛍
光

灯
を

付
け
た

方
が

い
い

〇
私
の

住
ん

で
い

る
地
区

で
は

決
ま

り
を

守
れ

て
い
な

い
人

が
多

い

〇
家
の

前
の

道
路

で
「
や

っ
ほ

ー
」

な
ど

さ
け

ん
で
い

る
人

が
い

て
怖

い

〇
ブ
ラ

ン
コ

な
ど

が
古
く

て
不

安
。

電
柱

の
電

気
が
つ

く
の

が
遅

く
て

不
安

〇
ゴ
ミ

を
捨

て
る

場
所
の

ゴ
ミ

が
穴

を
あ

け
ら

れ
て
中

身
が

出
て

き
て

い
る

事

〇
運
動

公
園

が
工

事
し
だ

し
た

ら
登

校
す

る
道

が
ど
う

な
る

の
か

気
に

な
り

ま
す

○
友
達

と
遊

ぶ
時

に
遊
ぶ

所
が

な
い

。
（

公
園

や
広
場

な
ど

遊
べ

る
所

が
ほ

し
い
）

〇
男
の

子
達

が
マ

ン
シ
ョ

ン
の

下
で

遊
ん

で
い

る
、
車

が
通

る
の

で
危

な
い

と
思
う

〇
地
区

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
方

は
、

ど
ん

な
事

を
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
し

て
や

っ
て
い

る
の

か

〇
さ
る

が
出

て
く

る
、
イ

ノ
シ

シ
が

出
る

、
ヘ

ビ
が
出

て
く

る
、

た
ぬ

き
が

い
っ
ぱ

い
い

る

〇
台
風

の
後

、
必

ず
木
が

倒
れ

て
（

倒
れ

そ
う

に
な
っ

て
）

い
る

の
で

木
を

切
っ
て

欲
し

い
で

す

〇
3
年
生

の
男

の
子

が
女
の

子
に

う
ざ

い
や

、
ち

く
ち
く

言
葉

を
言

っ
て

い
る

事
が
ち

ょ
っ

と
気

に
入

ら
な

い

○
横
断

歩
道

の
近

く
に
あ

る
オ

レ
ン

ジ
色

の
ポ

ー
ル
の

よ
う

な
物

が
壊

れ
て

い
て
危

な
い

大
型

車
の

交
通

量
が
多

い

○
学
校

の
通

学
し

て
い
る

時
に

高
速

道
路

の
近

く
に
短

い
道

路
が

あ
る

か
ら

信
号
機

も
点

い
て

い
な

く
て

轢
か

れ
そ

う
で

怖
い
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
(
小
学
生
）

【
１

５
地

区
】

5
95
 

9
4 

2
13
 

0
2
00

4
00

6
00

8
00

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

5
72
 

6
93
 

5
35
 

3
83
 

5
74
 

3
56
 

3
44
 

6
05
 

7
3 

2
5 

1
1 

0
2
00

4
00

6
00

8
00

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る

住
民
が
元
気

近
所
で
の
助
け
合
い
が
で
き
て
い
る

困
り
ご
と
の
相
談
場
所
が
あ
る

子
ど
も
の
遊
び
場
が
あ
る

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る

様
々
な
人
々
の
交
流
の
場
が
あ
る

買
物
や
通
院
が
容
易

そ
の
他

特
に
な
い

分
か
ら
な
い

問
1
3

住
ん

で
い
る

地
区
が
５

年
後

ど
う

な
っ
て

い
て
欲
し

い
で

す
か

（
複

数
回
答

）

「
そ
の

他
」

の
意

見

〇
ど

う
で

も
い

い
〇
ゴ

ミ
が

無
い

綺
麗

な
所

○
年

配
の

人
や

子
供
達

が
触

れ
合

う
場

所

〇
環

境
に

や
さ

し
い

〇
物

が
全

部
タ

ダ
（

無
料
）

〇
交
通

の
便

が
も
っ

と
発

達
し

て
ほ

し
い

〇
実

験
場

が
ほ

し
い

〇
近

く
に

プ
ー

ル
が

ほ
し
い

〇
公
園

や
広

場
が
沢

山
あ

っ
て

ほ
し

い

〇
犯

罪
や

事
故

０
の

街
○
袋

が
無

料
に

な
っ

て
い
る

○
友
達

の
家

が
近
く

に
な

っ
て

ほ
し

い

〇
人

に
優

し
く

で
き

る
〇
図

書
館

が
あ

っ
て

ほ
し
い

〇
コ
ロ

ナ
が

終
わ
っ

て
ほ

し
い

!
 
  
 
 
 

〇
猫

や
犬

を
捨

て
な

い
○
ド

ッ
グ

ラ
ン

が
あ

る
世
界

〇
ロ
ボ

ッ
ト

が
た
く

さ
ん

あ
る

〇
エ

コ
で

き
る

暮
ら

し
○
池

が
あ

る
と

い
い

な
○
明

る
く

楽
し

い
場
所

が
あ

る

〇
子

ど
も

会
で

行
事

で
色
ん

な
事

を
す

る

○
す

ぐ
に

違
う

都
道

府
県
や

外
国

に
行

け
る

○
黒

板
で

書
い

た
所

が
3Ｄ

で
映

る
事

が
で

き
る

〇
安

全
で

み
ん

な
思

い
や
り

を
持

っ
て

い
る

地
区

○
雄

児
石

地
区

に
も

っ
と
子

供
が

住
ん

で
ほ

し
い

〇
色

々
な

国
の

人
で

学
校
に

行
け

な
い

子
の

募
金

〇
事

故
や

事
件

が
な

く
、
み

ん
な

が
楽

し
く

暮
ら

せ
る
と

こ
が

あ
る

〇
観

光
ス

ポ
ッ

ト
が

出
来
て

い
る

（
色

ん
な

ス
ポ

ッ
ト
が

増
え

て
い

る
）

○
遊

園
地

や
シ

ョ
ピ

ン
グ
モ

ー
ル

な
ど

の
遊

ぶ
施

設
が
で

き
て

ほ
し

い

問
1
2

住
ん

で
い
る

地
区
の
た

め
に

何
か

役
に
立

ち
た
い
と

思
い

ま
す

か
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
(
小
学
生
）

【
１

５
地

区
】

問
1
4

コ
ロ

ナ
禍

で
、

気
づ
い

た
こ

と
・

大
切

だ
と

思
っ
た

こ
と

・
不

安
だ

と
思

っ
た

こ
と

を
書

い
て

く
だ
さ

い
。

〇
自

然
が

大
切

○
家

族
を

守
る

事

〇
人

と
人

と
の

助
け

合
い

〇
表

情
を

作
る

の
が

大
切

〇
リ

サ
イ

ク
ル

な
ど

家
の
管

理

〇
家

に
入

っ
て

ス
リ

ッ
パ
を

は
く

○
草

が
ボ

ー
ボ

ー
に

な
っ
て

い
る

○
健

康
の

為
に

毎
朝

、
熱
を

測
る

〇
ゲ

ー
ム

し
す

ぎ
て

、
睡
眠

不
足

〇
ど

う
し

て
コ

ロ
ナ

が
発
生

し
た

の
か

〇
コ

ロ
ナ

が
早

く
収

束
し
て

欲
し

い
で

す

〇
掃

除
を

し
な

い
と

い
け
な

い
と

思
っ

た

〇
ほ

と
ん

ど
家

に
い

た
か
ら

苦
し

か
っ

た

〇
地

域
の

人
と

、
し

っ
か
り

交
流

で
き

る
か

〇
コ

ロ
ナ

の
せ

い
で

、
死
ぬ

人
が

沢
山

い
る

〇
家

に
い

る
だ

け
で

命
を
防

げ
る

と
気

付
い

た

〇
学

校
に

行
か

な
い

っ
て
、

幸
せ

だ
と

思
っ

た

○
マ

ス
ク

を
着

け
る

の
が
息

苦
し

く
て

気
に

な
る

○
ス

ト
レ

ス
が

た
ま

る
、
小

さ
い

事
で

暴
言

を
吐

く

〇
コ

ロ
ナ

に
か

か
っ

た
人
達

を
差

別
し

な
い

と
い

う
事

〇
守

ら
な

き
ゃ

い
け

な
い
事

は
、

し
っ

か
り

守
る

こ
と

〇
家

族
と

の
時

間
が

多
く
と

れ
ま

し
た

、
勉

強
が

楽
し
い

〇
み

ん
な

元
気

に
暮

ら
す
こ

と
は

大
切

だ
と

思
い

ま
し
た

〇
兄

弟
と

毎
日

一
緒

に
い
る

の
で

、
よ

く
ケ

ン
カ

し
ま
し

た

○
大

切
だ

と
思

っ
た

事
は
、

み
ん

な
の

命
と

自
分

の
命
で

す

〇
み

ん
な

（
友

達
・

家
族
な

ど
）

と
話

す
事

の
大

切
さ
で

す

〇
学

校
は

大
事

、
暇

、
家
の

w
if
i
 設

備
は

や
っ

と
い
て

欲
し

い

〇
皆

で
色

ん
な

対
策

や
協
力

を
す

る
事

が
大

切
だ

と
思
い

ま
し

た

〇
コ

ロ
ナ

に
な

っ
て

も
す
ぐ

に
な

お
る

薬
が

早
く

出
来
て

欲
し

い

〇
自

分
の

家
族

や
自

分
が
か

か
っ

て
し

ま
っ

た
ら

差
別
さ

れ
な

い
か

〇
都

城
が

コ
ロ

ナ
に

な
る
か

心
配

、
地

球
全

体
に

広
が
っ

た
ら

嫌
だ

○
川

や
用

水
路

に
流

さ
れ
な

い
よ

う
に

気
を

付
け

よ
う
と

思
い

ま
す

〇
自

分
達

の
出

来
る

事
を
し

っ
か

り
す

る
こ

と
が

大
切
だ

と
思

っ
た

〇
気

付
い

た
の

は
家

族
と
協

力
す

る
の

は
楽

し
い

、
友
達

と
会

え
な

い

〇
友

達
と

か
家

族
と

か
先
生

と
か

に
コ

ロ
ナ

に
か

か
ら
な

い
で

ほ
し

い

○
友

達
と

会
え

る
の

は
大
切

で
、

す
べ

て
を

あ
た

り
ま
え

と
思

わ
な

い

〇
「

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
が
目

か
ら

も
入

る
」

と
聞

い
て
不

安
だ

と
思

っ
た

〇
自

粛
期

間
中

、
友

達
に
会

え
な

か
っ

た
け

ど
、

前
向
き

に
考

え
て

い
た

○
僕

の
力

で
コ

ロ
ナ

感
染
者

が
一

人
で

も
減

っ
た

ら
い
い

な
ー

と
思

っ
た

○
運

動
を

し
な

い
と

、
ス
ト

レ
ス

に
な

る
か

ら
運

動
は
大

切
だ

と
思

い
ま

す

〇
み

ん
な

、
ち

ゃ
ん

と
自
粛

し
て

、
3密

を
守

る
事

が
大
切

だ
と

思
い

ま
し

た

○
手

洗
い

、
う

が
い

、
消
毒
,
マ
ス

ク
換

気
、

を
す

る
こ
と

が
大

切
だ

と
思

う

〇
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

に
か
か

っ
て

し
ま

っ
た

人
に

早
く
治

っ
て
ほ
し

い
と

思
う

〇
地

震
が

起
き

た
時

に
物
が

倒
れ

な
い

様
に

Ｌ
字

金
具
な

ど
を
付
け

た
ら

い
い

〇
休

み
の

日
が

多
く

て
つ
ま

ら
な

か
っ

た
、

マ
ス

ク
を
一

日
着
け
て

い
て

大
変

〇
先

生
方

や
、

お
家

の
人
な

ど
の

沢
山

の
人

達
に

感
謝
し

た
い
と
思

い
ま

し
た

〇
「

大
丈

夫
」

と
い

う
よ
う

な
人

の
心

の
持

ち
方

な
ど
は

大
事

だ
と

思
い

ま
し

た

〇
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
の
会

話
で

祭
り

や
運

動
会

を
や
っ

た
ら

い
い

と
気

付
い

た
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
(
小
学
生
）

【
１

５
地

区
】

問
1
4

コ
ロ

ナ
禍

で
、

気
づ
い

た
こ

と
・

大
切

だ
と

思
っ
た

こ
と

・
不

安
だ

と
思

っ
た

こ
と

を
書

い
て

く
だ
さ

い
。

(前
頁
か

ら
の

続
き
)

〇
こ
の

経
験

を
活

か
し
て

新
た

な
病

気
が

出
た

時
に
対

策
を

し
よ

う
と

思
い

ま
し
た

〇
家
に

い
る

時
ず

っ
と
一

人
だ

っ
た

の
で

一
人

で
生
活

す
る

こ
と

も
大

切
だ

と
思
っ

た

〇
こ
れ

か
ら

、
も

し
コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
が

収
ま

ら
な
か

っ
た

ら
ど

う
し

よ
う

と
思
っ

た

○
夏
も

マ
ス

ク
を

し
な
い

と
い

け
な

い
か

ら
、

熱
中
症

に
な

っ
て

い
る

人
が

い
て
不

安

○
お
ば

あ
ち

ゃ
ん

や
、
お

じ
い

ち
ゃ

ん
な

ど
が

コ
ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

に
か

か
ら

な
い
か

不
安

○
コ
ロ

ナ
が

な
か

っ
た
ら

、
学

校
や

外
に

出
る

事
が
出

来
た

け
ど

今
は

出
て

な
い
か

ら
心

配

〇
自
分

も
か

か
ら

な
い
か

心
配

だ
け

ど
、

も
し

、
う
つ

っ
た

時
に

違
う

人
に

う
つ
す

の
も

心
配

〇
あ
た

り
前

の
日

常
に
感

謝
す

る
事

が
で

き
ま

し
た
。

こ
れ

か
ら

ど
う

な
っ

て
い
く

の
か

不
安

〇
イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（
電

話
な

ど
）

で
、

学
級

の
友
達

と
し

ゃ
べ

る
事

が
で

き
て
嬉

し
か

っ
た

○
コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の
影

響
で

休
校

に
な

っ
て

学
習
が

進
ま

な
く

な
っ

て
不

安
だ
と

思
い

ま
し

た

〇
コ
ロ

ナ
休

み
の

せ
い
で

、
た

ま
に

7
時
間

の
週

が
あ
っ

て
つ

ら
い

、
コ

ロ
ナ

休
み
の

宿
題

が
多

い

○
コ
ロ

ナ
を

倒
し

た
い

!!
 
み
ん

な
に

や
さ

し
く

す
る
、
絶
対

に
コ

ロ
ナ

に
な

ら
な
い

よ
う

に
頑

張
る

○
人
と

あ
ま

り
交

流
が
出

来
な

い
か

ら
、

ど
ん

な
事
が

あ
っ

た
か

な
ど

色
ん

な
事
が

分
か

ら
な

く
な

る

○
家
に

い
る

事
が

増
え
、

な
か

な
か

何
処

に
も

行
け
ず

、
で

も
、

家
で

も
楽

し
く
出

来
る

様
に

し
ま

し
た

○
買
物

に
行

く
と

、
水
が

無
い

、
パ

ン
も

売
り

切
れ
で

無
い

、
必

要
な

物
を

必
要
な

分
だ

け
買

う
事

が
大

切

〇
私
は

マ
ス

ク
が

暑
く
て

外
し

た
り

し
て

い
た

の
で
一

人
で

い
る

場
所

を
見

つ
け
て

少
し

休
憩

し
た

り
し

よ
う

と
思

い
ま

し
た

○
友
達

が
元

気
か

ど
う
か

が
不

安
。

も
う

一
回

外
に
出

れ
な

か
っ

た
事

が
あ

る
か
ら

、
次

に
備

え
て

食
べ

物
の

買
い

溜
め
を

し
て

お
く

〇
コ
ロ

ナ
で

世
界

が
全
滅

す
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
思
っ

て
め

ち
ゃ

く
ち

ゃ
不

安
だ
っ

た
。

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
に

な
っ

て
い

る
人

は
大
変

だ
な

ぁ
と

思
っ

た

○
自
分

が
、

か
か

ら
な
け

れ
ば

い
い

や
と

思
っ

て
い
た

け
ど

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル
ス

は
学

校
な

ど
が

休
み

に

な
る

ま
で

大
変

な
病
気

だ
と

思
い

ま
し

た

〇
コ
ロ

ナ
で

売
り

上
げ
が

落
ち

て
い

る
所

も
あ

っ
て
大

変
そ

う
だ

っ
た

け
れ

ど
逆
に

売
り

上
げ

が
上

が

っ
て

い
る

所
も

あ
っ
た

か
ら

不
思

議
だ

な
と

思
っ
た

〇
今
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
ィ

ル
ス

で
か

か
っ

て
い

る
人
も

い
て

頑
張

っ
て

い
る

に
も
関

わ
ら

ず
飲

み
会

に

行
っ

た
り

す
る

の
は
、

ど
う

な
の

か
と

思
い

ま
し
た

〇
感
染

が
広

が
っ

て
い
て

、
も

っ
と

前
か

ら
新

型
コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

対
策

を
し
て

い
た

ら
、

こ
こ

ま
で

感
染

し
た

人
は
出

な
か

っ
た

ん
だ

ろ
う

と
思
い

ま
し

た

〇
み
ん

な
の

お
か

げ
で
支

え
ら

れ
て

い
る

か
ら

、
あ
ま

り
怖

く
な

い
け

ど
コ

ロ
ナ
に

負
け

な
い

様
に

栄
養

の
良

い
物

を
食
べ

る
。

予
防

す
る

。
体

力
づ
く

り
を

す
る

〇
コ
ロ

ナ
を

受
け

付
け
て

い
る

病
院

が
少

な
い

の
で
、

コ
ロ

ナ
を

受
け

付
け

て
い
る

病
院

を
も

う
少

し

増
や

し
て

ほ
し

い

〇
友
達

と
逢

っ
た

り
遊
ん

だ
り

す
る

の
が

、
あ

た
り
前

だ
っ

た
け

ど
、

外
に

出
る
事

が
で

き
な

い
生

活
で

当
た

り
前

の
事

が
出
来

な
く

な
っ

た
か

ら
、

あ
た
り

前
を

大
切

に
し

て
い

き
た
い

○
コ
ロ

ナ
で

行
事

が
な
く

な
っ

て
、

色
ん

な
活

動
を
す

る
事

が
出

来
な

か
っ

た
時
、

色
ん

な
人

が
少

し

で
も

、
私

達
に

何
か
し

よ
う

と
頑

張
っ

て
く

れ
た
か

ら
、

地
域

の
人

、
は

大
切
だ

な
ぁ

と
思

い
ま

し
た

〇
私
は

コ
ロ

ナ
で

休
み
や

、
外

に
出

る
事

が
出

来
な
い

事
は

い
い

と
思

い
ま

す
、
コ

ロ
ナ

は
危

な
い

か
ら

で
す

、
今

ま
で
の

普
通

の
生

活
が

戻
ら

な
く
な

っ
た

こ
と

、
み

ん
な

が
元
気

に
し

て
い

る
か

、

感
染

予
防

が
大

切
だ
と

思
い

ま
す

○
コ
ロ

ナ
で

分
散

登
校
に

な
っ

て
友

達
に

会
え

な
か
っ

た
け

ど
、

楽
し

く
出

来
た
の

で
良

か
っ

た
で

す

外
に

出
れ

な
く

な
る
と

、
ス

ト
レ

ス
が

原
因

で
自
殺

を
す

る
人

も
い

る
の

で
、
ち

ょ
っ

と
恐

い
な

と
思

い
ま

し
た

、
ス
ト

レ
ス

が
溜

ま
っ

た
ら

相
談
す

る
事

が
大

切
だ

と
思

い
ま
し

た

〇
昨
年

ま
で

は
普

通
に
行

け
て

た
学

校
が

今
年

に
な
り

コ
ロ

ナ
で

休
校

に
な

り
い
つ

も
は

、

「
学
校

だ
り

ぃ
ー

」
と
心

の
中

で
思

っ
て

い
ま

し
た
。

休
校

中
は

「
学

校
行

き
て
ー

」
に

変
わ

り
ま

し
た

学
校

の
大

切
さ

楽
し
み

さ
を

習
い

ま
し

た
、

後
の
小

学
校

最
後

の
生

活
を

楽
し
み

た
い

で
す
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
中
学
・
高
校
生
）

【
１

５
地

区
】

4
5 

2
86
 

2
63
 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

問
３

都
城

市
社
協

を
知
っ
て

い
ま

す
か

2
5 

1
18
 

4
50
 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

問
４

あ
な

た
の
住

ん
で
い
る

ま
ち

の
地

区
社
協

を
知
っ
て

い
ま

す
か

5
59

3
5 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

中
学
生

高
校
生

問
１

あ
な

た
の
年

齢
区
分
は 1

6
1

3
2

1
7

1
5 2
0

5
4

2
7

1
1

2
2

1
2

1
33

2
6

1
51

1
2

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
00

1
20

1
40

1
60

姫
城

妻
ケ
丘

小
松
原

祝
吉

五
十
市

横
市

沖
水

志
和
池

庄
内

西
岳

中
郷

山
之
口

高
城

山
田

高
崎

問
２

あ
な

た
の
住

ん
で
い
る

地
区

は

1
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8
 
ペ
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
中
学
・
高
校
生
）

【
１

５
地

区
】

2
7 

5
4 

1
36
 

1
75
 

2
02

0
5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

週
１
回
以
上

月
に
１
回
程
度

半
年
に
１
回
程
度

年
に
１
回
程
度

参
加
し
た
こ
と
が
な
い

問
６

過
去

1
年
間

に
ど
れ
く

ら
い

の
回

数
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動

に
参

加

し
ま

し
た
か

「
参
加

し
た

こ
と

が
な

い
」
理

由

〇
面

倒
く

さ
い

〇
い

つ
、

ど
ん
な

取
り

組
み

が
あ

る
か

分
か
ら

な
い

か
ら

〇
時

間
が

な
い

〇
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

自
体

あ
ま

り
行

わ
れ

て
い
な

い
か

ら

〇
子

ど
も

だ
か

ら
〇
プ

リ
ン

ト
を
親

に
見

せ
る

の
を

忘
れ

る
か
ら

〇
興

味
が

な
い

か
ら

〇
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

を
や

る
よ

う
な

地
区

じ
ゃ
な

い

〇
受

験
勉

強
の

た
め

〇
コ

ロ
ナ

の
影
響

で
で

き
な

か
っ

た

〇
日

に
ち

が
合

わ
な

い
○
連

れ
て

行
っ
て

も
ら

っ
て

い
な

い

〇
引

っ
越

し
て

来
た

為
〇
親

に
許

可
を
も

ら
え

な
か

っ
た

か
ら

〇
参

加
し

た
覚

え
が

な
い

〇
参

加
強

制
で
は

な
か

っ
た

か
ら

〇
す

る
気

が
お

き
な

っ
た

〇
参

加
す

る
機
会

が
な

か
っ

た
か

ら

〇
何

も
言

わ
れ

て
い

な
い
か

ら
〇

学
校

の
ボ
ラ

テ
ィ

ア
を

し
て

い
た

「
そ
の

他
」

の
意

見

〇
バ

ザ
ー

〇
マ
ラ
ソ

ン
大

会
〇
ゴ

ミ
拾
い

〇
地
区

の
公

園
の
草

刈
り

〇
十

五
夜

〇
あ
い
さ

つ
運

動
〇
グ

ラ
ン
ド

ゴ
ル

フ
〇
朝

の
体
操

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

1
74
 

3
42
 

1
59
 

6
8 

6
2 

4
8 

1
0 

1
39
 

2
8 

0
5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

3
00

3
50

4
00

一
斉

清
掃

お
祭
り

運
動
会

資
源

回
収

文
化
祭

防
災

訓
練

そ
の
他

参
加
し
た
こ
と
が
な
い

地
区
の
行
事
を
知
ら
な
い

問
５

過
去

1
年
間

に
地
区
の

ど
の

よ
う

な
行
事

に
参
加
し

ま
し

た
か

（
複

数
回
答

）
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
中
学
・
高
校
生
）

【
１

５
地

区
】

6
5 

7
6 

8
 

2
03
 

2
7 

4
5 

5
8 

9
 

7
6 

2
6 

0
5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

高
齢
者
・
障
害
者
を
対
象
と
し
た
活
動

子
ど
も
や
青
少
年
を
対
象
と
し
た
活
動

被
災
者
支
援
活
動

自
然
・
環
境
保
護
活
動

芸
術
・
文
化
に
関
す
る
活
動

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
活
動

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
運
営
ス
タ
ッ
フ

国
際
交
流
・
国
際
協
力
活
動

募
金
活
動

そ
の
他

問
７

（
問
６

で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動

に
参

加
し
た

こ
と
が
あ

る
と

回
答

し
た

方
に
お
聞

き
し

ま
す

）

そ
れ

は
、
ど

の
よ
う
な

活
動

で
し

た
か
（

複
数
回
答

） 1
92
 

1
55
 

1
90
 

3
50
 

9
 

1
26
 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

家
族
で
避
難
場
所
を
確
認

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止

非
常
持
出
品
の
準
備

飲
食
料
品
の
備
蓄

そ
の
他

特
に
備
え
は
し
て
い
な
い

2
47

2
26

1
09
 

0
5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

3
00

一
次
・
二
次
避
難
所
と
も
に
知
っ
て
い
る

一
次
避
難
所
の
み
知
っ
て
い
る

一
次
・
二
次
避
難
所
ど
ち
ら
も
知
ら
な
い

問
９

自
分

の
住
ん

で
い
る
近

く
の

避
難

所
を
知

っ
て
い
ま

す
か

「
そ
の

他
」

の
意

見

〇
ラ

ジ
オ

体
操

〇
中

学
校

の
校

門
に
出

て
車

に
乗

っ
て

い
る

人
に
挨

拶
し

た

〇
キ

ャ
ッ

プ
集

め
〇
学

校
で

の
歳

末
助
け

合
い

募
金

な
ど

〇
運

動
公

園
の

清
掃

〇
地

区
イ

ベ
ン

ト
な
ど

で
の

演
奏

〇
学

校
の

奉
仕

作
業

〇
地

域
の

交
流

を
深
め

る
活

動

「
そ
の

他
」

の
意

見

〇
屋

根
が

飛
ば

な
い

様
硬
い

ひ
も

で
固

定
す

る
〇

雨
戸

を
閉

め
る

〇
ラ

ジ
オ

、
懐

中
電

灯
の

問
８

あ
な

た
や
あ

な
た
の
家

族
は

地
震

や
台
風

に
対
し
て

ど
の

よ
う

な
準
備

を
し
て
い

ま
す

か

（
複

数
回
答

）

3
 
/
 
8
 
ペ

ー
ジ

地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
中
学
・
高
校
生
）

【
１

５
地

区
】

問
1
0

普
段

の
生
活

の
中
で
困

っ
て

い
る

こ
と
や

悩
み
が
あ

れ
ば

書
い

て
く
だ

さ
い
、

〇
平

和

○
お

金
が

欲
し

い

○
学

校
の

ト
イ

レ
が

不
便

○
将

来
の

夢
が

決
ま

ら
な
い

○
制

服
の

ス
カ

ー
ト

が
暑
い

○
眠

る
時

間
が

少
な

い
、
眠

い

○
つ

ぶ
れ

た
お

店
を

新
し
く

し
て

欲
し

い

○
学

校
が

遠
い

、
勉

強
と
自

主
練

の
両

立

○
田

舎
で

も
詐

欺
と

か
に
合

わ
な

い
か

心
配

○
帰

り
道

レ
ン

ガ
が

飛
び
出

し
て

い
る

所
が

あ
る

○
危

険
な

場
所

に
カ

ー
ブ
ミ

ラ
ー

を
置

い
て

い
な

い

○
中

学
校

の
先

生
を

変
え
て

ほ
し

い
で

す
（
4
～
5
人
）

○
夜

に
バ

イ
ク

が
大

き
な
音

を
立

て
て

道
を

通
る

こ
と

○
宿

題
の

時
間

が
長

く
て
寝

る
の

が
遅

く
な

っ
て

い
る
事

○
兄

と
母

親
が

口
ゲ

ン
カ
し

て
う

る
さ

い
、

兄
弟

げ
ん
か

○
店

が
１

か
所

に
集

ま
っ
て

い
る

。
病

院
が

あ
ま

り
な
い

。

○
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

色
々
な

制
限

が
あ

っ
て

不
便

な
事
が

多
い

○
引

越
し

た
ば

か
り

で
、
地

区
に

つ
い

て
知

ら
な

い
こ
と

が
多

い

○
周

り
に

お
店

が
な

い
。
容

易
に

買
い

物
出

来
る

所
が
少

な
す

ぎ
る

○
道

が
で

こ
ぼ

こ
し

て
い
て

自
転

車
や

車
で

通
る

時
な
ど

危
な

い
し

怖
い

〇
電

波
が

立
た

な
い

、
ヒ
カ

リ
が

通
っ

て
い

な
い

の
で
回

線
が

め
っ

ち
ゃ

悪
い

○
広

場
を

自
由

に
使

わ
せ
て

ほ
し

い
、

も
っ

と
大

き
な
施

設
を

作
っ

て
欲

し
い

○
遊

び
場

が
少

な
い

。
野
球

が
出

来
る

広
場

が
な

い
、
公

園
を

残
し

て
ほ

し
い

〇
家

の
前

に
住

ん
で

る
人
の

家
の

植
木

鉢
が

台
風

の
時
飛

ん
で

き
そ

う
で

こ
わ

い

○
歩

道
が

ガ
タ

ガ
タ

で
車
い

す
で

移
動

が
出

来
な

い
。
高

齢
者

の
方

達
に

も
危

険

○
地

区
に

安
全

な
場

所
な
ど

が
な

い
、

信
号

の
な

い
横
断

歩
道

を
渡

る
時

が
怖

い

○
テ

ス
ト

の
点

数
が

悪
い
。

通
知

表
が

あ
ま

り
よ

く
な
い

。
頭

が
よ

く
な

り
た

い
で
す

○
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を
し

た
い

け
ど

、
部

活
な

ど
忙
し

く
て

、
な

か
な

か
で

き
な
い

〇
早

起
き

で
き

な
い

、
最
近

夜
に

何
度

も
起

き
て

授
業
中

に
寝

そ
う

に
な

っ
て

し
ま
う

○
街

灯
が

少
な

い
、

路
地
に

入
る

と
、

と
て

も
危

な
い
か

ら
、

怖
い

な
と

思
っ

て
い
ま

す

○
ゴ

ミ
が

落
ち

て
い

る
、
道

路
に

動
物

が
よ

く
死

ん
で
い

る
。

下
校

時
に

サ
ル

が
出
て

く
る

○
電

車
が

通
る

上
に

あ
る
白

い
柵

が
壊

れ
た

ま
ま

で
危
な

い
、

電
車

の
本

数
が

少
な
く

通
学

に
不

便

○
雨

の
日

に
な

る
と

道
路
に

溜
ま

っ
て

い
る

水
た

ま
り
が

車
に

跳
ね

返
っ

て
す

ご
く
ず

ぶ
濡

れ
に

な
る

〇
ク

ラ
ス

の
人

達
の

授
業
妨

害
な

ど
。

授
業

が
分

か
り
に

く
い

先
生

が
い

る
。

暴
言
を

言
わ

れ
る

事
が

あ
る

○
葉

、
つ

る
、

草
、

木
の
枝

が
沢

山
落

ち
て

い
て

通
り
に

く
い

、
草

や
木

で
道

路
が
見

え
な

い
と

こ
ろ

が
あ

る

○
台

風
と

か
で

避
難

を
す
る

時
に

、
ど

の
よ

う
な

場
所
に

避
難

を
す

れ
ば

い
い

の
か
、

ど
こ

に
行

っ
て

も

同
じ
だ

と
思

い
ま

し
た
。

○
私

の
悩

み
は

自
分

の
成
績

が
悪

い
と

す
ぐ

弱
音

を
出
し

て
し

ま
い

、
ど

う
せ

と
れ
な

い
か

ら
と

思
っ

て

自
分
自

身
で

諦
め

て
し
ま

う
事

。
身

体
に

痛
い

所
が
あ

っ
て

も
、

母
に

言
わ

な
い
様

に
し

て
い

ま
す

。

理
由
は

色
々

な
所

で
私
に

ば
か

り
、

お
金

を
か

け
て
い

る
か

ら
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ペ
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
中
学
・
高
校
生
）

【
１

５
地

区
】

問
1
1

住
ん

で
い
る

地
区
で
気

に
な

る
こ

と
が
あ

れ
ば
書
い

て
く

だ
さ

い
。

○
人

を
増

や
す

○
高

齢
者

が
多

い

○
空

き
家

が
多

い

○
夜

に
虫

が
多

い

○
公

衆
ト

イ
レ

が
汚

い

○
自

動
販

売
機

し
か

な
い

○
中

学
校

の
制

服
が

ダ
サ
い

○
近

く
に

避
難

所
が

あ
ま
り

な
い

○
い

つ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が
あ

る
の

か

○
市

民
広

場
を

自
由

に
!!
皆

の
も

の

○
お

店
が

ほ
し

い
、

お
店
が

少
な

い

○
街

灯
が

明
る

く
て

星
が
見

え
づ

ら
い

○
あ

る
と

言
っ

た
ら

う
そ
に

な
り

ま
す

○
隣

の
、

と
な

り
の

家
の
人

が
う

る
さ

い

○
行

事
が

多
く

、
楽

し
く
元

気
に

生
活

で
き

て
い

る

○
公

民
館

が
小

さ
い

。
公
民

館
を

建
て

直
し

て
ほ

し
い

○
大

雨
の

時
、

用
水

路
か
ら

水
が

溢
れ

か
え

っ
て

い
る

○
草

木
が

歩
道

に
は

み
出
し

て
い

て
危

な
い

し
通

行
し
に

く
い

○
と

て
も

い
い

と
こ

ろ
、

水
が
き

れ
い

、
す

ば
ら

し
い
で

す
!!
 

○
み

ん
な

が
使

う
施

設
の
利

用
の

仕
方

が
悪

い
（

公
園
・

図
書

館
）

○
細

い
道

が
多

い
の

に
車
の

ス
ピ

ー
ド

が
速

い
の

で
危
な

い
で

す

○
ゴ

ミ
が

落
ち

て
い

る
事
が

あ
る

（
道

路
や

公
園

、
田
ん

ぼ
に

も
）

○
も

っ
と

中
高

生
向

け
の
活

動
が

あ
れ

ば
良

い
の

で
は
と

思
い

ま
す

○
地

区
の

行
事

が
あ

ま
り
な

い
、

行
事

を
も

う
少

し
増
や

し
て

ほ
し

い

○
高

齢
者

と
の

交
流

が
多
い

、
高

齢
者

へ
の

配
慮

、
助
け

合
い

を
す

る

〇
山

之
口

駅
が

車
い

す
で
入

れ
な

い
。

山
之

口
駅

を
新
し

く
し

て
ほ

し
い

○
な

ぜ
大

王
小

学
校

の
隣
は

大
王

中
で

は
な

く
小

松
原
中

学
校

な
の

か
？

○
小

さ
い

子
ど

も
と

か
が
遊

ぶ
遊

具
、

す
べ

り
台

、
ブ
ラ

ン
コ

な
ど

が
な

い

○
地

区
で

行
わ

れ
る

祭
り
や

イ
ベ

ン
ト

を
知

る
こ

と
が
出

来
な

い
事

が
あ

る

○
川

に
落

ち
そ

う
に

な
く
ら

い
柵

が
小

さ
い

。
子

ど
も
が

川
に

落
ち

そ
う

で
怖

い

○
高

齢
者

が
病

気
に

な
っ
て

、
近

く
の

病
院

な
ど

が
あ
る

の
か

な
ぁ

と
思

い
ま

し
た

○
高

齢
の

方
が

歩
道

や
田
ん

ぼ
道

を
歩

い
て

い
る

時
に
草

や
石

が
多

い
為

、
少

し
危
な

い

○
フ

ァ
ミ

リ
ー

マ
ー

ト
と
ジ

ム
を

結
ぶ

横
断

歩
道

に
歩
行

者
用

信
号

機
が

必
要

だ
と
思

う

○
な

ぜ
地

区
に

大
き

い
店
が

少
な

い
の

か
？

な
ぜ

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
が

少
な

い
の
か

？

○
で

こ
ぼ

こ
道

が
多

い
の
で

車
い

す
の

方
や

お
年

寄
り
の

方
が

つ
ま

ず
い

て
ケ

ガ
を
し

な
い

か
心

配

○
横

断
歩

道
で

待
っ

て
い
る

ん
だ

か
ら

車
は

止
ま

っ
て
ほ

し
い

（
な

か
な

か
止

ま
っ
て

く
れ

な
い

で
す

）

○
通

学
の

時
に

、
立

ち
番
の

無
い

時
な

ど
の

小
、

中
学
生

の
通

学
が

と
て

も
危

な
い
と

感
じ

る
事

が
多

い

○
歩

道
が

な
い

道
路

が
あ
る

。
登

校
中

の
道

に
穴

が
開
い

て
い

る
事

。
滑

り
や

す
い
歩

行
者

道
路

が
あ

る

○
信

号
が

ほ
ぼ

な
く

車
が
ス

ピ
ー

ド
を

出
し

や
す

い
の
で

、
危

な
く

、
猫

な
ど

の
動
物

が
よ

く
轢

か
れ

て

い
て
、

何
と

か
し

て
欲
し

い

○
畑

を
耕

す
時

期
に

ト
ラ
ク

タ
ー

が
よ

く
道

に
土

を
落
と

し
て

行
き

ま
す

が
、

自
転
車

で
あ

れ
に

の
ぼ

る
と

、

こ
け
そ

う
に

な
っ

て
し
ま

う

○
学

校
や

部
活

の
帰

宅
時
に

街
灯

が
少

な
く

暗
い

の
で
防

犯
対

策
と

し
て

も
街

灯
を
つ

け
て

欲
し

い
、

地
域
の

祭
り

な
ど

を
開
催

し
て

ほ
し

い

○
市

民
広

場
で

、
野

球
の
ス

パ
イ

ク
は

履
い

て
い

い
の
に

、
サ

ッ
カ

ー
の

ス
パ

イ
ク
を

履
い

た
ら

怒
ら

れ
る

事

○
や

っ
て

な
い

店
は

早
く
取

り
壊

す
べ

き
。

活
気

が
な
い

、
色

が
少

な
い

、
殺

風
景
、

令
和

に
染

ま
っ

て
な

い

廃
校
に

な
り

そ
う

な
学
校

を
工

事
す

べ
き

じ
ゃ

な
い

○
地

区
の

お
祭

り
や

マ
ル
シ

ェ
、

学
校

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

な
ど

を
も

っ
と

広
げ

て
行
き

た
い

で
す

。

西
中
学

校
は

お
手

伝
い
を

進
ん

で
や

り
ま

す
の

で
活
動

を
沢

山
し

た
い

で
す
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
中
学
・
高
校
生
）

【
１

５
地

区
】

3
92
 

4
6 

1
54
 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

3
29
 

4
19
 

3
30
 

1
61
 

3
59
 

1
68
 2
01
 

3
53
 

2
7 

1
7 

1
1 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る

住
民
が
元
気

近
所
で
の
助
け
合
い
が
で
き
て
い
る

困
り
ご
と
の
相
談
場
所
が
あ
る

子
ど
も
の
遊
び
場
が
あ
る

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る

様
々
な
人
々
の
交
流
の
場
が
あ
る

買
物
や
通
院
が
容
易

そ
の
他

特
に
な
い

分
か
ら
な
い

問
1
3

住
ん

で
い
る

地
区
が
５

年
後

ど
う

な
っ
て

い
て
欲
し

い
で

す
か

（
複

数
回
答

）

「
そ
の

他
」

の
意

見

○
店

が
増

え
て

い
る

○
勉
強

の
教

え
合

い
が

出
来

る
集
会

場
な

ど
が

ほ
し

い

○
事

故
が

あ
ま

り
な

い
○
高
齢

者
や

障
害

者
が

安
心

し
て
入

れ
る

施
設

○
地

域
と

か
か

わ
れ

る
所

〇
誰
で

も
使

用
で

き
る

カ
フ

ェ
な
ど

が
欲

し
い

○
沢

山
の

人
が

住
ん

で
い
る

○
住
民

全
員

が
ス

マ
ホ

を
持

っ
て
い

る

○
コ

ロ
ナ

が
収

ま
っ

て
い
る

○
色
々

な
人

と
勉

強
す

る
場

が
あ
る

○
街

灯
を

増
や

し
て

ほ
し
い

○
ネ
ッ

ト
環

境
が

整
っ

て
ほ

し
い

○
遊

園
地

や
デ

パ
ー

ト
が
あ

る
○
公
民

館
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

○
も

っ
と

人
口

が
増

え
て
「

帰
っ

て
来

た
い

」
と

思
え
る

街

○
コ

ロ
ナ

が
あ

っ
て

も
感
染

拡
大

防
止

を
し

て
祭

り
を
し

て
欲

し
い

○
自

然
豊

か
で

他
と

は
違
う

思
い

や
り

の
あ

る
伝

統
豊
か

で
落

ち
着

い
た

町

○
学

校
の

部
活

な
ど

を
作
る

時
や

普
段

通
り

の
生

活
の
時

、
生

徒
一

人
一

人
の

意
見
を

大
切
に

出
来

る
様

な
街

問
1
2

住
ん

で
い
る

地
区
の
た

め
に

何
か

役
に
立

ち
た
い
と

思
い

ま
す

か
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
中
学
・
高
校
生
）

【
１

５
地

区
】

問
1
4

コ
ロ

ナ
禍
で

、
気
づ
い

た
こ

と
・

大
切
だ

と
思
っ
た

こ
と

・
不

安
だ
と

思
っ
た

こ
と

を
書
い

て
く
だ
さ

い
。

○
東

京
に

行
き

た
い

○
お

店
が

す
ご

く
混

ん
で
ま

し
た

○
健

康
管

理
の

大
事

さ
に
気

付
い

た

○
沢

山
お

金
を

使
わ

な
く
て

済
ん

だ

○
運

動
が

出
来

る
施

設
が
ほ

し
か

っ
た

○
今

ま
で

と
や

る
事

が
違
う

か
ら

戸
惑

う

○
オ

ン
ラ

イ
ン

授
業

が
あ
っ

て
ほ

し
か

っ
た

○
自

分
も

か
か

る
の

で
は
な

い
か

と
不

安
で

し
た

〇
早

く
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス
が

な
く

な
っ

て
ほ

し
い

○
一

人
じ

ゃ
寂

し
い

。
友
達

の
大

切
さ

に
気

付
け

た

○
家

族
と

い
る

時
間

が
多
く

な
り

、
会

話
が

多
く

な
っ
た

○
お

年
寄

り
が

、
あ

ま
り
散

歩
な

ど
を

し
て

い
な

か
っ
た

○
コ

ロ
ナ

な
の

に
東

京
に
行

っ
た

り
来

た
り

す
る

人
が
い

た

○
近

く
に

、
お

店
が

な
い
の

で
、

生
活

に
困

る
事

が
あ
っ

た

○
個

人
で

感
染

予
防

を
徹
底

し
て

い
く

事
が

大
事

だ
と
感

じ
た

○
ニ

ュ
ー

ス
で

悪
い

物
ば
か

り
が

流
れ

た
、

デ
マ

が
沢
山

あ
っ

た

○
手

洗
い

、
う

が
い

、
マ
ス

ク
を

、
し

っ
か

り
す

る
事
に

気
付

い
た

○
自

粛
を

す
る

と
呼

び
か
け

ら
れ

て
い

る
の

に
、

飲
み
屋

に
行

く
の

か

○
GO
 
T
Oキ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を
使

っ
て

県
外

の
人

が
コ

ロ
ナ
を

運
ん

で
来

た

○
他

の
感

染
症

対
策

も
無
意

識
の

内
に

し
て

い
た

事
に
改

め
て

気
づ

い
た

○
持

病
の

た
め

の
通

院
が
気

軽
に

で
き

な
か

っ
た

事
が
と

て
も

不
安

で
し

た

○
熱

中
症

対
策

と
コ

ロ
ナ
ウ

ィ
ル

ス
対

策
の

両
立

が
難
し

い
な

と
思

い
ま

し
た

○
都

城
市

も
10
万
円

を
全
世

帯
に

配
布

す
れ

ば
、

人
々
が

元
気

に
な

る
と

思
う

○
家

族
以

外
の

人
と

あ
ま
り

合
わ

な
い

こ
と

、
習

い
事
、

部
活

に
行

け
な

い
こ

と

○
外

出
す

る
時

は
マ

ス
ク
を

着
用

、
携

帯
の

消
毒

液
を
持

ち
歩

く
、

３
密

を
防

ぐ

○
普

通
（

当
た

り
前

）
が
一

番
の

幸
せ

。
人

と
話

せ
る
事

は
幸

せ
と

感
じ

ま
し

た

○
地

域
の

方
々

と
挨

拶
（
交

流
）

す
る

事
の

大
切

さ
、
人

と
の

繋
が

り
の

大
切

さ

○
休

み
の

日
な

ど
に

、
ど
こ

に
も

行
け

な
い

の
で

、
み
ん

な
元

気
が

な
い

気
が

し
た

○
家

の
外

（
公

園
な

ど
）
に

気
軽

に
行

け
な

く
な

っ
た
。

旅
行

に
行

け
な

く
な

っ
た
。

○
GO
 
T
Oト

ラ
ベ

ル
は

あ
ま
り

良
く

な
い

け
れ

ど
、

行
き
た

い
所

へ
行

け
な

く
な

っ
た

○
マ

ス
ク

を
し

な
か

っ
た
ら

怒
ら

れ
る

。
マ

ス
ク

嫌
だ
、

マ
ス

ク
が

売
ら

れ
て

い
な
い

○
人

が
あ

ま
り

外
に

い
な
い

の
で

外
で

遊
ぶ

事
が

出
来
た

の
で

、
い

い
な

と
思

い
ま
し

た

○
近

所
に

広
い

公
園

、
広
場

が
少

な
い

の
で

、
ス

ト
レ
ス

発
散

が
あ

ま
り

出
来

な
か
っ

た

○
自

粛
生

活
を

送
る

中
で
家

か
ら

出
る

事
が

少
な

く
な
り

、
体

調
が

悪
く

な
る

事
が
あ

っ
た

○
自

粛
は

自
粛

で
楽

し
か
っ

た
で

す
。

た
だ

、
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

に
い

け
な

い
の

が
残
念

で
す

○
い

つ
何

処
で

何
が

起
こ
る

か
予

測
不

能
な

の
で

ど
ん
な

事
に

も
備

え
が

必
要

だ
と
思

い
ま

し
た

○
学

校
は

あ
っ

た
方

が
い
い

な
と

思
っ

た
（

学
校

の
楽
し

さ
大

切
さ

）
学

校
に

行
き
た

く
な

っ
た

○
第

二
波

は
止

め
る

こ
と
が

出
来

た
。

都
城

市
に

感
染
者

が
出

て
か

ら
一

気
に

危
機
感

を
感

じ
た

○
マ

ス
ク

を
し

て
い

る
と
相

手
の

顔
が

あ
ん

ま
り

わ
か
ら

な
い

か
ら

表
情

な
ど

が
読
み

取
れ

な
い

○
学

校
の

休
み

が
い

つ
ま
で

続
く

の
か

と
不

安
で

し
た
。

勉
強

が
つ

い
て

い
け

る
か
心

配
だ

っ
た

○
懐

中
電

気
は

1
-
2個

じ
ゃ
足

り
な

い
か

ら
1-
4
個
ぐ

ら
い
あ

っ
た

方
が

い
い

な
あ

っ
て
思

い
ま

し
た

○
家

の
中

に
ず

っ
と

居
る
と

意
外

に
も

、
ス

ト
レ

ス
が
も

の
す

ご
く

溜
ま

っ
て

し
ま
う

こ
と

を
知

っ
た

○
出

来
な

く
な

っ
て

し
ま
っ

た
行

事
を

少
し

で
も

（
出
来

る
こ

と
で

も
）

出
来

れ
ば
い

い
な

と
思

っ
た

○
ネ

ッ
ト

を
使

っ
て

友
達
と

オ
ン

ラ
イ

ン
ゲ

ー
ム

を
し
た

り
、

外
よ

り
家

の
中

の
方
が

す
る

事
が

あ
っ

た

○
マ

ス
ク

着
け

る
の

大
変
だ

な
。

マ
ス

ク
を

し
て

い
る
と

息
が

し
づ

ら
い

。
夏

の
マ
ス

ク
が

苦
し

か
っ

た

○
買

物
に

行
け

な
い

か
ら
、

近
く

の
小

さ
な

ス
ー

パ
ー
が

、
な

く
な

っ
て

し
ま

う
ん
じ

ゃ
な

い
か

不
安

だ
っ

た

○
ソ

ー
シ

ャ
ル

デ
ィ

ス
タ
ン

ス
を

取
る

た
め

ス
ー

パ
ー
な

ど
で

、
テ

ー
プ

で
1ｍ

お
き
ぐ

ら
い

に
区

切
っ

て

あ
っ
た
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
中
学
・
高
校
生
）

【
１

５
地

区
】

問
1
4

コ
ロ

ナ
禍

で
、

気
づ
い

た
こ

と
・

大
切

だ
と

思
っ
た

こ
と

・
不

安
だ

と
思

っ
た

こ
と

を
書

い
て

く
だ
さ

い
。

(
前
頁

か
ら

の
続

き
)
  
 
 

○
家

の
中

で
体

を
動

か
す
こ

と
や

、
掃

除
を

し
た

こ
と
で

、
家

の
中

の
事

を
気

付
い
た

事
が

沢
山

あ
り
ま

し
た

○
県

内
や

地
域

内
で

の
ク
ラ

ス
タ

ー
が

発
生

す
る

と
収
束

す
る

の
が

遅
く

な
り

自
分
達

ま
で

大
変

な
思

い
を

す
る
事

に
な

る

○
生

活
費

が
心

配
で

し
た
。

働
け

な
く

な
っ

て
い

る
地
域

も
あ

っ
た

と
思

う
の

で
、
本

当
に

大
変

だ
っ

た
だ

ろ
う

な
と
思

い
ま

す
。

○
コ

ロ
ナ

の
中

自
粛

生
活
だ

っ
た

時
、

兄
弟

げ
ん

か
が
多

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た
。

ま
た

自
粛

生
活

が

始
ま
る

と
怖

く
な

り
ま
す

〇
学

校
が

一
時

、
臨

時
休
校

に
な

っ
た

時
、

家
で

自
分
で

学
習

を
す

る
こ

と
に

な
っ
た

が
、

独
り

で
や

る
と

内
容
が

あ
ま

り
理

解
で
き

な
か

っ
た

。

○
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
せ
い

で
、

出
来

な
か

っ
た

事
も
多

い
け

れ
ど

、
新

し
い

事
を
探

し
た

り
挑

戦

す
る
事

が
出

来
た

の
で
良

か
っ

た
と

思
う

〇
外

に
出

な
い

事
で

、
今
ま

で
毎

日
の

よ
う

に
顔

を
見
て

い
た

地
域

の
人

に
会

え
ず
、

お
年

寄
り

な
ど

が

元
気
に

生
活

し
て

い
る
の

か
分

か
ら

な
か

っ
た

。
一
人

暮
ら

し
の

人
も

い
る

の
で
何

か
あ

っ
た

ら
と

思
っ

た

○
ア

ニ
メ

が
め

ち
ゃ

く
ち
ゃ

面
白

い
、

ゲ
ー

ム
が

面
白
い

、
友

達
と

電
話

楽
し

い
、
宿

題
が

多
い

、

め
ち
ゃ

く
ち

ゃ
眠

れ
た
、

行
事

減
っ

た
。

○
私

は
今

ま
で

、
そ

れ
ほ
ど

外
出

を
頻

繁
に

し
て

い
な
い

と
思

っ
て

い
た

け
れ

ど
、
コ

ロ
ナ

禍
で

外
出

自
粛

で

意
外
と

外
出

し
て

い
た
事

に
気

づ
い

た

○
私

達
は

コ
ロ

ナ
に

な
っ
て

な
い

の
に

小
学
6
年
生

の
３
月

と
い

う
、

と
て

も
大

切
な
時

期
を

奪
わ

れ
て

、

夏
休
み

と
い

う
大

切
な
休

み
が

短
く

な
っ

た
か

ら
悲
し

い
ど

こ
ろ

か
、

怒
り

に
な
り

ま
し

た
。

○
今

ま
で

生
活

の
中

に
当
た

り
前

に
あ

っ
た

よ
う

な
こ
と

が
、

い
き

な
り

な
く

な
っ
て

し
ま

う
と

人
間

は

や
っ
ぱ

り
生

活
が

難
し
く

な
る

ん
だ

と
思

い
ま

し
た
。

自
粛

期
間

中
の

課
題

が
凄
く

多
か

っ
た

で
す

○
１

日
に

何
百

人
と

い
う
人

が
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

に
か
か

っ
て

亡
く

な
っ

た
り

、
つ
ら

い
思

い
を

し
て

い
る

人
が
い

る
の

に
国

は
す
ご

く
他

人
事

だ
な

と
思

う
。
も

っ
と

自
粛

を
呼

び
か

け
て
い

っ
た

方
が

良
い

と
思

う

○
学

校
生

活
を

送
る

上
で
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

中
止

に
な
っ

た
事

も
多

く
あ

り
、

な
か
な

か
全

体
の

モ
チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
上
が

ら
ず

例
年

よ
り

も
ク

ラ
ス
で

活
気

が
な

か
っ

た
り

す
る
よ

う
に

感
じ

ま
し

た

○
今

ま
で

生
活

の
中

に
当
た

り
前

に
あ

っ
た

よ
う

な
こ
と

が
、

い
き

な
り

な
く

な
っ
て

し
ま

う
と

人
間

は

や
っ
ぱ

り
生

活
が

難
し
く

な
る

ん
だ

と
思

い
ま

し
た
。

自
粛

期
間

中
の

課
題

が
凄
く

多
か

っ
た

で
す

○
テ

レ
ビ

で
運

送
業

者
に
対

し
て

の
対

応
が

問
題

に
な
っ

て
い

る
の

を
見

て
「

ど
う
し

て
、

こ
ん

な
ひ

ど
い

事

を
言
う

人
が

い
る

の
だ
ろ

う
」

と
思

っ
た

が
、

自
分
も

コ
ロ

ナ
が

、
ひ

ど
い

時
期
に

県
外

ナ
ン

バ
ー

の
車

が

い
る
の

を
見

て
嫌

な
顔
を

し
て

い
た

の
で

自
分

で
も
気

づ
か

ぬ
う

ち
に

差
別

を
し
て

し
ま

う
恐

れ
が

あ
る

と

い
う
事

に
気

づ
か

さ
れ
ま

し
た

○
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス
が

全
国

的
に

流
行

し
始

め
た
頃

の
マ

ス
ク

や
消

毒
液

、
デ
マ

に
よ

る
紙

製
品

の
買

い

占
め
が

起
こ

っ
た

時
感
じ

た
こ

と
で

す
。

そ
れ

は
本
当

に
必

要
な

人
が

必
要

な
も
の

を
買

え
な

か
っ

た
の

で
は
な

い
か

と
い

う
こ
と

で
す

。
そ

の
時

、
正

し
い
情

報
を

見
極

め
る

力
の

大
切
さ

に
気

づ
か

さ
れ

た

一
方
、

自
分

さ
え

良
け
れ

ば
良

い
と

い
う

行
動

（
買
い

占
め

な
ど

）
は

改
め

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
い

ま
し
た

。

○
学

校
で

皆
に

会
え

る
の
も

学
習

で
き

る
の

も
全

て
幸
せ

な
事

な
ん

だ
な

と
思

い
ま
し

た
。

そ
し

て
コ

ロ
ナ

に

よ
っ
て

沢
山

の
人

が
大
切

な
物

を
失

っ
て

い
ま

す
。
感

染
し

て
亡

く
な

る
方

も
い
ま

す
。

そ
の

中
で

、
差

別

が
起
き

た
り

し
て

い
る
こ

と
が

、
僕

は
納

得
で

き
ま
せ

ん
。

差
別

さ
れ

る
事

の
方
が

何
倍

も
苦

し
い

と
思

い

ま
す
。

今
は

コ
ロ

ナ
で
制

限
も

か
か

り
、

今
ま

で
通
り

の
生

活
は

ま
だ

出
来

て
な
い

け
ど

、
こ

れ
を

乗
り
超

え
た

先
に

明
る
い

未
来

が
待

っ
て

い
る

と
思
う

の
で

皆
と

協
力

し
て

生
活
し

て
い

き
た

い
で

す

○
私

は
生

徒
会

に
入

り
「
こ

こ
か

ら
頑

張
る

ぞ
」

と
気
合

が
入

っ
て

い
た

の
に

、
新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

影
響
を

受
け

て
楽

し
い
学

校
生

活
や

生
徒

会
の

活
動
が

あ
ま

り
で

き
ま

せ
ん

で
し
た

。
そ

れ
が

、
と

て
も

、

と
て
も

、
と

て
も

シ
ョ
ッ

ク
で

、
ま

た
時

間
を

巻
き
戻

し
た

い
で

す
。

本
当

は
悪
い

所
だ

ら
け

だ
け

ど
、

体
育
大

会
で

は
1.
2
.
3年

生
、
先

生
方

の
絆

が
本

当
に
深

ま
っ

た
と

思
い

ま
す

。
声
は

出
せ

な
い

し
、

応
援
は

中
途

半
端

だ
っ
た

け
ど

、
な

ん
と

し
て

も
成
功

す
る

ぞ
と

い
う

思
い

が
あ
り

、
こ

ん
な

大
変

の
中

だ
っ
た

け
ど

良
い

も
の
に

仕
上

が
っ

た
と

思
い

ま
す
。

こ
れ

だ
け

は
本

当
は

よ
く
な

い
け

れ
ど

、
本

当
の
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
専
門
学
校
・
大
学
・
一
般
）

【
１

５
地

区
】

3
60
 

1
10
 

5
2 

0
5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

3
00

3
50

4
00

知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

問
３

都
城

市
社
協

を
知
っ
て

い
ま

す
か

3
47
 

9
3 

8
2 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

知
っ
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る

知
ら
な
い

問
４

あ
な

た
の
住

ん
で
い
る

ま
ち

の
地

区
社
協

を
知
っ
て

い
ま

す
か

1
0

6
7

8
6

3
52

0
5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

3
00

3
50

4
00

2
0歳

未
満

2
0歳

～
3
9歳

4
0歳

～
6
4歳

6
5歳

以
上

問
１

あ
な

た
の
年

齢
区
分
は

9

1
2

3
2 3
7

9

6

1
4

2
4

3
0

2
3

1
74

9
3

1
7 1
8

1
7

0
5
0

1
00

1
50

2
00

姫
城

妻
ケ
丘

小
松
原

祝
吉

五
十
市

横
市

沖
水

志
和
池

庄
内

西
岳

中
郷

山
之
口

高
城

山
田

高
崎

問
２

あ
な

た
の
住

ん
で
い
る

地
区

は

1
 
/
 
9
 
ペ

ー
ジ

地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
専
門
学
校
・
大
学
・
一
般
）

【
１

５
地

区
】

3
68

2
94

1
57

1
91

2
28

8
2

3
2

4
5

1
5

0
5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

3
00

3
50

4
00

一
斉
清
掃

お
祭
り

運
動
会

資
源
回
収

文
化
祭

防
災
訓
練

そ
の
他

参
加
し
た
こ
と
が
な
い

地
区
の
行
事
を
知
ら
な
い

問
５

過
去

1
年
間

に
地
区
の

ど
の

よ
う

な
行
事

に
参
加
し

ま
し

た
か

（
複

数
回
答

）

「
そ
の

他
」

の
意

見

○
寺

子
屋

○
防
災

講
演

会
〇

ウ
オ
ー

キ
ン

グ
フ

ェ
ス

タ
祝

吉

〇
敬

老
会

○
世
代

間
交

流
○

春
の
ダ

ム
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ

○
忘

年
会

○
こ
け

な
い

体
操

○
消
化
器

の
取

り
扱

い

○
国

際
交

流
○
男
性

料
理

教
室

○
高
齢
者

ク
ラ

ブ
活

動

○
神

社
の

清
掃

○
グ
ラ

ン
ド

ゴ
ル

フ
○

い
た
っ

み
ろ

か
い

○
例

年
参

加
し

て
い

た
が
今

年
は

コ
ロ

ナ
で

中
止

に
な
っ

て
い

る

○
コ

ロ
ナ

で
行

事
が

中
止
さ

れ
て

い
る

の
で

参
加

で
き
な

い
。

高
齢
者

会
の

定
期

行
事
、

３
密

に
な

ら
な

い
、

は
実
施

し
て

い
る

7
3

1
25

1
00

8
1

1
47

0
2
0

4
0

6
0

8
0

1
00

1
20

1
40

1
60

週
１
回
以
上

月
に
１
回
程
度

半
年
に
１
回
程
度

年
に
１
回
程
度

参
加
し
た
こ
と
が
な
い

問
６

過
去

1
年
間

に
ど
れ
く

ら
い

の
回

数
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動

に
参

加

し
ま

し
た
か

「
参
加

し
た

こ
と

が
な

い
」
理

由

〇
高

齢
の

為
〇

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動
そ

の
も

の
を

知
ら

な
い

〇
嫌

だ
か

ら
〇

タ
イ

ミ
ン

グ
が

合
わ
な

か
っ

た

〇
親

の
介

護
の

為
〇

引
っ

越
し

た
ば

か
り
で

す

〇
体

が
悪

い
た

め
○

誘
わ

れ
た

こ
と

が
無
い

〇
特

に
理

由
な

し
○

仕
事

に
行

け
ま

せ
ん

○
主

人
が

体
調

悪
い

○
家
の

事
情

で
忙

し
い

〇
平

日
は

仕
事

が
あ

り
、
休

日
は

未
就

学
児

の
面

倒
を
見

て
い

る
為
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
専
門
学
校
・
大
学
・
一
般
）

【
１

５
地

区
】

2
26
 

1
49
 

1
97
 

3
30
 

2
3 

7
7 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

家
族
で
避
難
場
所
を
確
認

家
具
な
ど
の
転
倒
防
止

非
常
持
出
品
の
準
備

飲
食

料
品

の
備

蓄

そ
の
他

特
に
備
え
は
し
て
い
な
い

問
８

あ
な

た
や
あ

な
た
の
家

族
は

地
震

や
台
風

に
対
し
て

ど
の

よ
う

な

準
備

を
し
て

い
ま
す
か

（
複

数
回

答
）

「
そ
の

他
」

の
意

見

○
家

の
補

強
〇
電

池
、

バ
ッ
テ

リ
ー

、
紙

類
の

準
備

〇
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
確
認

○
ビ
ニ

ー
ル
袋

、
ガ

ソ
リ

ン
1/
2
以
上

〇
家

周
辺

の
片

付
け

、
点
検

〇
ス
マ

ー
ト
フ

ォ
ン

の
こ

ま
め

な
充

電

○
窓

に
パ

ネ
ル

の
補

強
を
し

た
○

靴
と

杖
を
ベ

ッ
ド

の
所

に
置

い
て

い
ま
す

〇
老

人
が

お
り

自
宅

が
高
台

に
あ

る
の

で
自

宅
で

安
全
な

場
所

に
留

ま
る

こ
と

に
し
て

い
る

〇
保

険
加

入
、

井
戸

水
、
発

電
機

、
簡

易
ト

イ
レ

、
ブ
ル

ー
シ

ー
ト

、
ポ

リ
タ

ン
ク
、

米
飯1
74
 

1
29
 

2
0 

1
66
 

6
4 

1
08
 

7
7 

7
 

1
01
 

1
1 

0
5
0

1
00

1
50

2
00

高
齢
者
・
障
害
者
を
対
象
と
し
た
活
動

子
ど
も
や
青
少
年
を
対
象
と
し
た
活
動

被
災
者
支
援
活
動

自
然
・
環
境
保
護
活
動

芸
術
・
文
化
に
関
す
る
活
動

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
活
動

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
運
営
ス
タ
ッ
フ

国
際
交
流
・
国
際
協
力
活
動

募
金
活
動

そ
の
他

「
そ
の

他
」

の
意

見

○
公

民
館

清
掃

〇
困
っ

て
い

る
人

の
手
伝

い
〇

小
学

校
環

境
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

〇
地

域
づ

く
り

イ
ベ

ン
ト

〇
リ
サ

イ
ク

ル
資

源
回
収

〇
グ
ル

ー
プ

ホ
ー
ム

の
定

例
会

問
７

（
問
６

で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

活
動

に
参

加
し
た

こ
と
が
あ

る
と

回
答

し
た

方
に

お
聞

き
し
ま

す
）
そ
れ

は
、

ど
の

よ
う
な

活
動
で
し

た
か

（
複

数
回
答

）

3
 
/
 
9
 
ペ

ー
ジ

地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
専
門
学
校
・
大
学
・
一
般
）

【
１

５
地

区
】

2
72

1
87

6
1

0
1
00

2
00

3
00

一
次
・
二
次
避
難
所
と
も
に
知
っ
て
い
る

一
次
避
難
所
の
み
知
っ
て
い
る

一
次
・
二
次
避
難
所
ど
ち
ら
も
知
ら
な
い

問
９

自
分

の
住
ん

で
い
る
近

く
の

避
難

所
を
知

っ
て
い
ま

す
か

4
1

1
4 2
3

5
4

1
2

8
7

8

3
51

0
1
00

2
00

3
00

4
00

交
流
の
機
会
が
な
い
（
少
な
い
）

仕
事
が
な
い

ゴ
ミ
出
し
や
炊
事
洗
濯
な
ど
の
身
の
回
り
の
こ
と

地
区
の
歴
史
や
伝
統
を
学
ぶ
機
会
が
な
い

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

交
通
が
不
便

そ
の
他

特
に
な
い

問
1
0
 
普
段

の
生
活

の
中
で
困

り
ご

と
は

あ
り
ま

す
か
（
複

数
回

答
）

「
そ
の

他
」

の
意

見

○
掃

除
が

大
変

○
お

店
が

少
な

い

○
こ

ど
も

の
宿

題

○
電

気
器

具
の

取
り

換
え

○
と

て
も

め
ぐ

ま
れ

て
い
る

○
車

が
無

い
と

店
は

遠
い
で

す

○
今

の
と

こ
ろ

は
車

に
乗
れ

る
の

で
い

い
が

、
こ

の
先
が

心
配

○
私

自
身

が
う

ご
け

ま
す
の

で
特

に
困

っ
て

い
る

こ
と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

で
も

、
こ
の

先
何

が
あ

る
か

わ
か
り

ま
せ

ん

○
リ

サ
イ

ク
ル

置
き

場
ま
で

行
け

な
い

。
移

動
の

足
が
な

い
、

病
院

は
送

迎
が

あ
る
が

、
買

い
物

は
ヘ

ル
パ
ー

に
頼

ん
で

い
る
。

ふ
れ

あ
い

号
も

使
い

に
く
い

。
移

動
美

容
室

が
あ

る
と
い

い
。

選
挙

の
足

も
厳
し

い
。

困
っ

た
時
の

連
絡

先
を

ま
と

め
た

便
利
帳

が
あ

る
と

い
い

。
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
専
門
学
校
・
大
学
・
一
般
）

【
１

５
地

区
】

9
2 

2
23
 

4
1 

8
5 9
3 

4
6 

1
73
 

8
5 

2
26
 

2
5 

2
3 

1
6 

9
5 

2
7 

0
5
0

1
00

1
50

2
00

2
50

公
共
施
設
や
道
路
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

単
身
高
齢
者
の
増
加

ゴ
ミ
屋
敷

子
ど

も
の

遊
び

場
が

な
い

地
域
行
事
の
衰
退

公
園
や
街
路
の
美
化

運
営
者
の
後
継
者
不
足

被
災
時
の
協
力
体
制

空
き
家
の
増
加

ひ
と

り
親

家
庭

の
子

ど
も

地
域

の
情

報
が

入
手

困
難

そ
の
他

特
に
な
い

分
か
ら
な
い

問
1
1
 
住
ん

で
い
る

地
区
で
気

に
な

る
こ

と
は
あ

り
ま
す
か

（
複
数

回
答
）

「
そ
の

他
」

の
意

見

○
野

良
猫

が
多

い

○
子

供
が

少
な

い

○
不

審
者

等
が

い
な

い
か

○
ゴ

ミ
出

し
場

に
手

洗
い
す

る
所

が
な

い

○
ス

ク
ー

ル
ゾ

ー
ン

の
時
間

帯
で

の
車

の
通

行
量

が
多
い

○
隣

に
空

家
が

あ
っ

て
草
な

ど
大

き
く

な
っ

て
大

変
で
す

〇
道

路
で

信
号

が
あ

っ
て
も

良
さ

そ
う

な
所

に
信

号
が
な

い

〇
山

林
の

地
権

者
が

遠
方
に

お
り

、
管

理
が

で
き

て
い
な

い

〇
隣

人
の

子
が

学
校

を
か
な

り
休

ん
で

い
る

が
日

中
遊
ん

で
い

る

○
道

路
脇

の
土

手
に

草
が
生

え
放

題
で

刈
っ

て
欲

し
い
な

と
思

う

○
地

域
の

細
い

道
で

ス
ピ
ー

ド
を

出
す

（
車

）
人

が
何
名

か
い

る
事

○
一

人
暮

ら
し

の
高

齢
者
が

、
子

ど
も

が
遊

ん
で

い
る
と

怒
っ

て
く

る

○
（

住
ん

で
い

る
地

区
が
）

可
視

化
さ

れ
て

い
な

い
の
で

、
わ

か
り

づ
ら

い

○
公

民
館

に
入

ら
な

い
人
が

増
え

て
お

り
、

そ
の

人
た
ち

が
ゴ

ミ
を

出
し

た
り

行
事
に

参
加

し
た

り

し
て
い

る

○
用

水
路

に
産

業
廃

棄
物
と

思
わ

れ
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト
塊

が
蓄
積
し

て
い

お
り

、
豪
雨

時
に

は
水

嵩
が

脅
威
的

に
増

え
る

○
引

っ
越

し
て

来
た

時
に
班

長
さ

ん
や

ゴ
ミ

ス
テ

ー
シ
ョ

ン
な
ど
地

域
の

事
を

誰
に
聞

い
た

ら
い

い
か

わ
か
ら

な
か

っ
た

、
市
役

所
に

も
行

っ
た

が
班

長
さ
ん

に
聞

い
て

下
さ

い
と

言
わ
れ

た
。

○
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

自
分
か

ら
家

に
引

き
こ

も
れ

ば
何
の

情
報
（
地

区
の

）
も

得
ら
れ

ま
せ

ん
、

外
に
出

て
人

に
会

っ
て

..
.
が
基

本
の

よ
う

な
気

が
し
ま

す
。

今
は

コ
ロ

ナ
で

何
も
で

き
ま

せ
ん

ネ
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（
専
門
学
校
・
大
学
・
一
般
）

【
１

５
地

区
】

1
13
 

3
25
 

3
06
 

1
71
 

1
51
 

9
3 1
00
 

2
86
 

1
4 2
4 

2
4 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る

住
民
が
元
気

近
所

で
の

助
け

合
い

が
で

き
て

い
る

困
り
ご
と
の
相
談
場
所
が
あ
る

子
ど
も
の
遊
び
場
が
あ
る

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
機
会
が
あ
る

様
々
な
人
々
の
交
流
の
場
が
あ
る

買
物
や
通
院
が
容
易

そ
の
他

特
に
な
い

分
か
ら
な
い

問
1
3

住
ん

で
い
る

地
区
が
５

年
後

ど
う

な
っ
て

い
て
欲
し

い
で

す
か

（
複

数
回
答

）

「
そ
の

他
」

の
意

見

○
高

齢
化

○
現
在

で
も

買
い

物
が
大

変
で

あ
る

（
店

が
な

い
）

○
今

の
ま

ま
で

良
い

○
も
う

少
し

交
通

の
便
が

良
く

な
る

と
よ

い

○
衰

退
し

て
い

る
と

思
う

○
若

い
人

が
帰

っ
て
来

て
欲

し
い

○
人

口
が

増
え

て
欲

し
い

○
公

園
を

残
し

て
ほ
し

い

○
田

畑
、

山
林

や
公

共
道
路

等
の

維
持

管
理

が
行

き
届
い

て
い

る
為

、
美

し
い

ふ
る
里

の
風

景
が

よ
み

が
え
っ

て
い

て
ほ

し
い

3
81
 

2
0 

1
23
 

0
1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

そ
う
思
う

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

問
1
2

住
ん

で
い
る

地
区
の
た

め
に

何
か

役
に
立

ち
た
い
と

思
い

ま
す

か
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
専
門
学
校
・
大
学
・
一
般
）

【
１

５
地

区
】

問
1
4

コ
ロ

ナ
禍
で

、
気
づ
い

た
こ

と
・

大
切
だ

と
思
っ
た

こ
と

・
不

安
だ
と

思
っ
た
こ

と
を

書
い

て

く
だ

さ
い
。

○
あ
ま

り
変

わ
ら

な
い

○
家

の
片

づ
け

が
で

き
た

〇
話

し
相

手
が

い
な

い
事

○
子

供
が

帰
省

で
き

な
い

○
学

習
の

場
所

が
少

な
い

○
今

後
の

社
会

状
況

が
心
配

○
訪

問
す

る
の

を
た

め
ら
う

○
筋

力
が

落
ち

た
事

を
実
感

○
脳

ト
レ

、
筋

ト
レ

に
励
め

た

○
く

よ
く

よ
す

る
事

も
な
か

っ
た

○
マ

ス
ク

の
入

手
が

難
し
か

っ
た

○
主

人
と

二
人

で
歩

く
機
会

が
出

来
た

○
ワ

ク
チ

ン
の

早
い

開
発
を

望
み

ま
す

○
台

風
な

ど
の

時
、

逃
げ
る

場
所

が
不

便

〇
も

う
少

し
運

動
が

で
き
る

施
設

が
ほ

し
い

〇
備

え
を

し
な

い
と

い
け
な

い
と

思
い

ま
し

た

〇
子

ど
も

達
が

ゲ
ー

ム
ば
か

り
し

て
、

体
力

低
下

〇
人

と
人

と
の

つ
な

が
り
が

断
た

れ
て

い
る

不
安

○
終

息
す

る
ま

で
不

要
な
外

出
を

し
な

い
で

ほ
し

い

○
コ

ロ
ナ

に
よ

る
影

響
で
大

学
の

講
義

が
無

く
な

っ
た

〇
精

神
的

な
安

定
を

作
れ
る

事
を

考
え

て
ほ

し
い

で
す

〇
家

の
中

で
の

生
活

が
、
ス

ム
ー

ズ
に

出
来

て
る

か
が
心

配
だ

〇
病

院
に

入
院

し
て

い
る
親

戚
の

お
見

舞
い

が
出

来
な
か

っ
た

○
外

食
を

し
な

く
な

っ
て
、

料
理

作
り

を
考

え
る

様
に
な

っ
た

○
自

分
自

身
で

守
る

し
か
な

い
の

で
健

康
管

理
に

心
が
け

て
ま

す

〇
子

供
が

ス
ポ

ー
ツ

し
た
り

で
き

る
場

所
が

、
少

な
く
な

り
ま

し
た

。

〇
新

型
の

ウ
ィ

ル
ス

は
負
の

連
鎖

な
ん

だ
と

思
い

知
ら
さ

れ
ま

し
た

。

〇
コ

ロ
ナ

と
付

き
合

い
な
が

ら
、

色
ん

な
活

動
が

出
来
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

〇
今

ま
で

、
あ

た
り

前
の
事

が
、

あ
た

り
前

に
出

来
た
事

に
感

謝
し

て
ま

す
。

○
手

洗
い

、
消

毒
を

す
る
習

慣
が

つ
い

た
。

マ
ス

ク
の
重

要
性

が
身

に
つ

い
た

〇
地

区
内

に
感

染
者

が
出
た

と
の

報
道

に
は

恐
怖

を
感
じ

外
出

で
き

な
か

っ
た

〇
コ

ロ
ナ

で
仕

事
が

無
く
な

っ
た

人
に

協
力

と
し

て
援
助

金
を

出
し

て
ほ

し
い

。

〇
都

城
市

は
他

と
比

べ
て
色

ん
な

情
報

及
び

支
援

が
全
然

出
来

て
い

な
い

と
思

う
。

〇
リ

モ
ー

ト
の

方
が

自
分
の

時
間

が
増

え
て

充
実

し
た
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る
。

○
家

族
と

少
し

離
れ

て
み
る

時
間

や
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
す
る

事
の

大
切

さ
を

痛
感

し
ま
し

た
。

〇
行

動
す

る
こ

と
に

勇
気
が

い
る

よ
う

に
な

っ
た

。
引
っ

込
み

が
ち

で
あ

る
（

気
持
ち

が
）

〇
貧

困
家

庭
が

多
い

と
聞
く

が
（

宮
崎

県
は
5
人
に

1人
）

そ
の

情
報

が
な

か
な

か
入
ら

な
い

〇
こ

け
な

い
体

操
な

ど
の
交

流
の

場
が

な
く

地
域

の
人
達

の
交

流
が

な
く

淋
し

い
気
が

し
た

○
買

い
だ

め
す

る
人

が
多
か

っ
た

の
が

残
念

だ
っ

た
（
マ

ス
ク

、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ
ー
パ

ー
等

）

〇
毎

週
ゴ

ミ
出

し
の

日
（
月

・
木

）
に

な
る

と
、

道
路
に

ゴ
ミ

が
大

量
に

出
て

見
映
え

が
悪

い

○
地

元
で

発
生

し
て

い
な
い

の
で

、
交

流
を

し
て

O
.
K.
な

の
か

判
断

が
難

し
い

（
人
数

や
場

所
）

○
感

染
者

へ
の

思
い

や
り
、

差
別

の
排

除
、

お
互

い
に
安

心
、

安
全

な
差

別
の

な
い
地

域
づ

く
り

〇
今

の
若

い
方

は
、

あ
ま
り

地
区

に
馴

染
め

る
人

が
少
な

い
と

思
う

無
理

は
い

け
な
い

と
思

う
け

ど

〇
災

害
等

の
避

難
所

を
1次

、
2
次
と

分
け

ず
に

並
行

し
て
活

用
で

き
る

体
制

を
作

る
方
が

良
い

と
思

う

〇
何

も
し

な
い

事
は

地
域
の

つ
な

が
り

等
が

疲
弊

し
て
し

ま
う

の
で

気
を

付
け

な
が
ら

活
動

で
き

る
と

良
い

○
市

の
あ

ら
ゆ

る
施

設
が
反

応
が

急
す

ぎ
る

、
パ

ー
ク
ゴ

ル
フ

場
や

図
書

館
は

閉
め
な

く
て

も
い

い
と

思
う
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福
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に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
専
門
学
校
・
大
学
・
一
般
）

【
１

５
地

区
】

問
1
4

コ
ロ

ナ
禍
で

、
気
づ
い

た
こ

と
・

大
切
だ

と
思
っ
た

こ
と

・
不

安
だ
と

思
っ
た
こ

と
を

書
い

て

く
だ

さ
い
。

（
前
頁
か

ら
の

続
き

）

〇
子

供
達

が
学

校
が

休
み
の

中
、

親
が

仕
事

だ
と

遠
く
に

い
る

祖
父

母
を

呼
ぶ

以
外
、

親
が

仕
事

に
行

け
な

い

〇
年

配
の

方
が

マ
ス

ク
を
つ

け
て

い
な

い
の

と
、

手
の
消

毒
を

し
て

い
な

い
人

が
多
い

の
が

気
に

な
り

ま
し

た

〇
イ

ベ
ン

ト
が

中
止

に
な
り

売
上

げ
が

少
な

く
な

り
ま
し

た
。

又
、

東
京

、
福

岡
の

3県
と
会

え
な

い
の

も
残

念

で
す

〇
思

い
や

り
を

持
ち

、
人
と

距
離

を
取

っ
た

り
、

目
だ
け

で
ア

イ
コ

ン
タ

ク
ト

し
た
り

優
し

い
人

が
沢

山
い

ま

し
た

○
自

分
家

に
芝

が
落

ち
て
、

竹
の

子
が

生
え

た
り

、
空
家

、
片

付
け

る
の

に
身

体
が
不

自
由

な
の

で
困

っ
て

い
ま
す

○
コ

ロ
ナ

禍
の

中
で

、
外
出

を
控

え
る

事
が

多
く

な
っ
た

が
、

そ
の

分
家

族
と

接
す
る

時
間

が
増

え
家

族
の

絆

が
深
ま

っ
た

○
私

の
周

り
の

方
々

は
、
と

て
も

親
切

で
、

気
配

り
が
良

く
非

常
に

心
強

い
生

活
を
し

て
お

り
ま

す
。

あ
り

が

た
い
事

で
す

。

〇
ス

ー
パ

ー
な

ど
の

生
活
に

必
要

な
お

店
は

ア
ル

コ
ー
ル

の
設

置
等

し
っ

か
り

し
て
く

だ
さ

っ
て

い
て

あ
り
が

た
か

っ
た

○
高

齢
者

の
方

々
の

自
宅
を

、
た

ま
に

訪
問

し
ま

す
が
、

今
の

所
、

元
気

で
暮

ら
し
て

い
ら

っ
し

ゃ
っ

た
事

が

何
よ
り

だ
と

思
い

ま
す

○
人

と
交

流
が

出
来

な
い
と

い
う

事
は

、
色

々
な

近
辺
の

情
報

交
換

が
出

来
ず

、
人
と

接
す

る
と

い
う

大
事

な

事
を
痛

感
さ

せ
ら

れ
た

○
皆

で
食

事
が

出
来

な
く
な

っ
て

さ
び

し
い

。
家

族
間
で

ス
マ

ホ
を

通
じ

て
テ

レ
ビ
電

話
が

出
来

て
楽

し
い

時
間

が
出
来

た
の

が
良

か
っ
た

○
家

の
近

く
の

業
務

用
ス
ー

パ
ー

に
手

づ
く

り
の

マ
ス
ク

が
置

い
て

あ
っ

て
、

忘
れ
た

人
で

も
ち

ゃ
ん

と
予

防

で
き
る

な
と

感
心

し
ま
し

た

○
自

粛
中

に
、

い
か

に
今
ま

で
友

人
と

の
何

気
な

い
お
し

ゃ
べ

り
が

、
心

の
安

定
、
ス

ト
レ

ス
解

消
に

役
立

っ
て

い
た
か

が
わ

か
り

ま
し
た

〇
訪

問
し

た
時

に
マ

ス
ク
姿

の
ま

ま
だ

と
、

中
々

お
話
が

し
づ

ら
い

一
度

マ
ス

ク
を
下

げ
て

顔
と

民
生

委
員

の

カ
ー
ド

を
一

緒
に

見
て
も

ら
っ

て
い

る
。

〇
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
で

県
外
の

人
と

会
っ

た
時

（
子

ど
も
の

帰
省

な
ど

）
2週

間
は

デ
イ
に

行
け

な
か

っ
た

そ
う

で

す
。

聞
い
て

、
な

る
ほ

ど
と
思

い
ま

し
た

○
感

染
拡

大
防

止
の

意
識
が

高
く

、
ほ

と
ん

ど
の

住
民
が

３
密

を
守

っ
て

生
活

さ
れ
て

い
る

よ
う

に
思

う
。

保
育
園

児
の

マ
ス

ク
着
用

は
難

し
い

の
で

は
？

〇
で

き
る

だ
け

都
城

市
か
ら

出
な

い
様

に
し

て
い

る
が
、

宮
崎

市
か

ら
来

て
い

る
方
で

、
マ

ス
ク

し
て

い
な

い
方

や
他
市

で
の

イ
ベ

ン
ト
の

誘
い

な
ど

を
き

い
て

参
加
抵

抗
が

あ
る

〇
私

は
車

を
持

っ
て

い
て
、

わ
り

と
思

っ
た

時
に

買
い
物

な
ど

で
き

ま
し

た
が

、
高
齢

で
、

し
か

も
1人

暮
ら

し

の
方
な

ど
は

食
料

の
用
意

な
ど

大
変

だ
っ

た
の

で
は
、

と
思

い
ま

す
。

〇
マ

ス
ク

不
足

に
苦

慮
し
ま

し
た

が
、

自
分

の
家

に
あ
る

布
を

使
い

自
分

で
作

る
事
に

し
ま

し
た

。

｛
な

い
｝

に
困

っ
た

で
は
な

く
、

ミ
シ

ン
を

使
う

い
い
機

会
で

も
あ

っ
た

。

〇
国

民
一

人
一

人
が

専
門
家

の
意

見
を

素
直

に
聞

い
て
い

れ
ば

、
こ

ん
な

に
蔓

延
す
る

こ
と

は
無

か
っ

た
の

で
は

と
思
っ

て
い

ま
す

。
毎
日

の
生

活
に

ゆ
と

り
を

持
っ
て

過
ご

せ
る

国
で

あ
っ

て
ほ
し

い
も

の
で

す
。
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地
域

福
祉

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
集
計
結
果
（
専
門
学
校
・
大
学
・
一
般
）

【
１

５
地

区
】

問
1
4

コ
ロ

ナ
禍

で
、

気
づ
い

た
こ

と
・

大
切

だ
と

思
っ
た

こ
と

・
不

安
だ

と
思

っ
た
こ

と
を

書
い

て

く
だ

さ
い

。
（

前
頁
か

ら
の

続
き

）

〇
感

染
者

が
少

な
く

な
り
少

々
気

が
ゆ

る
ん

で
来

た
よ
う

に
思

い
ま

す
。

こ
れ

か
ら
冬

に
な

り
、

イ
ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
な
ど

も
流

行
し

ま
す

の
で

気
を
引

き
締

め
て

感
染

し
な

い
よ
う

に
気

を
付

け
て

い
き

た
い

と
思
い

ま
す

。

〇
室

内
で

密
に

な
ら

ず
遊
べ

る
場

所
が

な
い

（
子

ど
も
：

夏
は

暑
く

て
、

外
で

遊
ば
せ

ら
れ

な
い

事
が

多
か
っ

た
の

で
）

外
で
も

良
い

の
で

す
が

、
涼

し
く
て

自
然

を
生

か
し

た
ア

ス
レ
チ

ッ
ク

な
ど

も
、

あ
っ
た

ら
良

い
と

思
い
ま

し
た

。

○
コ

ロ
ナ

対
策

で
、

予
算
が

た
く

さ
ん

使
わ

れ
て

い
る
の

に
は

、
あ

り
が

た
い

で
す
。

し
か

し
、

そ
の

ツ
ケ

が

い
つ
の

日
か

来
る

の
で
は

な
い

か
税

金
の

増
、

水
道
料

の
増

、
電

気
代

の
増

、
と
て

も
心

配
で

す
。

子
ど
も

た
ち

が
担

っ
て
い

く
の

は
と

て
も

大
変

で
す

〇
高

齢
者

の
認

知
症

予
防
対

策
で

外
へ

出
か

け
て

人
と
話

し
た

り
サ

ー
ク

ル
で

学
習
を

し
た

り
と

か
、

言
わ

れ
て

い
ま
す

が
、

こ
の

自
粛
生

活
を

送
る

中
で

、
家

族
が
仕

事
に

出
か

け
る

と
半

日
以
上

、
誰

と
も

話
さ

な
い

こ
と
で

、
認

知
症

に
な
る

の
で

は
な

い
か

と
心

配
を
し

た

〇
遊

び
や

、
旅

行
、

外
食
、

飲
み

会
な

ど
色

々
な

事
が
失

わ
れ

て
し

ま
い

大
変

悲
し
い

生
活

に
な

り
ま

し
た

。

特
に
外

食
は

現
在

持
ち
帰

り
の

で
食

べ
て

い
る

の
で
悲

し
い

。
そ

の
中

で
普

通
に
外

食
し

て
い

る
人

が
沢

山

い
る
事

に
び

っ
く

り
し
て

お
り

ま
す

。
早

く
元

の
生
活

に
戻

り
た

い
で

す
ね

。

〇
感

染
防

止
の

為
に

自
分
達

で
は

最
大

の
予

防
を

し
て
い

る
の

に
店

と
か

美
容

室
等
、

防
止

が
足

り
な

く

思
う
。

マ
ス

ク
・

ア
ル
コ

ー
ル

等
、

不
足

し
た

時
、
日

本
だ

け
で

は
何

も
出

来
て
い

な
い

と
思

っ
た

。

Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
が

始
ま

っ
て
都

会
と

田
舎

の
格

差
を

感
じ
た

、
田

舎
で

は
コ

ロ
ナ

の
中
旅

行
す

る
人

は
少

な
い

。

〇
コ

ロ
ナ

時
に

限
ら

ず
、
い

つ
も

何
か

し
ら

感
染

予
防
は

、
常

に
し

て
お

い
た

方
が
自

分
に

も
子

供
に

も
身

を
守
る

為
に
必

要
だ

な
と

感
じ
て

い
る

。
高

齢
者

の
方

、
障
害

者
の

方
が

孤
独

に
な

ら
な
い

世
の

中
に

な
る

こ
と

が
、

今
後
の

自
分

達
の

為
に
も

な
る

の
で

、
何

か
協

力
出
来

る
事

が
あ

れ
ば

協
力

し
て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

〇
自

由
に

旅
行

し
た

り
、
娯

楽
施

設
に

出
か

け
る

事
も
出

来
な

く
な

り
、

ス
ト

レ
ス
発

散
の

場
所

が
無

く
今

ま
で
、

身
体
の

不
調

を
訴

え
る
こ

と
も

な
か

っ
た

の
に

コ
ロ
ナ

禍
に

な
っ

て
か

ら
、

調
子
が

悪
く

な
り

、
あ

ら
ゆ

る
病
院

を
受
診

し
ま

し
た

。
自
殺

者
の

気
持

ち
も

わ
か

る
よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
早

く
終
息

す
る

こ
と

を
願

う
ば

か
り

で
す
。

○
小

学
校

が
し

ば
ら

く
休
校

に
な

り
、

子
供

達
だ

け
で
自

宅
に

い
る

時
間

が
増

え
ま
し

た
。

我
が

家
は

高
学

年
の

子
が
い

て
姉

妹
で

過
ご
す

事
が

で
き

ま
し

た
が

、
他
の

家
族

で
は

預
け

る
場

所
も
な

く
、

仕
事

も
簡

単
に

は

休
め
ず

大
変

だ
っ

た
と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
小

学
校
最

後
の

思
い

出
が

、
行

事
中
止

が
相

次
い

で
作

れ

な
か
っ

た
事

が
残

念
で
し

た
。

〇
学

校
が

い
く

ら
休

校
に
な

っ
た

り
自

粛
を

し
て

も
大
人

が
普

通
に

飲
み

歩
い

た
り
密

に
な

る
こ

と
を

し
て
い

る
人

が
多

い
の
で

我
慢

し
て

い
る

の
は

子
供
ば

か
り

で
意

味
が

あ
る

の
か
な

と
思

う
。

学
校

の

運
動
会

も
短

縮
に

な
っ
た

り
全

く
無

い
所

も
あ

る
み
た

い
だ

け
れ

ど
、

や
ら

な
い
の

は
簡

単
だ

け
ど

、

や
れ
る

工
夫

を
、

も
っ
と

し
て

子
ど

も
達

の
時

間
を
削

る
こ

と
は

、
で

き
る

だ
け
無

く
し

て
欲

し
い

。

○
緊

急
事

態
宣

言
に

伴
い
小

中
学

校
が

休
校

に
な

る
中
、

保
育

園
に

子
供

を
預

け
て
い

る
親

は
自

分
が

仕
事

が

休
み
で

も
「

自
分

の
自
由

な
時

間
が

な
く

な
る

か
ら
」

と
平

気
で

子
ど

も
を

保
育
園

へ
.
.
.
 保

育
士

さ
ん

も
感
染

の
心

配
を

し
な
が

ら
の

仕
事

で
一

時
期

は
マ
ス

ク
や

消
毒

液
不

足
も

あ
り
、

様
々

な
心

配
を

し
な

が

ら
生
活

し
て

い
た

が
、
小

さ
い

子
ど

も
の

命
の

心
配
よ

り
も

自
分

の
時

間
を

優
先
さ

せ
る

親
が

い
た

事
に

心

が
痛
ん

だ

9
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